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ハード・デイズ・ナイツ　SINGLES




SOMEDAY








南房秀久







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　壱河きづく







　NUMBERS







MIDNIGHT SHOOT

─第１回放送─

KISS! KISS! KISS!

─第２回放送─

SAMURAI DRIVE

─第３回放送─

MAFIA FAMILY

─第４回放送─

HONG KONG GIRL

─第５回放送─

SOMEDAY

─第６回放送─

出されなかったビデオレター

らいなあのおと
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ディスタンス　Distance







伝えたい気持ち

いとしい思い

育はぐくみたい夢ゆめ

たくさんあって

それでも

言こと葉ば　見つからなくて

口をついて出るのは

心と裏うら腹はら

キツイ　ヒトコト

当とう然ぜん　君きみは

許ゆるしてくれず

いつだって

同じ喧けん嘩かの　繰くり返し

　　　☆

　　　☆

いつかは　お互い

愚ぐ痴ちをぶつける　こともなくなり

オトナな二人になるのかな

けど今は

ふくれてる　君の横顔

ハッとするほど可か愛わいくって

こんな時間が

これはこれで

いいような　気がするんだ




いつかは　お互い

素す直なおな気持ち　伝えたりする

自し然ぜんな二人になるのかな

だけど今は

淋さびしそうな　君の泣き顔

苦しくなるほど　大切で

こんな時間が

これはこれで

かけがえのない　気がするんだよ












「あの番組は、深しん夜や枠わくのイメージを一いつ新しんする革かく命めい的てきな作品になるはずだった。視し聴ちよう率りつだって、結けつ構こうイケてたわ。なのに……」

　その夜。

　局内でも一、二を争う敏びん腕わんプロデューサーとして知られる澤さわ和かず枝えは、吸すいかけのマイルド７を揉もみ消した。

　パールレッドの口くち紅べにがついた吸い殻がらは、すでにクリスタルの灰はい皿ざらからあふれかけている。

「なのに、それがどうしてこんな羽は目めになったのかしら!?　誰か説明できる!?」

　ここは阿あ佐さケが谷やの住宅街に位置する洋館、屍し桜ざくら屋や敷しき。

　その居い間まに集められた一同を、澤は見み渡わたす。

「説明も何も」

　と、肩かたをすくめたのは、アイドルグループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーのボーカルで、ベース担たん当とうの火ひ之の杜もり亨とおるである。

「俺おれやシローは関係ないだろ？」

「そうだね」

　Ｓ＆Ｓのリーダーであるキーボード担当の風かざ峰みね士し郎ろうはうなずく。

「この番組には基本的に俺たち関かん与よしてないし」

「ぼ、僕ぼくも無関係ですよ！」

　手を挙あげたのはドラムス担当、Ｓ＆Ｓメンバー中、ただひとりの中学生である水みず谷たに宏こう太ただ。

「……たぶん、ですけど」

「あの～、私はどちらかというと、被ひ害がい者しやのような～」

　恐おそる恐る口を挟はさんだのは、局アナの弓ゆみ塚づか亜あ希き美み。

「そもそもこの番組が始まる以前から、あの子にはひどい目に遭あわされっぱなしなんですからね～」

「あのね、これは非常に重要なことなんだけど……」

　この屋や敷しきの住人であるニコル・エマーソン・タツミが立ち上がり、澤をにらみながら咳せき払ばらいする。

「アナタたちが勝手に反はん省せい会をするのは構かまわないわ。だけど、ド・ウ・シ・テ！　このワタシの家でやるのかしら？」

「局の会議室を借りられなかったのよ」

　澤は新たな煙草たばこに火をつける。

「まあ、ニコちゃんも関係者だし、ここなら広いからいいかなって。それに、今け朝さ電話した時に、玲れいくんは快こころよくＯＫしてくれたけど？」

「……甘あまい。レイ、甘すぎるわ」

　玲の名前を出されては、ニコルは座すわるしかない。

「ところで、玲さんは？」

　亨がニコルに尋たずねた。

「地下で資料の整理をしているわ。後で顔を出すそうよ」

　ニコルは鼻を鳴らす。

「どうして、こんなつまらないことにレイが煩わずらわされなければいけないのかしら？」

「そりゃあ、元げん凶きようが実の弟だからだったりして」

　ヘラヘラしながらハーブティーのカップを配って歩いているのは、女郎花おみなえし茜あかね。

　茜は労働基準法を軽く無視して酷こく使しされるＳ＆Ｓの付き人にして、成績からスリーサイズまですべてが全国平均の超没個性人間。

　そして現在は実家が建て直し中のため、屍桜屋敷の居い候そうろうの身でもあるのだ。

「……ぬるいわね。淹いれ直しなさい」

　ニコルはちょっと口をつけてからカップを突き返す。

「ううっ、外でも屍桜屋敷でもこき使われて、まるであたしはシンデレラ」

　泣き真ま似ねをする茜。

　客間を使わせようとした玲を押し切り、ニコルが茜に与えた部屋は狭せまくて埃ほこりっぽい屋や根ね裏うら部べ屋やだった。

　それでも、もとの茜の部屋よりは広いし、家や賃ちんもタダなので文句は言えないのだ。

「不満があるのなら、出ていってくれてもいいのよ」

　ニコルは素そっ気けない。

「め、滅めつ相そうも！　何の不満もござりませ～ん！」

　茜の立場は限りなく弱かった。

「ところで」

　澤はテーブルをバンと叩たたいた。

「その元凶、大だい地ち一いつ心しんはどこなの！」

「そ、それが……例によって遅ち刻こくじゃないかと」

　茜は口くち籠ごもる。

　確か、学校を出る時までは一いつ緒しよだったのだが。

「また～!?」

　呆あきれる一同。

「ったく、付き人のあんたがしっかり管理しないから！」

「なこと言ったって。……そもそも、大地くんで番組作ろうとしたこと自体が間ま違ちがってたんじゃないですか？」

「う！」

　苦し紛まぎれの茜の発言はいきなり核かく心しんを突いた。

「つまりは、プロデューサーである澤さんのミス、か」

　と、亨。

「それは言えるかも」

　うなずく弓塚アナ。

「と、ともかく！　ビデオを見て、一から検けん討とうしましょうか？」

　澤は取り繕つくろうようにリモコンを手に取った。
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「……それで命を奪うばったんだね？」

「！」

　赤黒い血のこびりついた狩しゆ猟りようナイフを手にした男は、満まん月げつを背せ負おって立つ黒い影かげを振ふり返った。

「僕ぼくはほんの少し、君の心を揺ゆり動かした」

　影はゆっくりと男に近づいてゆく。

「凶きよう器きの遺い棄きされた場所に関するたれ込みがあったという、内部情報だ」

「ガセだったのか？」

　深しん夜やのアミューズメントパークに侵しん入にゆうし、ナイフを掘ほり返した男はうなる。

「予想通り、動どう揺ようした君は凶器を早急に隠いん滅めつするため、ここにやってきた」

　一いち陣じんの風に、影の黒い外がい套とうが翻ひるがえる。

　男はジリジリと移動し、影の顔が見える位い置ちに来た。

　影は息を吞のむほど美しい青年である。

　銀色の髪かみに、氷のように澄すんだ瞳ひとみ。

「まさか……ネットの伝説？」

　生活安全課に所しよ属ぞくする巡じゆん査さ長ちよう、越お智ち直なお樹きは目を血ち走ばしらせてナイフを握にぎり直す。

「そう呼ばれることもある」

　犯はん罪ざい研究家巽たつみ玲れいはかすかにうなずく。

「君が警けい官かんでありながら、何人もの少女たちを無む残ざんに切り刻きざんで殺した犯人であることは突き止めた。だが、僕にはその動どう機きが分からない。教えてくれないか？」

「警察を呼ぶのか？」

　越智は直接、玲の質問には答えなかった。

「巡査長、君を裁さばくのは君自身の罪つみだ」

　玲は氷のような声で宣せん告こくした。

　黒の外套が風に舞まって、一いつ瞬しゆん、月影を包つつみ込む。

「くたばれ！」

　越智は突とつ然ぜん、ナイフを投げつけた。

「これは証しよう拠こだ。預あずかっておくよ」

　玲は半はん身みになって飛んでくるナイフの柄えをつかむと、越智の姿が消えるのを見とどけてから携けい帯たいを取り出す。

「ニコル？　ターゲットは予想通り、逃とう走そうした。予定の場所に誘ゆう導どうする」

「レイ、あのね、その件だけど」

　少女の声。玲の義ぎ理りの妹であるニコル・エマーソン・タツミである。

「……ちょっと問題があるの」

　ニコルは言い辛づらそうに切り出した。




「……にしても、やってくれるよなあ、イッシンくん」

　ロケバス前に据すえられたモニターを見ながら、ディレクターはつぶやいた。

「初日から、突然のロケ地変へん更こうですもんね」

　隣となりのタイムキーパーが肩かたをすくめる。

「当日になって、こっちのアミューズメントパークでやりたいから許きよ可かを取ってくれなんて、無む謀ぼうもいいとこ。ロケーション・サービス社のスタッフ、慌あわててましたよ」

「ま、どうせこの番組のコンセプトは『イッシンの、イッシンによる、イッシンのためのバラエティー』だし」

　言葉だけを取ると嫌いや味みのようだが、二人の目は笑っている。スタッフ一同、アイドル・グループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーのボーカル兼けんギタリスト、大だい地ち一いつ心しんのことが好きなのだ。

「は～い、それじゃいきますよ！　五秒前、四、三……」

　ＡＤがキューのサインを出すと、マイクを握る女子アナがカメラ目め線せんで微笑ほほえんだ。

「こんばんは～！　今夜から始まる新番組、『イッシンのアポなしアミューズメント・ジャック！』、司会は私、セクシー弓ゆみ塚づか亜あ希き美みでーすっ！」

　カメラに向って投げキスをする亜希美。

　その横に立っているツンツン茶ちや髪ぱつを立てた少年が、大地一心である。

　二人がいるのは、ロケ現場である東京近きん郊こうのアミューズメントパーク内の広場。

　一心が初のメインを務つとめる、深夜番組の収しゆう録ろくである。

「この番組は平へい均きん視し聴ちよう率りつ10％を切ると、１パーセントごとに一万円の私し物ぶつをイッシンくんとその付き人Ａから没ぼつ収しゆうし、それを番組製せい作さく費ひに充あてるという自じ腹ばらバラエティーです」

　一心は亜希美の精せい一いつ杯ぱいのギャグを流して、ＡＤが持つカンペを読み上げる。

「さて、今日は記念すべき第一回の放送ということで、〝激げき走そう！　アミューズメントパーク・グルメ対決！〟を……」

「……あの～、何かリアクションくださいよ、イッシンく～ん。セクシーなんて言っちゃった自分、なんだか寒さむいじゃないですか」

　亜希美は涙なみだ目めで懇こん願がんする。

「やだ」

　一心は素そっ気けない。

　もともと、そういう性格の人間なのだが、今夜はさらにそれに拍はく車しやがかかっていた。

　何か気になることがあるのか、周囲に油ゆ断だんなく目を配くばっているようにも見える。

　一方。

（ちょ、ちょっと！　どうしてあたしの私物まで!?　マジで聞いてないって！）

　初はじめて耳にする話にショックを隠かくせないのは、付き人Ａこと、全国模も試しの成績から３サイズまですべてが平均という超ちよう凡ぼん人じん。

　一部のコアなＳ＆Ｓファンの間では、〝着ぐるみ罰ばつゲーム職しよく人にん〟の異い名みようで知られている女郎花おみなえし茜あかねである。

　今夜も茜は、このアミューズメント施し設せつのマスコット・キャラ、サッカーアシカの『オフサイド君』の着ぐるみを装そう着ちやく中ちゆう、頭を抱かかえている状じよう態たいだ。

「いいねえ、イッシンくんの不ふ機き嫌げん攻こう撃げきに振り回される美人女子アナ！　番組的にはもうバッチ、ＯＫ！」

（いや、それどころじゃないんすけど……）

　茜の心配をよそに、モニターを見ているディレクターはニヤニヤしている。

「こ、この番組には毎回楽しい豪ごう華かな秘ひ密みつのゲストを迎むかえることになっているのですが」

　亜希美は気を取り直して進行する。

「今回のゲストは、なんとこの方で～す！」

　ビュン！

　サッカーボールが空気を裂さいて、一心の目の前に迫った。

「！」

　一心はとっさにそれをワントラップでさばき、飛んできた方向に蹴けり返す。

「この蹴り……？」

　一心は球が飛んできた方向に目を遣やる。

　すると。

「どうも、竜りゆう崎ざき星せい哉やです」

　ＡＤの合あい図ずで、少年がカメラの前に進み出て、白い歯を見せた。

「ライン際の魔ま術じゆつ師しと呼ばれるこの星哉くんは先頃、日本代表に選出された天才ＭＦミツドフイルダーで、現在はブラジル留学中。国際試合の経験豊富な未来のスーパースターなんですよね」

　亜希美がカンペを見ながら紹介した。

「今回はイッシンくんと星哉くんに豪華商品を賭かけて戦ってもらうんですけど、こちらがその豪華商品です！　じゃーん！」

　ＡＤが押してきた台車に乗っていたのは、番組のスポンサー、ドレミファ食品提供の明めん太たい子こ＆ピーチ・ピザ・トムヤンクン風ふう味み、一年分だった。

「これが……豪華？　マジで要いらんわ」

「予よ算さん……少ないんですね」

　一心は額ひたいに手を当て、星哉はサラサラの髪を搔かき上げた。

「あ、あまり盛もり下さがらないでくださいよ、番組的に、っていうかスポンサー的に」

　亜希美はぎこちない笑え顔がおを作り、さっさとピザを引っ込めさせる。

「もちろん、負けた方にはちゃんと罰ゲームが待っていますから、二人とも手を抜かないでくださいね～」




「どうなってんだよ!?　確かにゲストは秘密って話だったけど、よりにもよって！」

　カメラが止まると、一心はディレクターに詰つめ寄よった。

「いやあ、澤さわＰプロデユーサーの仕し込こみっすよ」

　ディレクターは頭を搔いた。

「あ、あんの極ごく悪あくプロデューサー！」

　脳のう裏りに舌したを出す澤和かず枝えの顔が浮うかぶ。

（……ったく、こっちはそれどころじゃないってのに）

　一心は眉まゆをひそめた。

　と、そこに竜崎星哉が屈くつ託たくのない笑顔とともにやってくる。

「何か問題かい？」

　親したしげに一心の肩かたを抱だく星哉。

「わっ、ひっつくな！　気持ち悪い！」

　一心は星哉の手を振り払った。

「つれないなあ」

　星哉は愛あいらしさと精せい悍かんさが絶妙なバランスで同どう居きよする表情を見せる。

「……ところで、この着ぐるみの女性は？」

　首から下だけが『オフサイド君』の茜に目を遣り、星哉は尋たずねる。

「こいつはうちの付つき人」

「お、女郎花茜です！」

　茜はペコリと頭を下げた。

「オミナエシ？　いい名前だね」

　星哉は微笑む。

「君自身も、あの花みたいに可か憐れんだけど」

「そ、そんな～」

　名前も容よう姿しもサッパリ誉ほめられたことのない茜は、頰ほおを赤らめる。

「……いちいち信じんなっての！　お前も、こいつはその手のことに免めん疫えきないんだから、からかうんじゃない！」

　と、星哉を茜から引き離はなそうとする一心。

　だが。

「君と出会えたことを、誰に感かん謝しやすればいいのかな？」

「あ、ちょっと！」

　星哉は一心の抗こう議ぎを無む視しして茜の腕を取ると、次の撮さつ影えいスポットに向かって歩き始める。

「人の話を聞けって！」

　一心は慌あわててその後あとを追った。




「じゃあ、イッシンたちがこのアミューズメントパークに来ているんだね？」

　ニコルと合ごう流りゆうした玲は、眉をひそめた。

「本当にゴメンナサイ」

　ニコルはもともと小さな身体からだをさらに小さくする。

「イッシンの誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かかったの。でも、まさかここでロケをするなんて」

　実は誘導尋問ではなく、玲と行くためのレイトショーのチケットで買ばい収しゆうされたのだが、そのことは秘密である。

「まあ、イッシンの気持ちも分からないではない。犠ぎ牲せい者しやのひとりは……」

　玲は考え込む。

「ニコル、君は予定通りにここを出て、一時間後に警察を呼ぶんだ。証拠のナイフは発見されやすいような場所に置いておくこと」

「レイは？」

「越智を追うよ。できればロケ班を巻き込みたくはないけれど、いざとなったら」

「いざとなったら？」

「一心の手を借りることになるかもね」

　玲は少女の頭をそっと撫なでた。




「まず、第一試合は、ラーメン対決～！」

　そびえ立つ鋼こう鉄てつ製のジェットコースターの前に移動して、亜希美は司会進行を続けていた。

「この競きよう技ぎは、最新絶ぜつ叫きようマシン『一発昇しよう天てんくん』に乗りながら、ドレミファ食品提供のラーメンを一周してくる間に平たいらげてもらうという、なんともうらやましい対決です」

「うらやましいなら、代かわろうか」

　と、一心。

「嫌いやです。ていうか、私と付き人Ａさんには、ジェットコースターの後ろの席からＣＣＤでお二人の表情を撮さつ影えいするという、大切な仕事があるんですね～」

「と言いながら、そのホッとした顔は？」

「せ、星哉く～ん、乗り込んでください」

　亜希美はカメラ目線のバストショットで、一心の突っ込みを封ふう殺さつした。

　最前列にラーメンのドンブリを持った一心と星哉。そのすぐ後ろの席には、ＣＣＤ付きのヘルメットを被かぶった茜と亜希美が乗る。
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　セカンドＡＤが合図を出すと、『一発昇天くん』はカタカタと動きはじめ、ゆっくりと傾けい斜しや路ろを上っていった。

「大地くん！　上り切る前に流し込んじゃって！」

　地上五十メートルの高さにビビリ、顔を両手で覆おおいながら声せい援えんを送る茜。

「………」

「大地くんったら！」

「ん？　ああ」

　視線はカメラに向けられ、それなりに受け答えはしているが、一心の意識はやはり、先ほどからパーク内に点てん在ざいする闇やみの中に向けられている。

（……玲、どこにいる？）

　一心は心の中でつぶやいていた。

「僕ぼくも応おう援えんが欲ほしいな、アカネちゃんの」

　星哉が上品に麵めんを口に運びながら微笑んだ。

「あの……竜崎さんも頑がん張ばってくださいね。陰かげながら応援してますから」

　茜は小声で言った。

「……お前、それだと陰じゃないだろ？」

　と、一心が訂てい正せいしたちょうどその時。

　コースターは頂ちよう点てんに達たつし、降こう下かし始めた。

「ひいいいいいいいいっ、落ちるぅーっ！」

　茜の悲ひ鳴めい。

　強きよう烈れつな加か速そく度どが一心たちを襲おそう。

「おおっと！　この苛か酷こくな環境にイッシンくんと星哉くんの握あく力りよくは耐たえ切れるか！」

　思わず亜希美の実じつ況きようも、昔のプロレス中ちゆう継けい風になる。

　そして。

「あっ！……落とした」

　脂あぶらで滑すべり易やすくなっていたドンブリがツルリと一心の手を離れ、真っすぐ後ろに飛ぶと、茜の顔面にスッポリとはまった。

　まだ熱いラーメンのスープと麵が、茜の鼻と口に入り込もうとする。

「ゴボゴボグバグバゲボゲボ……！」

　助けを求めるどころか、ほとんど息さえできない。本人にとっては命に関かかわる一大事だが、傍はたから見ると抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの光景である。

　一周七分の『一発昇天くん』は、茜にとってあまりにも長かった。




「なぜ、余計なことに首を突っ込む！」

　メリーゴーラウンドの馬の間に隠れながら、越智は怒ど鳴なった。

「死んだくだらんメスガキどものことなど、みんな一週間もすれば忘れてしまう！」

「……そう、人間は忘れるものだ。事件がＴＶや新聞から消えて、また新しい事件が起きればすぐに。だけど」

　姿なき玲の声が答える。

「僕ぼくは忘れない」

「くそっ！」

　越智は玲の気け配はいを感じ、メリーゴーラウンドから逃げ出した。




「……ぶはあーっ！　死ぬほど死ぬかと思ったあ～」

　ジェットコースターが停止すると、茜はようやくドンブリを顔から引き剝はがすことができた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　ジェットコースターから飛び降り、真っ先に駆け寄る星哉。

「……ひ、久しぶりに賽さいの河原かわらの風景を見てしまいました」

　思わず臨りん死し体験を語かたりそうになる茜。

「ラーメンで溺でき死し」

　額にナルトを張りつけた茜の顔をタオルで拭ふいてやりながら、一心は頭を振る。

「あやうく『世界の珍ちん・怪かい事じ件けん百連発！』のネタになるところだったな」

「んな他ひ人と事ごとみたいに！　こっちは本当に死ぬところだったんだから！」

「……そう言いながら、ナルト食うなよ」

「ナルトだけじゃなくて玉たま子ごだって食べるもん！」

「拾うな！」

「あ～もう何が何だか！」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

「……この二人、いつもこうなんですか？」

　星哉は亜希美にこっそりと尋たずねる。

「はははははは、そんなこと～」

　亜希美は力なく笑うしかなかった。




「はい、アカネちゃん、ご苦く労ろうさま！」

　撮影の合あい間まに、星哉は缶かんジュースを茜のところに持ってきた。

「わっ、ありがと～！……あっ！」

「お前な、知らない人から物を貰もらっちゃいけないって習ならわなかったのか？」

　喜んで受け取ろうとした茜の手から、一心がジュースを奪うばう。

「竜崎さんは知らない人じゃないもん！」

「さっき会ったばかりだろ！」

　やり合う二人を見て、星哉はフッとため息をついて微笑ほほえむ。

「ねえ、アカネちゃんは君の所しよ有ゆう物ぶつかい？」

「なこと言ってねえだろ！」

「言ってるも同じさ。コレは駄だ目め、アレも駄目。君は、自分の意いに反することをアカネちゃんがするのを許さないじゃないか？」

「あの～、それはですね、あたしが付き人であって、大地くんが気持ち良く仕事をできるようにするのが役目だからで……」

　茜は恐おそる恐る口を挟はさむ。

「本当にそれだけ？」

「も、もちろん！」

「なら、プライヴェートな時間は、僕とデートしてもいいわけだね？」

「当然、その通り…………ええっ！」

「じゃあ、今度スケジュールを調整するから」

　星哉はシステム手て帳ちようを開く。

「ど、どうしよ、大地くん!?」

　思いもかけない展てん開かいに、オロオロする茜。

「なんで俺おれに聞く？」

　一心は投げ遣りである。

「お前がそうしたきゃ、そうすりゃいいじゃん。今はお前らに付き合ってるほど暇ひまじゃないんだよ」

「そ、そんな言い方ないでしょ！」

「……ねえ？」

　星哉は澄んだ瞳ひとみで一心を見た。

「もしかして、アカネちゃんのこと？」

「あのな、俺はこいつがいっつもぼけっとしてるから、心配してるだけだ」

「ふうん……。じゃあ、こういうのって、どうかな？」

　意い味み深しんな表情になった星哉は、ちょっと考え込んでから提案した。

「この番組で僕が勝利したら、アカネちゃんとデートする」

「勝手にしろ！　ど～せ、てめえなんぞ瞬しゆん殺さつだ！」

「いいんだね？……僕は本気だよ」

　星哉は茜に向ってウインクした。




　越智は焦あせっていた。

　相手はひとり。

　いくらでもこのアミューズメントパークから逃げる道はあるはずである。

　だが、逃走しようとする先々に銀髪の少年は現われた。

　次第に、越智は追い詰められてゆく。

「やられる前にやるしかない」

　ここに来る時、用心のために持ってきた短刀は、署の押おう収しゆう品ひんだ。

　越智はその冷たい刃を鞘さやから抜き放つと、移動を開始した。




「……鍋なべか」

　次のゲームポイントに運ばれていく土鍋を見て、一心はうんざりした表情になる。

「あの……、この生なま暖あたたかい陽よう気きのもとで、なぜに鍋……？」

　と、茜。

「プロデューサーによると、この陽気ゆえの鍋……らしいですよ～」

　と言いながら亜希美の顔が強こわばっているのは、今回の競技には亜希美も参加し、星哉とチームを組んで一心のチームと対決することになっているからだ。

　無む論ろん、一心と組むのは茜である。

「それで、何に乗って食べるんですか？」

　かなり番組に慣れてきた星哉が、手を上げて質問する。

「……あれです」

　亜希美が指さした先にあったのは、ホラーハウス『バケラッタ・スプラッタ』。

　平たく言えば、洋風お化ばけ屋や敷しきである。

「ぎええええーっ！　いやだああああっ！」

「大丈夫だよ、僕が守ってあげるから」

　悲鳴を上げる茜に、すっと後ろから寄より添そう星哉。

「お前は亜希美とチームだろうが！」

　すかさず一心の蹴りが飛ぶ。

「……皆さん、番組なんですから、もう少し進行に気を遣つかいましょうね？」

　亜希美は胃がキリキリと痛むのを感じながら、無理矢理に笑顔を作ろうとした。




「わっ！　なんでお前はチョコなんて取るかな！」

「しょうがないじゃない！　目ぇつむってるんだもん！　大地くんだって、パイナップル取ったじゃない！」

　一心と茜は猛もうスピードで疾しつ走そうするカートの中で怒ど鳴なり合った。

　今度の対決は、カートで巡めぐるホラーハウスの各地点で、モンスターの手から具材を受け取って鍋を作るというもの。

　下へ手たな具材を引くと、とんでもない鍋ができるという、危険なゲームだ。

「パイナップルはまだ固こ体たいだろ！　チョコは溶とけるんだぞ！」

　高速移動のカートから手を伸ばし、好みの具を選び取るのは至し難なんの業わざである。一心たちの失敗は、ポン酢と間違えてソースを取ったところからすでに始まっていた。

「……ねえ、どうして急にロケ現場を変えるなんて言い出したの？　それに、さっきから大地くん、番組に集中してないよ！」

　ドラキュラから海鼠なまこの酢すの物を受け取りながら、茜は声を張り上げて聞く。

「ここ、確かちょっと前に殺人事件があったとこだよね？　それが理由？」

「……まあな！」

　と、シメサバをフランケンシュタインにつかまされた一心。

「プチ悪あく魔まのニコルから聞き出したんだ。玲がここで、犯人を捕つかまえる網あみを張はるって！」

「ちょっ！　じゃあ、こんなところにいたら危あぶないじゃない！」

「……二番目に殺された子、Ｓ＆Ｓソーズアンドソーサリーのファンだったんだよ」

　一心はサバを茜のほっぺたに押しつけた。

「そうだったんだ。だから……」

　茜はサバをそのまま鍋に放ほうり込む。

「で、玲さんを手伝うの？」

「まだ分からない。けど、死んだ子のためにやってやれることが俺にもあるはずだ、きっと！」

　一心はゾンビからキムチを奪うばい取った。




「……あれは？」

　追跡者を撃げき退たいするための見通しのいい場所を探していた越智は、ホラーハウスの方が騒さわがしいことに気がついた。

　自分と追跡者の他にもまだ人がいる。

　これを利用しない手はないと思いついた越智は、ゆっくりとロケ隊の方に近づいてチャンスを待った。




「ふえ～」

　カートが戻ってきた時、出来上がっていたのは異い様ような臭においを発する謎なぞの食物だった。

「……この、黒～い液体に浮かんでる湯ゆ葉ばみたいの、何？」

「同じ京都名物だけどな。……お前がミイラからひったくった、つぶ餡あん入りの生なま八ッ橋はし」

「げっ……」

「こっちは美お味いしいよ～」

　先に帰っていたカートから、星哉が声をかける。

「牛肉と白はく菜さいと胡ご麻まダレしか取れなかったから、しゃぶしゃぶにしたんだけど～？」

「……そっか？」

「無理して取らないって手もあったのね」

　二人は顔を見合わせた。

「ともかく食え！　具材はこっちの方が多いんだ！　全部食えばこっちの勝ちだ！」

「あ、あたしはだんだん勝たなくてもいい気が……」

　負ければデートが待っている茜は、ちょっと心を動かされている。

「食わなきゃ食わせるまで！」

　一心は箸はしを取ると左手で茜の鼻をつまみ、息苦しくなって開いた口に片かたっ端ぱしから具をぶち込んでいった。

「ひゃ、ひゃめへ～っ！　ひぬ～っ！」

　響きわたる絶ぜつ叫きよう。

　その脇わきでは、星哉と亜希美がしゃぶしゃぶに舌した鼓づつみを打っている。

「……ごめんね、アカネちゃん」

　星哉は霜しも降ふり神こう戸べ牛をつまみながら、ふっと顔をそらす。

　こうして鍋を平らげた一心のチームは、ようやくポイントを獲かく得とくしたのであった。




「玲か？」

　次のポイントに移動中、一心の携けい帯たいが振動した。

「ああ」

　と、電話の声。

「遅いぞ。犯人は？」

　一心は声をひそめる。

「君たちのすぐそばにいる。追い詰められ、自や棄けになっているようだ」

「……ヤツのこと、俺に任まかせないか？」

「殺されたのが、ファンだからかい？」

「いけないか？」

「いや。では、僕はこれ以上介かい入にゆうしない。気をつけて」

「ああ」

　一心は電話を切った。




「さあて、ここまでの展開は１対１のイーヴン！　次の第三試合で勝敗が決することになりますが、今度の対決は題して！」

　亜希美はマイクを持ったままクルリと一回転し、目の前の大観かん覧らん車を指さし示した。

「大観覧車ロシアンルーレット！」

「……また、くだんないことを」

　つぶやく一心。

「この観覧車のゴンドラにはドレミファ食品提供の激げき辛からカレーが用意……」

　と、亜希美が解説しようとしたその時。

「警察だ！」

　警察手帳をかざした越智が現われ、ロケ隊の中に割わり込んできた。

「撮影許可は取ったのか？　責任者は？」

　越智の高圧的な態たい度どに、スタッフは顔を見合わせる。

　だが。

「……おかしいよなあ」

　一心が越智の前に進み出た。

「許可は取ってあるし、そもそもなんで警官がひとりでこんなとこにいるんだよ？」

「その答えは」

　越智はさっと茜の後ろに回り込み、首に短刀を押しつける。

「きゃあ！」

「人ひと質じちの確かく保ほだよ」

　越智は凶器を手に瞳をギラつかせて後退し、回転する観覧車のゴンドラに乗り込んだ。

「このゴンドラがまた下りてくるまでに車を用意しろ。それから金もだ！」

「そいつを放せ！」

　追いかける一心が、次のゴンドラに飛び乗る。

「警察！」

「今のが警察じゃないの!?」

　スタッフたちは大騒ぎになった。

　その間に、二つのゴンドラは空高く上がってゆく。

「突然ですが、大変な事態となりました！　イッシンくんの付き人Ａが、謎なぞの警官に拉ら致ちされてしまったのです！」

　報道関係者の本能か、亜希美は思わずマイクを握って事件の実況を始めた。

「それを追うイッシンくん！　二人の運命やいかに！」

「や、やめてったら！」

　ゴンドラの中で越智の手から逃げようとする茜は、頭突きをアゴに食らわせる。

「このアバズレが！」

　越智は短刀を逆さか手てに握り、茜をゴンドラの床に押し倒たおした。

　身体からだが当たった拍ひよう子しに扉とびらが開き、茜の上半身が外に出る。

「おおっと！　付き人Ａの姿が見えた！」

　亜希美のマイクを持つ手に力がこもる。

「その高さはすでに地上八十メートル！　一方のイッシンくんは……。おおっと！　あそこだ！」

「アカネ！」

　一心はゴンドラの外をよじ登り、その屋根に立った。

　茜たちのいるゴンドラは、その二、三メートル上。

　越智が茜の上に覆おおいかぶさり、短刀を振りかざしている姿が一心の位置からも見える。

　その時。

「テンちゃん！」

　星哉がサッカーボールをワンバウンドさせると、それを空高く蹴り上げた。

　ボールはほぼ直線に近い軌き跡せきを描えがいて、一心の足元に飛ぶ。

「おうっ！」

　一心の左足がそのパスをダイレクトで受けて、ボレーシュートを放った。

「おおっと！　素晴らしい連れん係けい！　これは一いつ朝ちよう一いつ夕せきではできないプレーだ！」

　感かん嘆たんの声を上げる亜希美。

　ボールはギュンと風を切ってスライスし、越智のこめかみにぶち当たる。

「ゴール！　ゴール、ゴール、ゴール、ゴール、ゴォォォールッ!!」

「ぐはっ！」

　越智は脳のう震しん盪とうを起こし、その場に倒たおれた。

　だが、そのショックで茜の身体は完全にゴンドラから転げ落ちる。

「ひい！」

　辛かろうじて扉とびらをつかむ茜の手。

「おおっと！　付き人Ａ、転てん落らく寸すん前ぜんだ！　その命はまさに風ふう前ぜんの灯ともしび！」

「飛ぶんだ、アカネちゃん！　下のゴンドラまで！」

　星哉が声をかける。

「できるわけないでしょおおおおおおっ！」

　茜は絶叫し、必死に扉にしがみつく。

「高い恐こわい高い恐い高い恐い高い恐い高い恐い高い恐い高こわああああああいっ！」

「おおっと！　暴あばれる付き人Ａ！　このまま落下して、三さん面めん記事を飾かざる悲ひ劇げきのヒロインとなるのかーっ！」

「いいから飛べ！　アカネ！」

　一心が怒ど鳴なる。

「お前は絶対に飛べる！」

「……本当？」

「俺が噓うそついたことあるか!?」

「そんなのしょっちゅうじゃないっ！」

　茜は首をブルブルと横に振った。

「信じんのか、信じないのか!?」

「ううっ！　信じりゃいいんでしょーっ！」

　茜はパッと手を離はなした。

「ちゃんと受け止めてくんなきゃ、化ばけて出てやるからねー！」

「化けて出るような女、受け止めてやらん！」

「ぎゃああああ！　噓、噓！　受け止めてくだしゃりましぇえええええっ！」

　見苦しく手足を振り回して落下する茜。

「……ったく！」

　一心は腕をのばし、タイミングよく茜のウエストのあたりをつかんで引き寄せた。

　二人はもつれ合うようにしてゴンドラの上を転がる。

「お前、重過すぎ！」

　一心は滑すべり落ちそうになるのを、足を踏ん張ってどうにか堪こらえた。

「お、重くなんかない！　全国平均、ピッタリなんだからね！」

「……人を下した敷じきにして言う台詞せりふかよ」

　一心は、ほっとため息をつく。

「イッシンくん、見事に付き人Ａを受け止めました！　これはまさに超ミラクル！　奇き跡せきだあぁぁ！」

　と、絶叫で締しめくくる亜希美。

「いい絵、撮とれたじゃん」

　ディレクターはほっとため息をついた。




　やがて、ゴンドラは地上に着いた。

「今回は僕の負けだね」

　下りてくる茜に手を貸しながら、星哉は頭を振る。

「普通なら絶対に飛べない距離だったのに、アカネちゃんは君の言葉を信じて飛んだ。僕が同じことを言っても、彼女は恐こわがって動こうとしなかったのに」

（……普通なら、と、飛べない距離いいいいいいいっ!?）

　茜はいまさらながら卒そつ倒とうしそうになる。

（騙だまされた！　また！　また！　また、大地一心に騙されたーっ！）

　星哉は茜を振り返った。

「彼のことを信頼してるんだね」

　と、言いながら、その手はすでに茜の肩に回っている。

「でも、君のこと本当に好きだよ。今日はこれで帰るけど、諦あきらめたわけじゃないから」

「懲こりないヤツ」

　呆あきれ果はてる一心。その横で、茜はまだブツブツ騙されたと言っている。

「ごめん、テンちゃん」

　星哉は時計に目を遣やった。

「僕さ、このあとラジオのサッカー番組の取材があるから」

「ああ、またな」

　一心はまるでユース時代に戻ったかのように手を伸ばす。星哉は笑顔で、その手に自分の手をパチンと打ち合わせた。

「……テンちゃん？」

　茜は一心の顔を覗のぞき込む。

「ねえ、もしかして、テンちゃんって？」

「……こいつは昔、俺と同じユースにいたんだよ」

　一心は嫌いや々いや、星哉を指さした。

「俺が嫌がるのを知っててそう呼ぶんだ」

「だって、テンちゃんはテンちゃんだろ？　僕とテンちゃんは大親友で、ライバルじゃないか？」

「だ、大地くんが、テンちゃん！」

　茜は吹き出し、腹筋が切れるほど笑い続けた。

「……お前、笑い過ぎ」

　憮ぶ然ぜんとする一心。

「あ～、おっかし！……でも、どうしてテンちゃんなの？」

「それはね……」

「それ以上何か言ったら、抹まつ殺さつする！」

「だってさ。ケチだよねえ」

　星哉は肩をすくめた。

（へへへっ！　大地くんの新弱点発見！　これ、絶対にメモしておこっと！）

　去ってゆく星哉に手を振りながら、茜は心に誓ちかった。




　それからしばらく、警察の到着で深夜のアミューズメントパークは蜂はちの巣すを突ついたような騒ぎになった。

「これですべてが片付いたと思うのか!?　甘あまい、甘いんだよ、お前ら！」

　逮たい捕ほされた越智は、そう喚わめき続けていた。

「……ニコル？　これから帰るよ」

　越智が連行されるのを遠くから見とどけると、玲は携帯をかける。

「一心が片づけてくれた。僕は今回は影に徹てつするさ」

「じゃあ、コレで解決ね？」

　と、ニコル。

「……そう言い切ることができれば、いいのだけれど」

「？」

　玲は携帯を切り、外套を翻して屋や敷しきを目め指ざした。




「未来のスーパースターとのデートかあ」

　東の空が明るくなりだした頃、茜は欠伸あくびをかみ殺しながらつぶやいた。

「考えてみると、かなり惜おしかった感じ」

「んなこと、絶対にさせない」

「……えっ？」

　茜はパッと顔を輝かがやかせる。

「俺はワガママな芸能人だからな。付き人にデートする時間なんて作ってやんないの」

　一心が笑って、茜の頭に手を置いた時。

「イッシンく～ん、アカネちゃ～ん！　次の収録、いくよ～！」

　ディレクターがロケ班はんのバスに乗り込みながら声をかけた。

「えっ？　次って？」

「罰ゲームだよ、罰ゲーム。ウヤムヤのうちにロケ終わっちゃったし、そのくらいはちゃんと撮らないと番組成立しないっしょ？」

「ど、どうしてあたしもなんですか!?」

「君がいると、絵的にオイシイんだよね」

「ひとりだけ逃げられると思ったら、甘いんだよ」

　一心はガッチリと茜の腕をつかむ。

「た、た、助けて～っ！」

　茜の悲鳴はスタッフにより黙もく殺さつ。

　この後。

　二人はＳ＆Ｓライブ会場の前で、明太子＆ピーチ・ピザ投げの的まとを立りつ派ぱに務めた。

　Ｓ＆Ｓの女性ファンの攻撃が茜に集中したことは、無論、言うまでもない。




　今回の平均視聴率　　５・１４％

　本日の没ぼつ収しゆう私物




　一心

　ＣＤ二十数枚




　茜

　偽にせエルメスのバッグおよび化粧品（メーカー不明）多数





しめて四万八千六百円也なり












「……いたわ。そういや、もうひとりの元げん凶きようが」

　一本目のビデオを見終わった澤さわはこめかみを押さえた。

「って、星せい哉やくんのことですか？」

　茜あかねは首を傾かしげる。

「決まってるでしょ！　そうよ！　あいつが入ってから、番組の方向性がもう、グッチャングッチャンに～！　……胃、痛」

　澤は胃薬のピルケースをポーチから取り出した。

「いいひとなんだけどな、星哉くん」

　茜はペロリと舌を出すと、二本目のビデオをデッキに入れる。

「そっか、ビデオには映うつってないけど、この頃ころからもう玲れいさん、裏で事件を追って動いてたんだよね？」

「ワタシたちの裏で、アナタたちの番組プログラムが進行していたのよ」

　ニコルは訂てい正せいした。







[image: ]










「大だい地ちくん！」

　観かん覧らん車しやのゴンドラの上で、ナイフを持った男が茜あかねに襲おそいかかる。

　ガッ！

　一いつ心しんの蹴けったサッカーボールが夜空を切り裂さき、男の側そく頭とう部ぶを捉とらえた。

「グッ！」

　男はナイフを取り落として昏こん倒とうする。

「……ニコル、事件は終わった。これから帰るよ」

　玲れいは男が連れん行こうされるのを確認すると、ニコルに連絡した。

　こうして、連続女性刺し殺さつ犯はん、越お智ち直なお樹きはその罪を裁さばかれることになったのである。

　そして、数日後。




「……この写真の子たち？」

　屍し桜ざくら屋や敷しき一階の書しよ斎さいでのお茶のひと時。

　ニコル・エマーソン・タツミは、モニター上のファイルを覗のぞき込んで首を傾かしげた。

「この前の犠ぎ牲せい者しやでしょう？　もう解かい決けつしたはずなのに、何を見ているの？」

「解決……か」

　ランプの淡あわい明かりに端たん正せいな横顔が浮き上がる。

　巽たつみ玲の耳には、あの夜以来、連行される時の越智直樹の哄こう笑しようが残っていた。

　これですべてが片かた付づいたと思うのか！

　という、声が。

「僕も解決済ずみであることを願っていたよ。だが……」

　玲はパソコンの横に置いてあった書しよ類るいをニコルに見せた。

「どういうこと？」

　ニコルは眉まゆをひそめる。

　渡わたされた書類は越智の調ちよう書しよのコピー。

　その調書を見ると、越智が関かかわったとされていた九件の犯はん行こうのうち、三分の一については否ひ認にんしていること、そして否認した事件については実際にアリバイが成立していることが分わかる。

「甘あまかったよ。犯はん人にんは少なくとも、もう一人いた。それが現時点での僕の結けつ論ろんだ」

　玲はさらに別のファイルを開く。

　こちらには、連続殺人の犠牲者を含ふくめ、多数の女性の名前が列れつ記きされていた。

「事件は、殺人に至った九件だけじゃなかった。障しよう害がいと窃せつ盗とうを含めると、越智、もしくはもう一人の犯人が絡からんだと思われる事件は二十一件に及およぶ」

「かなりの人数ね」

「実は、襲おそわれた人たちにはある共通点がある」

　玲は新たなファイルを見せる。

「メンバーがほとんど重かさなってる……。こっちは何のリスト？」

　と、ニコル。

「最初の事件の二週間前に行なわれた、ある香港ホンコンツアーの女性参加者のリストだよ」

「つまり、このツアーの参加者が狙ねらわれたのね？」

「ツアーの参加者は二十二名、事件は二十一件。現在まで無ぶ事じな女性はたったひとりだ」

「ということは、今度はその女性が狙われる可能性があるわね」

「僕は日中は行動できない。君の出で番ばんだよ」

「その子の周囲を張はっていればいいのね」

　ニコルの瞳ひとみがキラキラと輝かがやいた。




「……四十五分番組なのに、どうして収しゆう録ろくに八時間もかかるんでしょ～？」

　何とか第六次予よ選せん通つう過かの時間内にゴールした女郎花おみなえし茜は、楽がつ器きのケースを下ろし、ゼイゼイ言いながら恨うらめしげにＡＤを見る。

「だいたい、番組のタイトルも趣しゆ旨しも、先週とは違ちがってるし！」

「どうせ深しん夜やの番組だと、新しん聞ぶんのＴＶ欄らんでは『イッシン』だけしか書かれないんだから適てき当とうでいいって、澤さわＰがね……」

　ＡＤは声をひそめる。

「まっ、面おも白しろけりゃいいんじゃないってコトで。それに『イッシンのイッシンによるイッシンのための番組』っていうコンセプトと、視し聴ちよう率りつが10％を切ったら１％ごとにイッシンくんと君から一万円分の私し物ぶつを没ぼつ収しゆうってところは変えてないから」

「そ、そこは変えてください！」

　茜はぺたりと地じ面めんに座すわると、局のキャンペーン・キャラクター、『毒どく電でん波ぱくん』の着ぐるみの頭を被かぶり直した。

　この日、人気アイドルグループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーの付き人であり、成せい績せきからスリーサイズまですべてが全国平均の超ちよう凡ぼん人じんでもある女郎花茜は、早そう朝ちよう七時から番組撮さつ影えいに駆かり出されていた。

　番組名は『今こん夜や決定！　イッシンの付き人選せん手しゆ権けん！』。

　つい先週まではこの番組、『イッシンのアポなし　アミューズメント・ジャック！』のはずだったのだが……。

（新しい付き人を選えらぶ選手権なんて……。あたし、やっぱり大地くんに嫌きらわれてる？）

　茜は小さくため息をついた。




「さあて、いよいよ佳か境きように入ってまいりました、イッシンの付き人選手権っ！」

　局の正面玄関前の広場に立った弓ゆみ塚づか亜あ希き美みアナは、笑え顔がおでカメラを見た。

「優勝者には、Ｓ＆Ｓの付き人になれる権利とイッシンくん本人からの熱あついキスが待っているということで、会場に集まった参さん加か者しやの数は、な、なんと約五千人！　過か酷こくなる予選に予選を重かさねて、付き人候こう補ほもとうとう五人までに絞しぼられました！」

　亜希美はクルリと振り返る。

「ここからは当のイッシンくんにも審しん査さ員いんとして席についてもらいますが、何かコメントがあれば？」

「だから、そんな話は聞いてないって言っただろうが！　放はなせぇぇぇっ！」

　椅い子すをガタガタさせて喚わめくのは、もちろん大地一心。さっき、現げん場ばに来てから初めてキスの話を聞かされた一心は、逃げられないようにスタッフの手によって審査員席に手て錠じようで固こ定ていされていた。

「おやおや～？　イッシンくんには何か不ふ満まんがあるようですけど、とりあえず、進行に関係ないので無む視ししましょうね～」

　亜希美は結けつ構こう、楽しそうである。

「さて、改あらためて五人の候補者を紹しよう介かいしましょう！　まずはエントリー・ナンバー９５８、十六歳の現げん役えき高校生、岸きし谷たに聖ひじりちゃ～ん！」

　亜希美は後ろに立つ女の子たちを振り返ってマイクを向けた。

「イェイ！　みんな見てる～？」

　制せい服ふく姿でも化け粧しようバッチリの聖は、カメラに向ってポーズを決める。

「今ハマツているのはデジカメとネイルアート、将来の志し望ぼうはグラビア・アイドル、Ｓ＆Ｓのファン歴れきは四年で～す！　あと、普ふ段だんは渋しぶ谷やで遊んでるんで、みんな、見かけたら声かけてね～。と、それから～」

「誰だれも聞きたくないことまでありがとうございました！」

　ったく近ちか頃ごろのガキは、と思いつつも、亜希美は進行を続ける。

「次の方はエントリー・ナンバー２２３７、外がい資し系けいＯＬの南なん条じよう早さ紀きさ～ん！」

「南条早紀、外資系の保険会社で、社長秘ひ書しよ室の主任を務つとめております。イッシンくんのファン歴は三年。年齢は……御ご想そう像ぞうにお任まかせしますわ」

　聖とは一いつ転てんして、落ち着いた感じの早紀は口元に手を当てて微笑ほほえんだ。

　スーツはシャネル。スタイルも良く、モデルと言っても通りそうな美女である。

「……次はなんと、外国の方かたですね～？」

　自分より美人でセンスのいい女が嫌きらいな亜希美は、さらりと流して三番目の候補者にマイクを向けた。

「ローラ・パーマー、十六歳よ。別にイッシンのファンではないけれど、ここに来た理由は……そうね、人生勉強といったところかしら？」

　三番目の付き人候補であるブロンド娘は、意い外がいと流りゆう暢ちような日本語で自じ己こ紹しよう介かいした。

　長い髪かみにサングラス。

　十六歳といっている割わりに、背は小さい。

「人生勉強ですか？　難しい日本語を知ってますね？」

「この程てい度どの言葉を難しいと思うなら、自分の知的程度を疑うたがった方がいいわね」

　ローラは肩をすくめる。

「……そ、それでは次の人～」

　亜希美は表情を引きつらせながら、第四の候補者の前に立った。

「おや、そこのあなたはもしかして!?」

「は～い、竜りゆう崎ざき星せい哉や、十六歳です！　大地一心くんのファン歴はかれこれ八年かなあ？」

　まったく邪じや気きのない笑顔の少年が、一心に向って微笑んだ。

　ユース時代の一心の友人にしてライバル。

　前回の放送で評ひよう判ばんの良かった日本代表の天才ＭＦミツドフイルダー、竜崎星哉の再登場である。

「何でまたお前がここにいるんだよ!?」

　審しん査さ員いん席の一心は、椅い子すごと引ひっ繰くり返りそうになる。

「いや～」

　星哉は頭を搔かいた。

「プロデューサーの人に気に入られちゃって、今週も出てくれってさ。まあ、アカネ姫ひめあるところ、竜崎星哉ありってこと？」

「その気味の悪いウインクは止やめろ！　そもそもお前、男だろが!?」

「別に女性じゃないといけないって言われなかったよ？」

　まったく悪わる怯びれる様よう子すのない星哉。

「これは大変なことになりました」

　亜希美は、星哉を撮とっているカメラの前に割って入った。

「付き人の権利とキス！　星哉くんが優勝したら、超ちよう耽たん美びな世界が展開しそうです！」

「展開させるな、んなもん！」

「照てれなくていいったら。僕だったら心の準備さえできれば……」

　星哉は頰ほおを赤く染そめる。

「……笑えん、昔っから、お前のそういうジョークは笑えん！」

　一心は手て錠じようを外はずして逃げようと努力する。

「テンちゃん、あんまり怒おこると脳のう卒そつ中ちゆう起こすよ」

　一心のことをなぜかテンちゃんと呼ぶ星哉は背中に回って、そっと抱だき締しめた。

「だーっ！　やめろっ！」

「さて、相変わらず仲のいいお二人ですが、紹介を続けましょう。いよいよ最後の候補者です！」

　亜希美はカメラを自分の方に戻す。

「エントリー・ナンバーなし、イッシンくんの横おう暴ぼうに耐たえつつ幾いく星せい霜そう！　パッとしない頭ず脳のうと容よう姿し、何をやっても平均点！　いじられてナンボの着ぐるみリアクション職しよく人にん！　薄はつ給きゆうプラス労ろう働どう基き準じゆん法ほう無視！　現げん役えき付き人のＡさんです！」

「そ、そこまで言うかい！」

　茜は思わず突っ込んでいた。

「いや～、だけどまさか、Ａさんがここまで残ってくるとは、視聴者の誰もが期待、じゃなくて、予想してなかったですよ、きっと」

「そ、そうかな？」

　亜希美に言われて、ちょっと胸を張りたくなる茜。

（ううっ、慣なれって恐おそろしい）

　茜はここまで、『ドレミファ食品提てい供きよう、ロケ弁べん早はや食ぐいチャンピオン』、『芸能事務所清せい掃そうバトルロイヤル』、『荷物持ち、着ぐるみ局内マラソン』といった恥はずかしい競きよう技ぎを、ギリギリの成績ながらクリアしてきていた。

「まあ、現役のＡさんとしては、やっぱり目当てはイッシンくんのキスですか？」

「と、と、と、と、と、と、突とつ然ぜん何を！」

　実は今け朝さ、念入りに歯を磨みがいてきていた茜は慌あわてる。

「そんな訳わけないじゃないですか！」

「……と、噓うその下へ手たなＡさんです」

　亜希美は話を打ち切った。

「もし勝ったら、どれだけの脅きよう迫はく状じようとカミソリがＡさん宛あてに送られてくるか、今から楽しみですね～」

「視聴者を煽あおんないでくださいったら！」

「脅迫状の宛先は、ここです」

　亜希美はここにテロップを出せと、指で空中に線を描えがく。

「……あたし、死ぬかも」

　茜は放送後の反はん響きようを予想し、がっくりと肩を落とした。

　ここでディレクターがサインを出して、休きゆう憩けいに入る。




「……はい、ごくろーさま」

　茜は自じ販はん機きで缶かんコーヒーを買ってくると、蓋ふたを開あけて一心の口に運んだ。

「ご苦く労ろうだと思うんなら、手錠外はずせ」

　唸うなる一心。

「ん～、それは駄だ目め」

「ったく、大した付き人だぜ」

「……だから、新しい付き人を？」

　茜は思い切って尋たずねてみる。

「ばかあ、こんなこと、俺おれが考えたんじゃねえよ」

「……えっ？」

「これ以上、ひどい付き人に当たるのはゴメンだからな」

（よかった。嫌きらわれた訳じゃないんだ）

　胸を撫なで下ろすと、もう一口、缶コーヒーを一心に飲ませた。

「あたし、付き人をクビになっても……」

　そう言いかけて、茜は言葉を切る。

（駄目。まだ……言えないや）

　缶を大事そうに両手で持つと、茜はそっと一心の横に腰をおろした。

「なんだよ？……ほら、もっとコーヒー」

「お、おいしい？　このドレミファ食品のレモンソーダ・ミルクコーヒー？」

「最悪」

　と、そこに。

「やあ、ここにいたんだ」

　星哉が一心のところに寄ってきた。

「あのな、この格かつ好こうでどうやって移動できるんだ？……ったく、余よ計けいなところに」

「今回は僕とアカネちゃんは敵同どう士し、悲しいよね」

　星哉は茜の肩に手をかける。

「でも安心して。僕が勝ったら、テンちゃんのキス、君に間かん接せつキスで返すから」

「ふざけんな！　アカネから手を離せ！」

　一心が怒ど鳴なった。

「やれやれ、独どく占せん欲よくの強い人間だねえ」

　星哉はふっと苦笑する。

「僕がアカネちゃんに取られないかって心配なんだね？」

「アホかーっ！」

　その時。

　一心の視し界かいの端はしに、早紀の姿が入った。

　化け粧しよう室しつの方に向う早紀は、やや緊きん張ちようした面おも持もちである。

「まさか、玲が話してた……アカネ」

　一心は真剣な顔になった。

「あの人、しばらく見張っててくれ」

「へっ、何で？」

　首を傾かしげる茜。

「気にかかんだよ。秘ひ書しよなんて言っていたけど、スーツがな」

「あの高そうなブランド物の？」

「社長秘書なら、ああいうの着慣れてるはずだろ？　けど、あの人はスーツに着られてる感じがする」

「でも、それだけで……」

「それだけじゃない」

　一心は頭を振る。

「さっきからあの人、チラチラと聖って子の方を観察してる。おかしいだろ、初めて会ったはずなのに？」

「う～ん」

　茜はまだ納なつ得とくがいかない。

「でも、気をつけてみるね」

「テンちゃん、神しん経けい質しつ過すぎるって」

　そう笑った星哉はすっごく勘かんが悪かった。




「あの連中を見ていると頭が痛くなるわ」

　化粧室に入ったローラ・パーマーは、サングラスを取って携けい帯たいを耳に当てた。

「レイ、こっちは今のところ異い状じようなし」

『ご苦労さま』

　化粧室の鏡かがみに映うつったローラの顔。

　それはニコルのものだった。

「カツラにサングラスにハイヒール。おまけにバストアップブラ。十六歳になりきるのも楽じゃないわ」

『いや、だからそのやり方は無理だと……』

　と、玲。

　ニコルは参加資格が十六歳以上ということで変へん装そうしているのだが、そもそも番組参加者を見張るのに、亜希美のコネを使って自分まで参加する必要はない。要ようは一度、ＴＶに出てみたかっただけなのだ。

「無理じゃなかったわ。亜希美さんが知らんぷりしてくれたら、他のスタッフは誰も疑わなかったもの。無論、ぼけイッシンも」

　ニコルは鼻を鳴らした。

　実は、とっくに玲から一心には話が伝わっているのだが、ニコルはそれを知らない。

「とにかく岸谷聖の監視を続けるわ。でも、よくよくこの事件はイッシンと縁があるのね。犠牲者のひとりはＳ＆Ｓのファン。リストに最後に残った女性がこの番組の参加者なんて」

『手遅れにならないうちに岸谷さんの行動がつかめて良かった。もっとも、今日のうちに犯人が動くとは限らないけれど。何かあったら、すぐに一心に言うんだよ』

「はいはい、過か保ほ護ごなんだから」

　ニコルは電話を切った。

　それとほぼ同時に、岸谷聖が鼻歌を唄うたいながら化粧室に入ってきた。

　ニコルは慌あわててサングラスをかけ直す。

　さらに続けて、南条早紀と、彼女から目を離さないようにと一心に言われた茜までもがやってくる。

「あら？」

　早紀はニコルたちを見ると軽く会え釈しやくした。

（やっば～、あの外人さんだ！）

　英語に自信のない茜は、正体がニコルであるとは知らずにローラから視線をそらす。

「ねえ、そう言えばあんた知ってるよ！」

　メイクを直した聖が茜の肩を叩たたいた。

「しょっちゅうＴＶで罰ばつゲームやらされて、白しろ目めむいたり、泡あわ吹ふいてるっしょ？」

「よ、余計なお世話です！」

（実際、その通りだけど、あんたにゃ言われたくないわよ！）

「まっ、それも今日までだからさ！　あたしが付き人になったら、あんなチョー不ぶ様ざまな格かつ好こう、絶対にしないもんね！　あんな場面カメラに撮とられたら、ふつー、死ぬって」

　聖はショッキングピンクの唇くちびるを大きく開いて笑う。

「だいたい、あんたホントにＳ＆Ｓのファン？　こういうの、持ってる？」

　と、これ見よがしに突き出した指には、Ｓ＆Ｓのロゴが入ったシルバーのリング。

　確か、ファーストアルバムのリリースに合わせて限定発売されたプレミアつきのアイテムである。

「ＣＤは全部持ってて当然だけど、こういうのも揃そろってないと、恥はずかしいよね？」

「むう」

　茜はこの時、コイツにだけは何があっても負けない、と心に誓ちかった。

「でも、本当にお仕事、大変そうですね」

　フォローに入ったのは早紀である。

「あなたの頑がん張ばりを見ていると、私なんか、まだまだＳ＆Ｓへの愛が足りないと反はん省せいしますわ」
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　早紀の方は、茜的には評ひよう価か、50％。もっとも、どちらに負けても、茜の付き人としての将来はない。

（……って、付き人としての将来って何？）

　茜は自分で自分に突っ込んだ。

　そんな会話が交わされているうちにニコルは化粧室を出る。

「……何だか、参加していることが馬ば鹿からしくなってきたわ」

　少女は小さいため息を漏もらした。




「さあて、次はとうとう準決勝！　ここで候補者は三人に絞しぼられます！　脱だつ落らく者しやはＡさんか、はたまたＡさんか、それともＡさんか、でなければＡさんか!?」

「……亜希美さん、もう友達じゃない」

（キスひとつのためにふつ～、そこまで言う？）

　茜は真剣に考え直し始めていた。

（そりゃあ、まだしたことないし、したいのか、したくないのかって聞かれれば、やっぱ、したいけど）

　星哉がそんな茜の手を握にぎり、空を指さす。

「がんばろう、アカネちゃん！　そして、ともに優勝の高たかみまで！」

「あの～、優勝者はひとりですよ～」

　亜希美が訂てい正せいを入れた。

「星哉！　分子レベルにまで分解して、宇宙の果てまで蹴け飛とばしてやるぞ！」

　一心は怒鳴るが、手錠をされたままでは何もできない。

「で、次の競技ですが……」

　と、事務的に進行する亜希美。

「付き人というものは、いついかなる時でもタレントを守らねばなりません！　みなさんにはこれから、イッシンくんに向って飛んでくるペンキ入りの風ふう船せんを、身体からだを張って止めてもらいます！　題して！『付き人道どう、身を捨てたって、立つ瀬せなし！　恐きよう怖ふのバルーン・ボンバー』、ちなみに風船と風船発はつ射しや砲ほうは、ドレミファ玩がん具ぐの提供です！」

「待てよ！　この場合、実際に俺が後ろにいなくたって！」

　スタッフが椅い子すごと、一心を風船発射砲の前に移動させる。

「問もん答どう無む用ようで～す」

　亜希美はニッコリと微笑ほほえんだ。




　同じ頃。

　カーテンの閉しめきられた屍桜屋敷の居い間までチェス盤をながめていた玲は、ふと、顔を上げた。

　ちょうどその目に入ったのは、アールヌーヴォーのサイドテーブルの上に広げられたジグソーパズル。

　ニコルがやりかけたものの、ピースをいくつか無なくして、放ほうりっぱなしになっているものだ。

「欠かけた……ピース」

　形のいい眉まゆがひそめられる。

「……そうか、その可能性を見み逃のがしていた」

　玲は急いで書斎に戻ると、パソコンを起動し、ハッカーの友人と連絡を取った。

　ツアーリストの、欠けたピースを捜さがし出すために。




「ちょ、ちょっと！　放してよ！」

「俺だけこんな目にあって、お前がなんともないなんて、許される訳わけないだろ！」

　すでに何発もペンキ入りの風船を食らって頭にきていた一心は、自由な脚あしで茜を抱かかえ込み、風船砲の盾たてにした。

「ひええええええ！　ぎええええええ！　どひいいいいいいいいっ！」

　結果、十二発の風船すべてが茜に命中した。

　一心の方は今回は無論、まったくの無む傷きずである。

「つ、付き人Ａさん！　まったく予想外の活かつ躍やくでトップに立ちましたーっ！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに結果を告つげる亜希美。

　聖は十二発中、二発。

　早紀は五発。

　ニコルは七発。

　星哉は調子に乗って、一発をボレーシュートで一心の顔面にぶつけてしまったため、十一発。

　結果、この時じ点てんで聖と早紀が脱落。

　ニコルと茜、星哉の三人が決勝に生き残った。

「う、うれしくないわよ、こんなトップ！」

　真っ赤に染そまった茜は思わず叫さけんでいた。




　その数分後。

　事情を説明された澤プロデューサーの許可を得て手錠から解放された一心は、ニコルの携帯を握にぎっていた。

　その横には、星哉と茜の姿もある。

「誰からの電話？」

　星哉は茜に尋たずねた。

「お兄さんの玲さん。天才犯罪研究家なの」

「テンちゃんの……お兄さん？」

　複雑な色が一いつ瞬しゆん、星哉の瞳ひとみをよぎる。

「絶対に汚よごさないでよ、ワタシの携帯！」

　釘くぎを刺さすニコル。

「……バッグ？」

　玲の話を聞いていた一心はニコルを制せいし、眉まゆをひそめる。

「バッグがどうしたって？」

『つまり。この一連の被害者の全員が、ある会社が企画した香港ホンコンツアーに参加し、バッグをプレゼントされていたんだ』

　玲は説明を続けた。

『そして事件後、被害者の全員の家から、問題のバッグが消えている』

「要するに、犯人はバッグが目当てで、そいつを手に入れるためには殺人も辞じさなかったという訳か」

『襲われて生き延びた女性たちも、バッグを引ったくられたことを証言している』

「……で、バッグには何が仕込まれてた？」

　察さつしのいい一心は尋ねる。

『それは不明だよ。だが、おそらくは麻ま薬やくか覚かく醒せい剤ざいの類たぐいだろう。ツアーの参加者は知らず知らずのうちに運び屋をやらされていたんだ』

　と、玲。

『こうしたケースは、実は珍しくない。プロの運び屋を使って高い報ほう酬しゆうを払うより、ある程度の人数は捕つかまることを計算に入れた上で、複数の素人しろうとに低報酬で運び屋をやらせるのが、今では麻薬密輸の主流となりつつある』

「今回のケースはツアー参加者のプレゼント品に仕込んで知らないうちに運び屋をさせているんだから、もっと安上がりだね」

　星哉も事情を理解した。

「で、ツアーの参加者のひとりが岸谷聖で、それを保護する必要があるってことか？」

　と、一心。

『……岸谷さんはバッグを受け取ってない』

「どういうことだ？　あいつ、一番バッグを欲しがりそうなタイプだろう？」

『ともかく、彼女を』

「ああ、分かった！　星哉、アカネ！　岸谷聖を探さがすぞ！　スタッフにも声をかけろ！」

　一心は携帯を切ると、星哉たちとともに撮影現場に戻っていった。




　その頃。

　この時間、使われていない控ひかえ室のひとつに、二つの人影が足を踏ふみ入れていた。

「何、用って？」

　緊張した声。

　後から部屋に入ってきた方が、無む言ごんでドアに鍵かぎをかけた。




「いた？」

　二階を走り回っていた茜が、一心の姿を見かけて声をかけた。

「いや」

　一心は頭を振った。

（大地くんがこんなにがんばってるのに）

　茜はハンカチを取り出し、そっと一心の額ひたいの汗をぬぐう。

（あたし、何の役にも立てないの？）

　悔くやしさが胸に込み上げてくる。

　そこに、星哉もやってきて報告する。

「誰も聖さんを見てないってさ」

「もう一度、屋おく上じようから探し直すか」

　一心は唇くちびるを嚙かむ。

「ほんと、どこ行っちゃったんだろ？」

　散さん々ざん駆かけ回った茜の息は荒あらい。

「早紀さんなら、さっき控え室の方で見かけたって人、いたんだけどなあ」

「……それだ！」

　一心と星哉は顔を見合わせて叫さけんだ。




「……外がい資し系けいの秘書？　よく言うよね、アンタも」

「あなたは……あっ！」

　控え室に閉とじこめられた早紀は、ようやく思い出した。

　聖を見た時、何となく気になってはいたのだ。

「そっ、アンタがツアコンやってた、格かく安やすの香港ツアーのお客さま。ったく、顔ぐらい覚えてろよな？」

　聖は自分のビーズのバッグから細ほそ身みのナイフを取り出した。

「三流旅行会社のツアコンのくせしてさ。大おお噓うそつきじゃん」

「脅おどす気？」

　早紀は後あと退ずさる。

「するかよ、んなダサいこと」

　吐はき捨てるように聖は言った。

「……じゃあ？」

　早紀には聖の目的が分からない。

「いいから」

　聖は身を縮ませる早紀の方に手を伸ばす。

「そのバッグ、キャンセル客の分をガメたヤツだろ？　こっちに寄よ越こしな」

「どうして？」

「うっさいんだよ！」

　聖は強ごう引いんにバッグを奪うばい取る。

「……うん、これこれ。サンキュ、これでバイト代が手に入るよ」

　ニンマリとする聖。

「アンタは知らなかったろうけどさ、これに入ってるクスリ、五十万ぐらいで引き取ってくれんだよ」

「こ、これでもう何もしないのね？」

　早紀は、ほっとした顔になる。

　だが。

「バァカ、殺すに決まってるじゃん！」

　ナイフの鋭するどい切っ先が、高級スーツの脇わき腹ばらのあたりをかすめて切り裂いた。

「きゃあああ！　誰か！」

「聞こえるかよ！」

　そう聖が哄こう笑しようした時。

　バンッ！

　扉とびらが体当たりで開き、一心が飛び込んできた。

　早紀と聖の間に割って入った一心の腕に、ナイフが突き刺さる。

「大地くん！」

　悲ひ鳴めいを上げる茜。

「な、なんで!?」

　刺した聖も狼ろう狽ばいし、ナイフを振り回す。

「下がってろよ！　関係ないだろ！」

「もうよせ！」

　一心は聖を引き寄せ、強く抱だき締しめた。

「こんなことを……もう繰り返すな」

「は、放せ！　放せったら！」

　聖はしばらくもがいていたが、やがて力を抜いた。

「……なんでだよ？」

「大地くん！」

　茜は一心の腕から流れる血を見て、ポロポロと涙をこぼす。

「心配すんな、かすり傷だ」

　一心は激痛を堪こらえ、笑顔を作ってみせる。

　星哉は聖の手からナイフを取ると、早紀を振り返った。

「あなたの方は？」

「ええ。何とか」

　早紀は弱々しくうなずく。

「なるほど、リストの最後のひとりが犯はん人にんだったのね」

　ニコルがひょっこりと顔を出した。

「もうひとり、バッグを持っていた人間がいたのは盲もう点てんだったわ。欠けていたパズルのピース。レイがそこに気づいてよかった」

「警察にすべてを話してもらおう」

　星哉が厳しい顔で告げる。

「話す？　バッカじゃないの？」

　聖はせせら笑った。

「何にも知らないのに、何を話すのさ？　あたしは旅行の時に話をもちかけられただけ。お金も取り戻したクスリも、直接手渡しするんじゃないし、連絡だって香港からのメールなのに？」

「……じゃあ、自分を使っていた人間が誰なのか、知らないのか？」

　一心は尋ねる。

「キョーミないもん。クスリと交こう換かんでくれるお金以外は」

「ひとつ、聞いていい？」

　ニコルが聖の顔を正面から見み据すえた。

「ああ？」

「あなた、人を殺してもらったお金を使う時に、何も感じなかったの？」

「儲もうかった、またやろーって感じ」

　聖は口を尖とがらせる。

「どうせ、あたしが捕つかまったって、別の誰かが小こ遣づかい稼かせぎにやることだろ？」

「大したファンね、ダイチイッシン」

　ニコルは頭を振る。

「……聖さん、本当にＳ＆Ｓのファンなの？　それとも、早紀さんに近づくために、噓うそついただけ？」

　茜は聞かずにはいられなかった。

「Ｓ＆Ｓって今、流は行やってるじゃん。だから、乗り遅れちゃいけないって感じ？」

　聖は不ふ貞て腐くされて見せる。

「まっ、どうせそこらのバンドと一緒で、すぐに飽あきて聞かなくなるだろうけどね」

　その瞬間。

　パチン！

　茜の平手が、聖の頰ほおを張った。

「……ってーだろ！」

　茜をにらみつける聖。

「あたしたちのＳ＆Ｓをそんな言い方しないで！　Ｓ＆Ｓの歌はね、たくさんの人に勇気や元気や希望を与えてくれる歌なんだよ！　あなたも一度でいいから、瞳ひとみを閉じて、心でＳ＆Ｓの歌を聞いてみて！　そしたら、あなたが今までやってきたみたいなひどいこと、絶対にできる訳ないんだから！」

「な……なに熱くなってんだよ」

　茜の剣けん幕まくに聖は思わず気け圧おされる。

「……なあ」

　腕の傷を押さえた一心が声をかける。

「こんなことして捕まったことが分かれば、悲しむ人だっているだろ？」

「うちの親なんか。どうせ……いい迷めい惑わくだって思うだけさ」

　吐き捨てた聖はその時、茜の悲しげな表情に気がついた。

「あんたがそんな顔することないじゃん。どうして……？」

　茜は首を振る。

「分からないよ。でも、もっとあなたのこと、判わかってあげたかった」

「……バァカ」

　聖は刑事に連行される前に一度だけ、茜を振り返った。

「……付き人さん、あんた、本当にＳ＆Ｓが好きなんだね」

「うん。それだけは胸張って言える」

　茜はうなずいた。




「ごめんなさい。社長秘書だなんて噓ついて」

　聖が去り、ようやく落ち着いた早紀がみんなに言った。

「そうね。レイでさえ、あなたが事件に関わるパック旅行のツアーコンダクターで、プレゼントのバッグの持ち主だということを割り出すのに苦労したらしいわ」

　ニコルは冷ややかな目で早紀を見る。

　玲は税関の記録を洗って、バッグの所有者すべてを突き止めたのだ。

「……いいんじゃないの？」

　包ほう帯たいを腕に巻いた一心は笑った。

「結局、無事だったんだし。それに誰でも、今の自分と別の人間になりたいって時、あるだろ？……て、いうか、星哉！　お前は何で早紀さんの肩を抱いてる!?」

「いや、ちょっと慰なぐさめようと思って」

　星哉は早紀から離れると、今度は茜の手を取る。

「君は大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

「あの～、あたしは今回、別に危あぶない目には遭あってないんですけど……」

「柔やわらかい、優しい手だ。僕が世界で一番好きなのは君だから、誤解しないでね」

　星哉はその手に頰ずりをする。

「説得力ないんだよ！」

　一心の蹴りが星哉の後頭部に決まった。




　早紀が事情聴取に警察に向うと、一心はニコルの携帯をひったくって玲に報告した。

「何とか片付いたぜ、この場はな」

『早紀さんの勤めていた旅行会社は、本社が香港。臓ぞう器き移い植しよくツアーなども扱っていた、かなりいかがわしい会社のようだ。告こく発はつできるだけの証拠は揃そろっていないけどね。ともかく、二人を助けることができて良かった』

「二人？」

『決まってるじゃないか。早紀さんと……これ以上罪を重ねずに済すんだ聖さんだよ』

「ああ、そうだな」

　一心は微笑む。

『だが、このままでは犯行はまだ続く。きっと次の越智や聖さんが現われるに違いない』

　屍桜屋敷の玲は、カーテンを開いて夜空を見上げる。

「元凶は……香港か」

　一心は、ピョンピョンと跳はねて携帯を取り戻そうとするニコルを無視してつぶやいた。




「さて、いろいろあった『今夜決定！　イッシンの付き人選手権！』、ようやく、優勝者が決定しました！　付き人の権利とキスを獲得したのは……竜崎星哉く～ん！」

　亜希美が高らかに宣言した。

　勝負はウヤムヤのうちに、一般常識のクイズに突とつ入にゆう。

　付き人としての技ぎ能のうとほとんど関係がない分野となると、茜はやはり平均レベルの得とく点てんがやっとだ。ニコルの棄き権けんもあって、優勝はあっさりと星哉に決定した。

「さあ、イッシンくんから熱ねつ烈れつなキスを！」

　屈くつ強きようなスタッフ五人によって押さえられた一心が、星哉の前に引き出された。

「おい、アカネ！　助けろ！　助けてくれ！　いや、助けてください！」

「でも、あたしもう付き人じゃないし～」

　と、半なかばイジケ気味の茜。

「テンちゃん、これからはずっと一緒だね」

　星哉はそっと一心の肩に手を置く。

「冗じよう談だんはここまでにしろ！　ストップ！　スト～ップ！」

　一心の顔は真っ青さおである。

「ところで……これからあたし、どうなるのかなあ？」

　茜はつぶやく。

「どうもならないわ」

　普ふ段だんの服ふく装そうに戻ったニコルが告げた。

「今回の付き人の権利なんて、名めい誉よ職しよくみたいなものでしょう？　アカネをクビにする気はないって、マネージャーさんが言ってたわ」

「よ、良かったあ～」

　胸を撫なで下ろす茜。
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「でも、給料は５％ダウン。来月から月額九十五円だって」

　ニコルは付け足した。

「な、何ですとおぉぉぉぉっ！」

「それから、肩書きも、付き人から〝付き人見習い補ほ佐さ〟に変わるようよ」

「ひーっ！」

　思わずムンクの『叫び』になる茜。

　その時……。

「やめろおおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　一心の悲痛な絶ぜつ叫きようが、半径二キロの範囲に響ひびきわたった。




　ちなみに。

　この回の視聴率は１２・６％

　私し物ぶつの没ぼつ収しゆうはゼロだった。










「……この回から、あたしの月げつ給きゆう、下がったんだわ」

　茜あかねは頭を抱かかえた。

「まあ、もともと安かったんだし、気にしない、気にしない」

　弓ゆみ塚づかアナが妙みような慰なぐさめ方をする。

「ワタシの出演シーンがほとんどカットというのはどういうことかしら？」

　ニコルが鼻の頭にシワを寄せた。

「……ていうか、映うつってよかったの？　潜せん入にゆう捜そう査さだったんでしょう？」

　と、茜あかね。

「まっ、イッシンのあの絶叫が聞けたのは収しゆう穫かくだよな」

　亨とおるがニヤリと笑った。

「次、いってみようか？」







[image: ]










　土ど左ざ衛え門もんが引き上げられ、筵むしろの上に置かれる様さまを、涼すずしげな瞳ひとみをした美人女性剣士と、気きっ風ぷのいい火ひ消けしの若い衆しゆうが橋のたもとから見下ろしていた。

「物ぶつ騒そうな世の中になったもんっすねえ、雪ゆきの丞じよう様」

　茶ちや髪ぱつの火消しが、女性剣士を振り返る。

「ほう、壱いちの字じ、まるで流し目の旦だん那なのような口をきくようになったな」

　女剣士、雪の丞は目を細めた。

「けっ！　あんな青あお瓢びよう簞たんと一いつ緒しよにしねえでくだせえよ！」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をする火消しの壱。

「だがな、壱の字」

　雪の丞は真顔になった。

「この殺し、私には例のキリシタンの神かみ隠かくしと無む縁えんとは思えんのだ」

　と、その時。

「いやあ、流石さすがは雪さんだ。そっちの乱波ラツパーくずれとは頭の出で来きが違う」

　拍はく手しゆしながら現われたのは、背中に『玉蹴一番』という刺し繡しゆうが入った碧あおい着き流ながし姿の浪ろう人にんである。

「げっ！　てめえは！」

　壱の顔が強こわばった。

「噂うわさをすれば、ですね、流し目の」

　艶つやっぽい視し線せんを送る流し目の旦那を見て、雪の丞は微笑ほほえむ。

「このやろ！　俺おれを乱波ラツパーだと吐ぬかしやがったな！」

　壱は袖そでをまくり上げて浪人に突つっ掛かかる。

「俺は乱波ラツパーとか、匹夫呆夫ヒツプホツプとかいった連れん中ちゆうは、でえっ嫌いなんだ！　これが二百年後なら電気三味線エレキギターで暴挙暴挙ボコボコにしてやるところだぜ！」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。空憂流クールで畏敬イケてる俺だが、喧けん嘩かと株かぶ式しき投とう資しはからっきしでね。とても壱つぁんには敵かなわないよ」

　流し目は両手を上げた。

「そういうことにしておきましょうか」

　と、思わせ振ぶりな目をする雪の丞。

「旦那は、巷ちまたで人気の銀ぎん頭ず巾きんじゃあないんですから」

「……悪を懲こらし、弱きを助ける謎なぞの銀頭巾ねえ。とても俺にはなれそうもないやね」

　流し目の旦那は手をヒラヒラと振ると、長い髪をなびかせ、二人の前から去っていった。

　それと入れ代わりに、ひとりの娘が雪の丞のところに駆かけ寄ってくる。

　太ふと股もももあらわなサラシと法はつ被ぴの姿。雪の丞を姐あねさんと慕したう瓦かわら版ばん売り、報貸フオーカスのお百ゆ合りだ。

「姐さん！　たいへんです！」

　と、売うれ残のこりの瓦版『大江戸呆ほう痴ち他意無事タイムズ』を抱かかえるお百合。

「ああ、知ってる。あの娘のことだろう？」

　雪の丞は、引き上げられた町娘の土左衛門を視線で示した。

「違いますって！　捕つかまったんですよ、あのバテレンお蘭らんが！」

「何だって！」

　雪の丞は声を荒あららげた。

　その美しい顔がアップになる。




「はい、カット！」

　ディレクターが立ち上がった。

「今の良かったよ～、葵あおいさん」

「ありがとうございます」

　女剣士はほっと肩かたの力を抜ぬく。

「30分休きゆう憩けい、入りま～す」

　ＡＤが走り回り始めると、火消しの壱を演じていた大だい地ち一いつ心しんは橋から飛び降り、町娘の土左衛門のところに駆け寄った。

「おい、生きてるか？」

「……こ、今回は三さん途ずの川の向こう岸近くまで行ったわよ！」

　長いこと冷水に浮かべられていた女郎花おみなえし茜あかねは、ピチピチ跳はねる金きん魚ぎよをピュッと吐はき出した。

「ううっ、もう臨りん死し体験も慣なれたもんだわ」

　ここは京都の撮さつ影えい所じよ。

　一心たちは今、ドレミファ酒しゆ造ぞう提供の超時じ代だい劇げきバラエティー『艶あで姿すがた！　おんな剣けん客きやく捕とり物もの控ひかえ』にゲストとして参加中である。

　時代劇の撮影の裏側の様よう子すを、一心の深夜番組『イッシンの、この番組は俺のもん！』として撮影するという企画なのだ。

　……また、タイトルが前回放送分と変わっているが、もう茜でさえ気にしない。

「いやあ、素す晴ばらしい演技だったよ～」

　茜の肩に毛布をかけて吞のん気きに言うのは、流し目侍ざむらいを演じていた竜りゆう崎ざき星せい哉やである。

「もう、これが映画だったら、アカデミー賞間ま違ちがいなし！」

「……お前、よくそうデタラメなことをほざけるもんだな？」

「アカデミー賞はオーバーだけど……」

　やってきて声をかけたのは、雪の丞を演じる佐さ久く間ま葵。

　レギュラーのドラマが週二本という、二十代半ばの人気女優である。

　大地一心とは、以前何度かバラエティーで共演したことがあり、結けつ構こう気が合う仲なかでもあるのだ。

「ど、どうも！」

　茜は筵から飛び起きて、ペコリと頭を下げた。その拍ひよう子しに、カツラが前にズレる。

「テイク12まで行ったのに、愚ぐ痴ちひとつこぼさずに水に浸つかり続けるなんて、並の根こん性じようじゃできないことよ」

　葵は感心したように、自分のハンカチで茜の顔を拭ふいてやった。

「根性だけなら、明日からでも女優になれるわ」

（あっ……いい匂におい）

　茜は葵から漂ただよってくる香りに、ぼおっとなる。

（なんか、大人の女性って感じ）

　実は、茜は佐久間葵の大ファン。ヒマなし金なし人じん権けんなしの付き人生活に入るまで、彼女の番組は必ずチェックしていたのだ。

「あ、あ、あの後でサインください！」

　茜は葵に思い切って言ってみる。

「ええ、いいわよ」

　葵は快こころよく承しよう諾だくした。

「こいつ、俺のサインなんか欲しがったこともないくせに」

　一いつ心しんはちょっと面おも白しろくない。

「……でも、葵さんって、ＴＶで見るよりもずっとお美しいですね」

　星哉はいつもの調子で、いつの間にか葵の手を取っていた。

「もちろん、僕ぼくにとってはアカネちゃんが一番だけど」

　茜に対するフォローも抜かりがない。

「許してください、葵さん！　僕にはアカネちゃんっていう、心に決めた人が～！」

　身を翻ひるがえした星哉は、茜に抱だきつこうと跳とんだ。

「えっ？……あの、竜崎さん？」

　積極的な星哉の行動に戸と惑まどう茜。

「落ちろっ、この新人付き人！」

　一心は、宙ちゆうを舞まう星哉の後こう頭とう部ぶにエルボーを打ち込み、茜に触ふれる前に撃げき墜ついする。

（うっ！　そうだった！）

　茜は思い出して、ズ～ンと落ち込んだ。

　先週の番組で、星哉は正せい付き人の地位を獲かく得とくしていた。

　そして、それに伴ともなう降こう格かく人事で、茜は付き人見習い補ほ佐さになったのだ。

（……でも、負けないもんね！　いつかきっと、正付き人の地ち位いを取り戻してみせるんだから！）

　茜は心の中で誓ちかった。

　大たい志しというには、あまりにもスケールの小さい野や望ぼうである。

「……で、どうなの？　あの話、本当に？」

　葵は声をひそめた。

「ああ。以前、話したことあると思うけど、俺の兄あに貴きの玲れいってのが、香港ホンコンからの覚かく醒せい剤ざいと麻ま薬やくの密みつ売ばいルートを追っててね。玲の調べだと、この業界への覚醒剤ルートの末まつ端たんのひとつに……」

　と、一心が説明しかけたところに……。

「この時代劇の脚きやく本ほん家かと時代考こう証しよう、別の人と交こう替たいさせた方がいいわね」

「どわっ！」

　茜は飛び上がった。

「どうしていつも、そう派は手でなリアクションなのかしら？」

　いつの間にか後ろに立っていたのは、赤い着物をまとったニコルである。

「元げん禄ろく時代という設定はどこに行ったの？　既き婚こん女性なのにお歯は黒ぐろを塗ぬっていなかったり眉まゆを剃そってなかったり、髪型が当時のものと違ったり、言葉もほとんど現代語。イッシンやセイヤなんて、見かけはほとんど普ふ段だんと一緒じゃない」

　ニコルは辛しん辣らつに言い放はなった。

「いや、金きん髪ぱつで日本髪結ゆってる人に言われても……」

　玲との連絡役のニコルも、今回はれっきとした出演者のひとり。結構、江戸時代の格かつ好こうが気に入ってるようだ。

「そもそも気に入らないのは、このバテレンお蘭って役名よ。まったく、品ひんのない」

（……役名は大地くんの発はつ案あんなんだけど、教えたらまた兄妹きようだい喧げん嘩かだろうし）

　苦く笑しようする茜は、そのことだけは黙だまっていようと思った。

「まあまあ、基本的にこの番組、コメディーなんだし、細かいこと追及しないで」

　報貸フオーカスのお百合役の川かわ口ぐち百合がやってきて、ニコルの頭をギュッと抱だきしめる。

「ああもうっ！　着物、似に合あい過すぎ！　ニコルちゃん、可かっ愛わいーっ！」

「そ、そうかしら？……やっぱり」

　ニコルはまんざらでもない顔になる。

（知らない人には結構、弱いよね、ニコちゃんって）

　茜は可お笑かしくてしょうがない。

　一方、百合の姿を見た葵は、一心にささやいてから次のシーン撮影の準備に楽がく屋やに向かう。

「……今の話、また後でね」

「ああ」

　一心はうなずくと、茜に声をかけた。

「風か邪ぜ引くから、早く着き替がえとけよ」

「……………………」

（だ、大地くんが、あたしのことを心配してくれてる！）

　茜は感動して、ちょっと声が出ない。

「……どうした？」

「なんだか、大地くんからそんな優やさしい言葉かけられたの、久ひさしぶりだなって思って」

「ばぁか、お前がダウンしたら、誰だれをこき使えばいいんだよ」

「……そういうことかい！」

「テンちゃん、僕が正付き人だってこと、忘れてる」

　星哉が心しん底そこ悲しそうな表情になり、一心を背中から抱だき締しめた。

「……耳、咬かんでいい？」

「いつか殺す！」

　一心は背せ負おい投げをかけて、ゲシゲシと星哉を踏みつけた。




　そして、次のシーンの撮影。

　一心と葵はバテレンお蘭ことニコルを、奉ぶ行ぎよう所しよの牢ろうから救出することになっていた。

　だが……。

「ユー、サノバビッチ！　アイ・シャル・キル・ユー！」

「お前が頭引っ込めておかないから悪いんだろうが！」

　牢からニコルを担かつぎ出すところで、一心はリハを含めて34回もニコルの頭をぶつけてしまい、結局、いつもの大喧嘩が始まってしまったのだ。

「そもそも、ぶつけたぐらいでどうにかなる頭かよ！　中身はカラだろうが！」

「ふんっ！　どうせ、ワタシのことをずっと抱き締めていたくてワザとやったんでしょ！　このヘンタイ！」

　べえっと舌したを出すニコル。

「お前を抱くくらいならワニとキスした方がマシだーっ！　この発はつ育いく不ふ良りよう南なん蛮ばんムスメ！」

　一心は中なか指ゆびを突き立てた。

「な、仲のいい兄妹ね。迫はく真しんのアドリブ」

　さすがの葵も笑え顔がおが引きつっている。

「すいません！　すいませ～ん！　い、いつもはこんなんじゃないんです～！　いや、ほんとはもっとひどいんだけど……」

　二人が喧嘩してる間に、茜はあちこちに謝あやまって回っていた。

「大たい変へんね、あなたも」
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　葵は声をかける。

「……でも、イッシンくん、変わったわ」

「へっ？　そうなんですか？」

「何だか、刺とげが取れたって感じかな。昔からあの子知ってるけど、前よりギスギスしてないの。……もしかして、あなたがいるせいかもね」

　脚を組み、頰ほお杖づえを突いた姿し勢せいで葵は微笑ほほえむ。

「そ、そんな！　大地くん、あたしにはギスギスしてますよ！」

　茜はブルブルと頭を振った。

「いい子ね。本当に、頑がん張ばり屋さんだわ」

　葵は眼めを細め、茜の頭を撫なでた。

「どうせ、あのひねくれ者は誉ほめてくれないでしょうから、気持ちを代だい弁べんしてあげる。これからも、お願いね」

　憧あこがれの葵にそう言われて、茜の顔は真まっ赤かになる。

「……んじゃあ、もう一度休憩！　先に道どう場じようのシーン、いこうか！」

　監かん督とくはこのシーンの撮影続行を諦あきらめ、頭を搔かきながら決断を下した。

「本当に、本当にすいませ～ん！」

　茜はまたまた、頭を下げにスタッフや共演者の間を走り回る。

　あんまり謝り過ぎたので、腰がシクシクと痛みだしていた。




　付き人は　謝ることと　見つけたり





ｂｙ　女郎花茜






　そして、その休憩中……。

「今日はやめて。他ほかの番組の関係者も多いから、こんなところを見られたら……」

　百合は人ひと気けのないセット裏で、壁かべに背中を押しつけられていた。

「俺に会えなくて困るのは、お前の方だろ？」

　百合の身体からだをまさぐっていたのは、今回、悪役の浪人を演じる若手の甲か斐い国くに浩ひろ。

　やや冷たさを感じさせる整ととのった容よう姿し。

　海外の大きな舞ぶ台たいをいくつも経験してきた天てん才さい肌はだの俳はい優ゆうだが、生あい憎にく、ＴＶでは才能を生かし切れていない。

　悪役や脇わき役の仕事が時おり、入る程度だ。

「そろそろ、切れる頃ころじゃないのか？」

　甲斐の指が百合のアゴを軽く持ち上げる。

「どうなんだ？」

「……はい」

　震ふるえる百合の腰を抱き寄せる甲斐。

「お前はもう逃のがれられないんだよ。俺の言う通りにするしかないんだ。忘れるな」

　酷こく薄はくな笑えみ。

　百合は唇くちびるを嚙かんだ。ＴＶで見る威い勢せいのいい顔とは違う、弱々しい表情だ。

「金はいつもの口こう座ざに振り込め、こいつがブツの入ったコイン・ロッカーの鍵かぎだ」

　甲斐は百合の耳元にささやき、鍵入りの封ふう筒とうを胸の間に押し込むと、唇を乱暴に貪むさぼってからセットの方に戻っていった。

「……死にたい」

　百合は吐はき気を堪こらえながら、ゴシゴシと唇を拭ぬぐう。

　その時。

「やっぱり、あいつだったんだな」

　背中で声。

「……大地くん!?　それに!?」

　そこに立っていたのは大地一心とニコルだった。

　百合の顔がさっと蒼あお褪ざめる。

「……百合は腐くさると、雑ざつ草そうよりもひどい悪あく臭しゆうを放つ」

　ニコルは自分を抱き締めてくれた百合に、哀かなしげな目を向けた。

「そういう詩がシェイクスピアにあったわね。残念だけど、まるであなたみたい」

「連続殺人に絡からむ覚醒剤密売を追ってたら、芸能界へのルートが浮き上がってきた」

　一心は、百合のまわりを歩きながら説明する。

「……で、よくよく調べてみると、売ばい人にんの甲斐と、ヤツに覚醒剤漬づけにされた常用者であるあんたの名前が出てきたんだ」

「じゃあ、今回出演したのは……私と国浩を見張るため？」

「そういうことになるな」

　一心はうなずく。

　百合は崩くずれ落ち、わっと泣きだす。

「何であんなヤツに？」

「……好きだったの、国浩のこと。初めて会った時から」

「……やれやれ」

　一心は男と女の微び妙みような話は苦にが手てである。

「おい、どうだった？」

　と、頭を搔きながら、大道具の角かく材ざいの陰かげの方を振り返る。

「ん～、駄だ目め」

　ハンディカムを握にぎった茜が姿を現わした。

「ゴメン。鍵の入った封筒を渡すとこ、ちょうど陰になってて撮とれてないの。これじゃ証しよう拠こにならないよ」

「注意深い男ね。クスリとか、覚醒剤といった言葉は、一いつ切さい口にしなかったわ。話が核かく心しんに近づくと、ささやき声になるし」

　と、ニコル。

「多分、鍵から指し紋もんを取るのも不可能ね。やっぱり、あの計画を実行に移すしかないわ」

「私……どうすればいいの？」

　百合は三人の顔を見る。

「言っとくけど、百合さん、あんたのやってることは犯罪だ。すでにこの事件に絡んで俺のファンの子が死んでいる。見て見ぬ振りはできないよ」

「私は心も身体も、とっくにボロボロ」

　百合は力なく笑った。

「クスリが切れて禁きん断だん症しよう状じようが出る度たびに、ベッドやセットの陰で惨みじめにのたうち回っているの。この生き地じ獄ごくから抜け出せるのなら、刑けい務む所しよに入ってもいい！」

「大地くん、何とかしてあげられないかな？」

　茜が百合を抱き起こす。

「百合さん、きっと甲斐さんのことが好きだったんだよ」

　茜は〝国浩〟と言う呼び方に、百合と甲斐の間にある微妙な関係を感じ取っていた。

「だから悪いと思ってもやめられなかったんだよね？　彼が離はなれるのが恐こわいから。でも、今ならきっとやめられるよ。葵さんやみんながきっと後あと押おししてくれるもん」

「……分かったよ」

　百合の瞳ひとみに浮かぶ涙なみだと茜の言葉。

　一心はそれを信じることにした。




　百合を連れて撮影所の楽屋に戻ると、星哉の他に佐久間葵が待っていた。

「私たち、薄うす々うす感づいていたの。あなたがクスリで苦しんでいるんじゃないかって」

　葵が百合を抱き締めた。

「ごめんなさい。最初は国浩、疲つかれに効きく薬を分けてくれるって言ったんです。それが、覚醒剤だったなんて」

　百合は嗚お咽えつした。

「みんなが楽しみにしてる番組を覚醒剤の受け渡しの場所にするなんて！　許せないよ！」

　この番組のファンだった茜は憤いきどおる。

「でもね、アカネちゃん。そういった誘ゆう惑わくの仕し方かたは、売人の常じよう套とう手段なのさ」

　いつになく星哉の目も厳きびしい。

「……それじゃ、かねてからの計画通りにいきましょうか？」

　ニコルが一同を見み渡わたす。

「まず、イッシンをオトリにして、取り引きの現場を……」

「ちょっと待った、シュガー・レディ」

　星哉が遮さえぎった。

「その役目、この僕ぼくがやるよ」

「はあ？　何言ってんだ？」

「あの、ここからはもうドラマじゃないんですよ？」

　と、一心と茜。

「僕は流し目侍と銀ぎん頭ず巾きんの二役をやるから、立ち回りで甲斐と絡む場面がある。甲か斐いが接せつ触しよくしてくるのも、多分その時だとあたりをつけられるじゃないか？」

　星哉は説明した。

「だから、その役、僕が最さい適てきなんだよ」

「駄目だ！」

　一心は断だん固ことして拒きよ絶ぜつする。

「お前じゃ無む理りだ！　そもそも、この時期にこんな所にいていいのかよ！　お前の本職はサッカーだろうが!?」

「大丈夫さ。代表は辞じ退たいしたから」

「そうか、それなら……って、お前、今なんてった？」

「だから、日本代表は辞退したって。面おも白しろいんだよね、サッカーやってるより、タレント業やってる方が」

「ふざけんな！」

　一心は星哉の胸ぐらをつかんだ。

「日本の代表としてピッチを駆かけるのが、お前と兄さんの新しん哉やさんの夢だったろうが！」

「……テンちゃんに言われたくないよ」

　星哉は顔をそらす。

「最初に兄さんの願いに背を向けたのは、テンちゃんじゃないか」

「あ、あの？」

　二人を見比べる茜。

（どういうことなんだろ、竜崎さんのお兄さんの願いに背を向けたって？）

「………」

　一心は唇を嚙んで手を放すと、問いかける茜の視線に背を向けた。

（きっと、きっと何か理由があるんだよね。あたし、大地くんを信じる！）

　茜は一心と星哉の腕を取り、グイッと引っ張って向き合わせた。

「二人とも！　今はそんなこと言ってる場合じゃないでしょ!?　そろそろ日も暮くれてきたし、早く計画を決めないと！」

「そう……だな」

「うん」

　一心と星哉はうなずく。

「さすが。あなたは大した付き人だわ、茜ちゃん」

　葵の口元に笑みが浮かぶ。

「……そこの脇役さん」

　ニコルが携けい帯たいを一心に放った。

「レイからよ」

　一心は携帯に出る。




「話は聞いた」

　ホテルの窓から古こ都との夜や景けいを見下ろしながら玲れいは告つげた。

「星哉くんの言うことは、論ろん理り的に正しい。オトリには星哉くんになってもらうべきだ」

「何だって！」

　呆あきれたという表情になる一心。

「うんうん。さすが玲さん」

　横から耳をピッタリとくっつけた星哉がうなずく。

「ええい！　気持ちが悪い！　そもそも、お前、玲と会ったことないだろう！」

「う～ん。テンちゃんの兄さんなら、僕の親しん戚せきみたいなものじゃないか」

「……ワタシはセイヤみたいな親戚、イヤ」

　ニコルはつぶやく。

（よかった～、いつもの二人だ）

　やり合う一心と星哉の様子を見て、茜はほっと胸を撫なで下ろしていた。

「まあ、という訳わけだ。協力してくれるかい、葵さん」

　一心は星哉の首を絞しめ上げながら、諦あきらめ半分で葵を振り返る。

「ええ。江戸の都みやこの悪あく党とう退たい治じ、この雪ゆきの丞じよう、助すけ太だ刀ちさせてもらいます」

　葵の眼めがキラリと光った。




「何ぃ、見られた!?」

　甲斐はセットの隅すみで声を荒らげた。

「ええ。あの、星哉って子に」

　一心に教えられた通りのセリフを、百合は告げる。

「それで、彼、自分にも売って欲しいって」

「……怪あやしいな」

　甲斐は慎しん重ちようだった。

「そいつ、警けい察さつや厚こう労ろう省しようの麻薬取とり締しまり官かんとつながってるかも知れない」

「ま、まさか？」

　見抜かれた。

　思ってもみない展開に百合の顔は強こわばる。

「消すぞ」

　甲斐は決心した。

「ヤツが他の誰かに話さないうちにな」




「５秒前！……４、……３」

　夜になり、武ぶ家け屋敷の庭での立ち回りのシーンの撮影が始まった。

　葵演じる雪の丞たちは、大おお勢ぜいの敵に囲まれる。

　まさに危き機き一いつ髪ぱつ。

　そこに、助けに現われるのが、流し目の旦だん那なが変へん装そうした銀頭巾である。

「飛んで火に入る夏の虫とは貴き様さまのことだ」

　甲斐演じる浪人が刀を抜く。

　銀頭巾はすっと雪の丞をかばうように立ち、剣を構かまえる。

　ジリジリと間合いをつめる甲斐の口元に笑みが浮かぶ。

　この時、甲斐が握にぎっている剣は、本ほん身みと呼ばれる真しん剣けん。

　刃はのない小道具ではない。

　甲斐はこの剣で銀頭巾を演じる星哉を抹まつ殺さつし、口くち封ふうじをする心算つもりなのだ。

　ここで星哉が斬きられたしても、撮影中の事故、ということになるだろう。

　責任を問とわれるとすれば、小道具係。

　甲斐はしばらく、番組出演を自じ粛しゆくする必要はあるかも知れないが、罪には問われないはずだ。

　星哉を斬り、後は茫ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　演技に関してはもちろんプロである。

　甲斐は、この場を乗り切ることに自信を持っていた。

「雪の丞様！　銀頭巾の旦那！　こいつら、たたんじまいやしょう！」

　火消しの壱が、天てん秤びん棒ぼうを振り回しながら叫さけぶ。

　なぜ、火消しが魚屋の天秤棒を持っているのかは、演出家にしか分からないが。

　一方、雪の丞は流れるような華か麗れいな殺た陣てを見せ、銀頭巾はリハ通りにすっと甲斐の前に移動する。

「死ねえええええええっ！」

　甲斐はリハの時とは微妙に殺陣の間まをずらし、銀頭巾の首くび筋すじめがけて突きを出した。

　実際に有ゆう段だん者しやの甲斐である。

　その鋭するどい一いち撃げきは、たとえ小道具によるものだとしても大怪け我がは免まぬがれない。

　ましてや本身。かすっただけでも頸けい動どう脈みやくを裂さき、死に至いたらしめるだろう。

　だが。

　ビュン！

　銀頭巾は甲斐の必殺の突きを、紙かみ一ひと重えでかわした。

「ちっ！」

　甲斐は再度、突きを繰くり出す。

　だが、その切っ先は銀頭巾の喉のどを裂くことができない。

「くそ！　くそっ！　なぜ斬れない！」

　もはや演技ではない。

　そして、甲斐が躍やつ起きになって剣を振り続け、やがて息が上がってきた頃。

「無む駄だだ」

　銀頭巾が初めて口を開いた。

　星哉の声ではない。

「あなたの邪よこしまな剣では、僕を斬ることは不可能だ」

「貴様、誰だ!?　あのニヤけた小僧じゃないな」

　甲斐は後あと退ずさった。

「……ニヤけた小僧って、僕のことかい」

　セットの陰から流し目の旦那の格好をした星哉が現われ、銀頭巾の隣となりに立つ。

「あんたの悪あく事じ、とっくにお見通しだい！」

　町娘姿の茜が銀頭巾の背中からひょいと顔を出し、ビッと指を甲斐に突きつけた。

「素す直なおにお手錠なわにつきやがれぃ！」

　一度でいいから、こういうセリフを言ってみたかったのである。

　茜は今日二度目の感動をじ～んと味わう。

「その通りだ」

　銀頭巾は頭巾を脱ぬいだ。

「……お初はつにお目にかかる」

　そこに現われたのは、眉び目もく秀しゆう麗れいな銀ぎん髪ぱつの青年の顔。

　天才犯罪研究家、巽たつみ玲の姿が撮影所のライトに照てらし出された。

「あなたの剣けん術じゆつの腕うでに関する資料を見た。星哉くんでは、少し厳しいと思ってね」

「う～ん、まだまだ僕は修しゆ行ぎようが足たらないね」

　星哉は髪を搔かき上げる。

「紹介するぜ、そいつは俺の兄貴だ」

　一心が、肩に引っ掛けていた天秤棒をクルリと回した。

「あなたみたいなハイエナを退たい治じする、正せい義ぎの剣士ってところかしら」

　バテレンお蘭らんこと、ニコルが玲の隣に寄り添そうように立った。

「さっきの百合さんとの会話シーンと、レイを殺そうとした今の立ち回り。すべてカメラに収おさめさせてもらったわ」

「ふ、ふざけるなあああっ！」

　甲か斐いは、ニコルめがけて渾こん身しんの一撃を叩たたき込んだ。

　チュイーンッ！

　玲の模も造ぞう刀とうが甲斐の剣を受け止め、跳はね上げる。

「……忘れないことだ。勧かん善ぜん懲ちよう悪あくが時代劇の鉄てつ則そくだということをね」

　甲斐の握る真剣は、鍔つばから数センチのところでポッキリと折れた。

「くそっ！」

　甲斐は折れた刀を投げ捨てると、一心たちに背を向けて逃げ出す。
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「壱いちの字！」

「おうっ！」

　葵あおいが袂たもとに持っていたサイコロを、ビュンと一心に投げ渡した。

　一心はそのサイコロをつかむと、逃げようとする甲斐の足首を狙ねらって投げつける。

「って！　まだ治なおってないんだった！」

　前回の撮影中に負傷した右手に、激痛が走る。

「……バカ？」

　と、ニコルの冷ひややかな目。

　だが、サイコロは見み事ごとに甲斐の足首に命中し、甲斐はもんどり打って倒れた。

「観かん念ねんしなよ！」

　星哉が追いつき、甲斐の腕をねじ上げる。

　甲斐はようやく諦あきらめたのか、抵抗するのをやめた。

「……これで、芸げい能のう界かいへの覚醒剤流入路のひとつは断たったな」

　玲は剣を鞘さやに収おさめた。

「後は警察に任まかせよう」

「……どうしてこんなことを？」

　葵は悲しそうな顔で、才能豊かな俳優を見る。

「主役のあんたにゃ、分からんだろう？　安いギャラでこき使われ、自分の演技を顧かえりみられない下したっ端ぱの気持ちなんか」

　甲斐は自じ嘲ちようした。

「俺はブロードウェイや、ロイヤル・シェイクスピア・シアターにも立った男だぞ。だが、この腐くさったＴＶ業界じゃあ、中ちゆう堅けんの演出家連中でさえ、オーバーで不自然な演技しか要求しない！　俺は演やれる！　どんな難しい演技もこなしてみせる！　だが、誰もそれをやらせてはくれないんだ！」

「……分からないこと、ないですよ」

「アカネ？」

　ニコルは振り返った。

「あたしだって、ＴＶにろくに映うつりもしないのに、本当に何でこんな安い給料で一生懸けん命めい働いてるんだって、思うことあります」

　自分でも知らぬ間に、茜は甲斐の前に進み出ていた。

「でも、同時に思うんです。端は役やくだって、スタッフだって、付き人だって……」

　茜は両膝ひざをついて甲斐の顔を見る。

「みんな、誇ほこりを持って仕事をやるんなら主役と同じ。欠かせない人間なんだって。誰もが作品を作り上げるために、気持ちをひとつにしてるんです。あたしなんか、ほんっと、この世界入ったばかりで、こんなこと言うの生なま意い気きかも知れません。でも、お願いです、自分のやってきたことに誇りを捨てないで。悪役だって、エキストラだって、いないと番組はできないんです」

　いつの間にか、番組関係者全員が甲斐を囲んでいた。

　スタッフや斬られ役、歩いている後ろ姿しか映らないエキストラ……。

　甲斐は、そのみんなの目に、自分が忘れかけていた情熱が宿やどっていることに初めて気がつく。

「……お前は……自分の仕事に？」

　甲斐は茜に尋たずねた。

「はい」

　茜はうなずいた。

「あたしはこの仕事が大好きです……おおむね……」

「……そうか」

　甲斐は伏ふせていた目を上げ、チラリと百合を見る。

「俺は自じ首しゆするよ。何もかも認みとめる。だが、ひとつだけ頼みを聞いてくれ。そいつ……百合は俺に脅おどされて、言いなりになっていただけだ。今回のこと、そいつに関してはなかったことにしてやれないか？」

「あなたがそう言ってくれるのを待っていたよ」

　玲はうなずいた。

「国浩……」

　百合は葵の胸に顔を埋うずめ、肩を震わせるる。

「いつになく甘いじゃん、玲のヤツ」

　つぶやく一心。

「レイは恋する女性には優しいのよ。……例えば、このワタシに」

　ニコルはレイの腕にしがみつく。

「あのな、夢を見んなら……！」

「そ、そう？　良かったわね」

　茜は慌てて、突っ込もうとする一心の口を押さえつけた。

　捕とり方かた、いや、警察がやってきて、甲斐の身み柄がらを拘こう束そくしたのは、それから間もなくのことだった。




「ノンキャリアのベテラン警官、孤こ独どくな高校生、相応ふさわしい評価を受けていない俳優。組織は、そうした人々の心の隙すきにつけ込む」

　警察関係者の姿が撮影所から消えると、玲は一心を振り返った。

「売人のひとりを捕らえたといっても、それは蜘く蛛もの巣すのように複ふく雑ざつに張り巡めぐらされた密売ルートの一いつ端たんに過ぎない。やはり、根こん源げんから断たなければならないな」

「ああ、俺もそう思ってたところだ」

　一心はうなずく。

「ところで、百合さんはどうなるの？」

　慣れないせいか、振ふり袖そでをピラピラと振り回しながら茜が尋ねる。

「せっかく甲斐が、最後の誠せい意いを見せて庇かばったんだもの。この子は私が責任を持って更こう生せいさせるわ」

　百合の肩を抱きながら葵が請うけ合ってくれたので、茜はホッとため息をついた。

「という訳わけで、まあ」

　星哉はフッと笑みを浮かべる。

「おい、言うんじゃないぞ！　言うな！」

　慌あわてて止めようとする一心。

「そんなベタなセリフ、絶ぜつ対たいに聞きたくないからな！」

　だが、手遅れだった。

「これにて、一いつ件けん落らく着ちやく～！」

　星哉は茜に向かって、ポーズを決めて見せた。

「……まあ、終わり良ければ、すべて良しってこと？」

　頭を抱かかえる一心の肩を、茜は慰なぐさめるようにポンポンと叩たたいた。




　ちなみに。

『艶あで姿すがた！　おんな剣けん客きやく捕とり物もの控ひかえ』

　今回の平均視聴率　　２３・７５％




『イッシンの、この番組は俺のもん！』

　今回の平均視聴率　　６・１４％

　本日の没ぼつ収しゆう私物




　一心

　ローラーブレードのセット一式




　茜

　三日でやめたダイエット食品、数種





しめて三万八千六百円也なり












「へへへ、あたし、葵あおいさんに誉ほめられたんだ～。町娘姿が可愛かわいいって」

　可愛いなどと言われた経験は皆かい無むに等しい茜あかねは、優しい葵のことを思い出すだけで胸が暖かくなる。

「ＴＶに映ったのは、俯うつぶせで水に浮いた姿の遠景ショットが４秒ぐらいだったけど」

　すかさず突っ込むニコル。

「……計はかったの？」

　士し郎ろうは呆あきれた表情になる。

「この後が問題の香港ホンコン編よね？」

　澤さわはビデオを入れ替えた。
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　拝はい啓けい、お母さま

　あなたの娘である茜あかねはきっと、呪のろわれた星の下に生まれたのでしょう。

　遥はるか故こ郷きようを離はなれたこの香港ホンコンの地で……




「うっぎゃひゃああああああああああっ！」

　現げん実じつ逃とう避ひの瞑めい想そうを断たたれた女郎花おみなえし茜の口から、人類のものとは思えぬ悲ひ鳴めいが発せられた。

「うるさいな」

　耳を押さえながら、脇わきのベンチに座すわった大だい地ち一いつ心しんはつぶやく。

「だだだだ、大地くんは実際にやってもらってないからららっ！　そ、そ、そんなことがあああああああ！」

　ここは香港でも有名な足ツボマッサージの診しん療りよう所じよ。

　大地一心の付き人見み習ならい補ほ佐さである茜は、今、こうして水着姿でベッドに横たわり、中国四千年っぽい神しん秘ぴの健康法を体験していた。

「普ふ段だん苦労をかけているお前のために、こうして予約を入れてやった俺おれの親しん切せつ心しんが分わからんのか？」

「にゃにゃにゃ、にゃにが親切心よ！」

　マッサージ師が内くるぶしのやや指先寄りを押すと、全身を高こう圧あつ電でん流りゆうのように激げき痛つうが走る。

　日ひ頃ごろからあちこちでペコペコ謝あやまっているせいか、かなり腰こしにきているようだ。

「ふんぎゃああああ！　これが付き人に対する慰い労ろうなら、正せい付き人の星せい哉やくんはどうなのよおおおおおっ！」

「僕ぼくはここさ」

　星哉の声。いつの間まにか、一心の友人である元日本代表候補のＭＦミツドフイルダーは、茜の背に回って肩をさわさわと揉もんでいた。

「あ、あの～？」

「ここのあたり、どう？」

　真まっ赤かになった耳元に星哉はささやく。

「……お前は香港の土になれ」

　一心は星哉の頭にどっさりと百も草ぐさを盛もり上げ、火をつけた。

「こんな絵で視し聴ちよう率りつが取れたら、それこそ奇き跡せきね」

　通つう訳やく兼けんカメラマンとして同行しているニコルが、茜の悶もん絶ぜつする様さま（と、頭から煙けむりを出して走り回る星哉の姿）をハンディカムに収おさめながら冷静につぶやいた。

　今回、四人が香港に来ている目的のひとつは、深夜番組『イッシンの香港グルメ・健康ツアー　気分は最高！』の撮さつ影えいだった。

　予よ算さんがないので、ディレクターやカメラマンが同行したのは成なり田たまで。

　もちろん、往復の飛行機はスポンサーであるドレミファ旅行の超ちよう格かく安やすチケット。

　あとは一心たちが勝かつ手てにやるという、無責任かつエコノミーな段だん取どりだ。

　それでも、茜は海外旅行ができるので三日前から興こう奮ふんして夜眠ることができずに、ガイドブックを暗あん記きするほど読んでいたりする。

　夢に描いていた、ゴージャスでエキゾチックなグルメとショッピングの旅。

　などという甘いことも、昨日の夜はちょっぴり考えたりしていたのだ。

　だが、現実はいつもの付き人暮しとまったく変わらぬ苛か酷こくなものだった。

「こ、こ、こ、こんな香港旅行はイヤああああああああ！」

　茜の絶ぜつ叫きようは、診療所の入っている雑ざつ居きよビルを揺ゆるがしていた。

　その頃。




　一心の兄、巽たつみ玲れいは夜や間かんの便びんで香港に到とう着ちやくすると、その足で銅鑼灣トンローワン、ヘネシーロードの裏手にある、一見、廃はい墟きよのような古い屋や敷しきを訪れていた。

「……お待たせしました」

　薄うす暗ぐらい、香こうの立ち籠こめる部へ屋やでしばらく待たされた後、玲はひとりの老人と対たい面めんしていた。

「お久しぶりです、玲さん」

　白い髭ひげを伸ばしたその老人は、玲より頭ひとつ背は低いが、姿し勢せいがいい。

「この旅があなたの身体からだに負ふ担たんになっていなければ良いのですが」

　第二次大戦中、日本の統とう治ち下で覚えたのだろうか、流りゆう暢ちような日本語である。

「張大人チヤンタイジン……」

　玲は深々と頭を下げる。

「ご心配いただき、申し訳ありません」

「あなたは私にとって息むす子このようなもの。儀ぎ礼れいは無用です」

　張と呼ばれた老人は、玲の肩をポンポンと叩たたいた。

「あなたからお問い合わせのあった一件ですが、私たちの組織の一員のやったことではありません。麻ま薬やく、阿あ片へんの類たぐいは、英国が持ち込み、我が同どう胞ほうを堕だ落らくさせた憎にくむべきもの。私は組織の者に、麻薬には手を出さぬようきつく戒いましめています」

「無む論ろん、僕も張大人の組織が絡からんでいるとは思ってはいません。ただ、張大人はお顔が広い。こうしてお時間をいただいたのも、何か情報がいただければと思ったからです」

「麻薬、覚かく醒せい剤ざいの密みつ輸ゆは、国こつ家か予よ算さん規き模ぼのお金が動くビジネス。新しん興こうのボスの中には、手を出す者も多いです。ただ、あなたのおっしゃるような残ざん忍にんな手しゆ法ほうをとる密輸業者は、実に少ない」

「その口くち振ぶりですと、知っていらっしゃるんですね、元もと締じめを？」

　玲の問い掛かけに張はうなずく。

「周武林チヨウモウラム。最近伸のし上がってきた若いボスのひとり。危き険けんな男です」

「僕は彼を止めたいと思っています。ご助じよ力りよくいただけますか？」

「玲さん。あなたは普通の日本人と違い、私たちの体面を重んじてくれる。我らの同胞が犯おかした罪を裁さばく時も、必ず事前に私に連絡をしてくれる。これはありがたいこと。私たちは義を重んじる。あなたが私たちに払ってくれた敬意に対し、私たちも同様に敬意を払うでしょう」

「それでは？」

「私がやってきた事業にも、暗い面はあります。けれど、周のやり方、目に余あまります。あの男には義ぎ俠きよう心しんがない。あるのは殺人をも辞じさない残ざん酷こくさと飽あくなき欲よく望ぼう」

「老龍ロウロンと呼ばれた張大人のお力添ぞえがあれば、これほど心強いことはありません」

「私は引いん退たいした老人です。以前ほど、暗あん黒こく街がいへの影響力はありませんよ」

　窓の外の華はなやかなネオンサインの方を見やり、目を細める張。

　その時。

　張の部下らしい男が入ってきて、老人の耳に何事かをささやいた。

　張の顔に憂うれいの色が浮かぶ。

「玲さん」

　張は玲を振り返った。

「私はあなたへの協力、惜おしみません。その代わり、と言っては何ですが……」

　老人は言い難にくそうに続けた。

「ひとつ、頼まれてはくれませんかな？」




「泣くなって！　恥はずかしいだろ！」

　えぐえぐとしゃくり上げる茜の手を引きながら、一心は夜の九龍寨城カオルーン・チヤイセン公園近くを歩いていた。

　今はすっかり洗せん練れんされた公園となったこの地には、以前、魔ま窟くつと呼ばれた九龍城じよう砦さいがあった。香港総そう督とく府ふの警察関係者でさえその全ぜん容ようを知らず、いったん入ったが最後、帰らぬ者もいるとの噂うわささえあった場所だ。




　日本から直通便で四、五時間。

　１９９７年に英国から中国に返へん還かんされた香港は、ランタオ島、新界サンガイ、かつて悪名高き九龍城があった九龍、そして百万ドルの夜景で有名な香港島の四つの部分に大まかに分けることができる。

　現在、玲がいる銅鑼灣は香港島。

　一心たちがいる九龍は、維多利亞ウエイトレイア港を挟はさんだ対岸だ。




「だって～、本当に痛かったんだもん」

　茜は恨うらめしげな視し線せんで一心を見る。

「あたし、ホントは蘭桂坊ランカイフオンとか、ソーホーとか行って、ブランド品とか買い漁あさりたかったのに～」

「そんな金もないくせに」

「だから、大地くんからのプレゼント」

「どうして俺がお前に買ってやらにゃいかんのだ！」

「ひっど～い！　いっつも、大地くんのために一生懸けん命めい働いてるのに～」

「そうそう、テンちゃんはヒドいよ。僕が何か買ってあげようか？」

　と、一心から茜を引き離し、肩を抱だき締しめる星哉。

「えっ、いいの？」

　茜は頰ほほを染そめ、許可を求めるようにチラリと一心を振り返る。

「勝手にしろ！」

　一心は不ふ機き嫌げん丸出しで怒ど鳴なった。

「うん、そうさせてもらおうかな？」

　星哉はウインクする。

「やった～！」

　と、喜びかけた茜は星哉を見上げると、ふと顔を曇くもらせた。

（何だか……謎なぞっぽくて……悲しい目）

　星哉の表情に、茜は漠ばく然ぜんとした不安を覚える。

（たまに星哉くんって大地くんを見る時、あんな目をするけど……。何でもないよね、二人、親友だもん）

　茜は心のモヤモヤを搔かき消すように頭を振った。

　そして、結局……。




　佐敦ジヨートンの百貨有限公司デパートを訪れた一行は、チャイナドレス売場にやってきていた。

「ねえねえ、星哉くん！　これ似に合あう？」

　赤いチャイナドレスをまとった茜は、一心への当て付けのように星哉の前でくるりと回ってみせる。

　足元から腰にかけて昇のぼり龍りゆうの刺し繡しゆうがほどこされた、値段の割には高級に見えるドレスだ。

「さっきまで泣いてたくせに……」

　と、白い目で見るニコルもちゃっかりと、艶あでやかな花の刺繡が入った白いチャイナドレスを着ている。

「うん。スリットが素す敵てきだよ」

　星哉が茜の肩を抱く。

「そうだ。そのドレスを着て、僕と今夜、満まん漢かん全ぜん席せきを食べにいかない？」

「え？　えっ？」

　茜の顔がパッと明るくなる。

（満漢全席？　人類憧あこがれの超高級料理？　わおっ！）

「食い物で釣つるなっての」

　冷ひややかな表情を作りながら、星哉の腕うでをゴキッと音がするまで捩ねじ上げる一心。

「でも、確かにそろそろ食事を取ってもいい時間よ。レイと合流したら……」

　ニコルが腕時計に目を遣やってそう言いかけた時、携けい帯たいの着メロが鳴った。

「レイ？……ええ？　……うん、仕し方かたないね。……ワカッタ」

　ため息とともに携帯を切るニコル。

「あいつ、何だって？」

　一心が尋たずねる。

「急用で、待ち合わせに二、三時間遅れるって……ああ、もう！　行くわよ！」

　ニコルは一心の腕を引っ張った。

「って、どこへ!?」

「決まってるでしょ！　ヤケ食いよ！」

（やったあ！）

　口では大おお喧げん嘩かをするものの、一心は結けつ構こう、義妹のニコルに甘いのだ。

（これで豪ごう華かグルメ旅行、決定～！）

　茜は心の中で快かい哉さいを叫び、小さくガッツポーズを取った。

　そして、十分後。




「……で、香港くんだりまで来て、ど～してファーストフードなのよ！」

　九龍公園の南にある日本でもよく見る某ぼうファーストフード店で、茜は脱だつ力りよくして座すわり込んでいた。

「この番組、予算ないんだから仕方ないだろうが」

　一心は構かまわずにさっさと注文する。

「うう～っ！　上海シヤンハイ蟹がにが～、酔よっ払ぱらい海え老びが～、北京ダックが～、紅焼潮州翅フカヒレスープが～」

　今にもよだれを垂たらしそうな茜の目の前から、サヨナラ～と手を振りながら、ホカホカと湯気を上げる料理の皿が去っていった。

「ええと、三文治がサンドウィッチ。漢堡包がハンバーガー。熱狗がホットドッグ。オレンジジュースは橙汁……あんまり美お味いしそうじゃないわね」

　メニューを見上げてニコルはつぶやく。

「僕、テンちゃんと一いつ緒しよでいいよ～」

　星哉はそう言いながら、

「……お姉さん、スマイルはやっぱり０Ｈ＄ホンコンドルですか～？」

　などと制服の女性の手を取っている。

「マジで頭痛いぜ」

　一心はこめかみを押さえた。

「いい気なものね。レイが必死に麻薬密売組織を追っているのに、こんなに和なごんで」

　ニコルは振り返って鼻はな白じろむ。

「別に自分の目的を忘れてるわけじゃないさ。俺だって、もう誰だれかがクスリで苦しむのを見たくないから、香港までやってきたんだ」

　一心はニコルの頭に手を置いた。

「ただ、玲には玲の、俺には俺の、役割があるってことさ」

「……あの～、今のあたしの役割は可哀かわい想そうな胃袋を満みたすことってことで、ハンバーガー頼んでいい？」

　と、茜が一心の顔をのぞき込んだ時。

「ン・ホウ・ラやめてよ！　ガウ・メン・アーッたすけて！」

　甲かん高だかい声が、店内に響ひびき渡った。

　そちらに目を遣やると、十四、五歳の少女が男たちに囲まれ、暴れていた。

　地じ味みな服装の少女は茜と同じくらいの背せ丈たけだが、ウエストはかなり細い。

　足も長く、均きん整せいの取れたスタイルは、大きな瞳ひとみの童どう顔がんとはやや不ふ釣つり合あいだ。

　一方、男たちはスーツ姿で、ぱっと見ではビジネスマン。

　しかし、いずれも１８０を超こえる長身で、眼光は鋭するどい。

「何だ、あれ？」

　トレーを持った一心は顔をしかめる。

「助けて、って言ってるわ」

　広東カントン語を通訳するニコル。

「大のオトナが女の子に暴力ってのは、気に入らないね」

　星哉が男たちと少女の間に割わって入った。

「よしなよ！　嫌いやがってるじゃないか！」

　だが、男たちは星哉を無視し、少女を引きずるようにして店を出ようとする。

「どうして、あの馬ば鹿かはこういうことに首を突っ込むかな？」

　一心はトレーを茜に渡すと、うんざりとした顔で男たちの前に立った。

「ゲット・アウェイ！　ナン・オヴ・ユア・ビジネス！」

　男たちは英語で怒ど鳴なり、一心たちを押し退のけようとする。

「……とはいっても、助けてと言われて放ほうっちゃおけないんだよ！」

　ガッ！

　一心の足が、少女の肩を押さえる男の手を蹴けり上げた。

「何のかんの言っても、やっぱ先に手を出すのはテンちゃんだね！」

　ほぼ同時に、星哉が腰を落として男たちの足を払う。

「ばあか、俺が出したのは脚あしだ！」

「ファイ・ディー・ラーッいそいで！」

　ニコルが少女の腕をつかんで走りだした。

「逃げろ！」

　一心は椅い子すを男たちに投げつけてから、ニコルたちを追う。

「アカネちゃん！」

　星哉は茜の腕を引っ張って後に続く。

「えっ？　ちょっと、まだ何にも食べてないのに！」

　無情にもトレーが手から滑すべり落ちた。

「あ、あたしのハンバ～ガ～ッ！」

　ドップラー効果で次し第だいに低くなっていく茜の絶ぜつ叫きよう。

　男たちは起き上がり、一心たちを見失ったことに気がつくと、携帯を取り出してどこかに連絡を取った。




「どうやら、逃げ果おおせたな」

　あちこち細い路ろ地じを駆かけ回り、男たちが追ってこないことを確認すると、一心はようやく足を止めた。

　ここは飲食店の裏だろうか？

　木箱や生ゴミの袋が壁に沿そって、山のように積んである。

「ほとんどブレードランナーの世界だねえ」

　と、のんきな星哉が茜にウインクする。

「あたし、もう駄だ目め～」

　ゼイゼイと息を切らせた茜は、近くの木箱の上に座った。

「ふう、助かったね」

　少女も一心の隣となりにちょこんと腰を下ろす。

「アンタら、日本人ね？　アタシ、ちっとばかし日本語できるよ」

　少女は一同の顔を見て言った。

「それより、お前、誰だれ？」

　一心が尋ねる。

「アタシ、周麗芳チヨウライフオン。イングリッシュネームはドミニク・チョウ。だから、ドミニクでいいよ」

「あたしは女郎花茜」

　日本語が通じると知って、途と端たんにリラックスする茜。

「で、こっちが竜崎星哉くんで、こっちがニコル・エマーソンちゃんに、大地一心くん」

「タイチ・イシン？　どこかで聞いたことあるな？」

　ドミニクは腕を組んで考え込む。

「へへへ、当然でしょ。Ｓ＆Ｓソーズアンドソーサリーっていう超人気アイドル・グループの一員なんだから」

　茜はちょっと誇ほこらしい気持ちになる。

　だが。

「日本歌星スター？　これが？」

　ドミニクは数センチの距離で一心の顔をじっと見上げて首を傾かしげる。

「……うん。有吸引力すてき」

　目をキラキラと輝かせたドミニクは、一心の胸に頰を寄せた。

「これは運命の出会いかも……」

「なっ！」

　積極的なドミニクの様よう子すに、言葉を失う茜。

「精密検査を強く勧すすめるわ。確かに、そいつがＴＶに出ているのは真実だけど」

　あまり物事に動どうじないニコルも、さすがに啞あ然ぜんとする。

「そこまで驚くことはないだろう」

　と、一心。

「そ、それで、どうしてあなたは追われていたのかしら？」

　ニコルは何とか気を取り直して尋ねた。

「そ、それは」

　ドミニクは口ごもる。

　と、その時。

「ゼア・シー・イズいたぞ！」

　サングラスをかけた男が、一心たちのいる路地をのぞき込んで声を上げた。

　たちまち、三人の男が集まってくる。

「ちっ！　さっきの連れん中ちゆうの仲間か！」

　立ち上がる一心。

「えっ？」

　戸と惑まどう表情のドミニク。

「ち、違うと思うよ。だって、見たことある顔じゃ……」

　そう言いかけた香港娘は、慌あわてて自分の口を押さえる。

　確かに、同じような高級スーツを着てはいるものの、先ほどの男たちと比くらべると、今度の連中は殺さつ気きと悪意を周囲に撒まき散らしている感じがする。

「と、と、とにかく、逃げた方がいいんじゃない？」

　茜は提案した。

「僕はいつでもアカネちゃんに賛成」

　星哉も茜の手を握にぎりながらうなずく。

「連中、武ぶ装そうしているしね」

　男たちがジャケットの内側に手を入れるのを見てニコルが眉まゆをひそめる。

「それじゃ」

「用意……」

「スタート！」

　一同は男たちに背を向けると、一心の掛け声とともに一いつ斉せいに走りだした。




「今、ワタシたち、どこ走ってるの!?」

　息を切らせながらニコルが尋ねる。

　ファーストフード店を出た一行は、ネオンが眩まぶしい深夜の金巴利道キンバリー・ロード周辺を走り回っていた。

　九龍寨城公園の東にあたる地域だが、一心にはそれが把は握あくできていない。

「知るかよ！　俺は香港の土と地ち勘かんなんかないんだからな！　お前はどうなんだよ!?」

「バカね、分かるなら聞かないわよ」

「アカネ！　こうなったらヒジョーに不ふ本ほん意いだが、三日間ガイドブックを読み続けたお前が頼りだ！　ナビ頼む！」

「おおっ！　生まれて初めて大地くんに頼りにされた！……って、こんな時だけ頼りにしないでよ！」

　茜は慌ててガイドブックを取り出した。

「……ものすごく、不安だわ」

　ニコルが頰を引きつらせる。

「連中、追ってくるよ！」

　星哉が指さした方を見ると、さっきの連中が消音器付きのノーリンコＣＳＺ９２を手に走ってくる。

「アカネ、どっちへ逃げる！」

　怒鳴る一心。

「えっと……、こっち！」

　茜はガイドブックを見ながら北西を指さした。




「あっ、あれ、旅行雑誌に載のってたヤツ！」

　茜は走りながら、極彩色の看かん板ばんや店頭に並ぶ珍めずらしい品々に目を遣った。

　小販と呼ばれる屋や台たいに並ぶ亀かめゼリーやマンゴープリンに、茜の食欲は刺し激げきされ、唾だ液えきの分ぶん泌ぴつが活発になる。

「……うう、胃袋が泣いてる」

「少し落ち着いたら、食べに来ようか、二人っきりで」

　すかさず隣となりに並んで、ささやく星哉。

「んなこと言ってる場合か！」

　ドミニクにしがみつかれている一心は、強ごう引いんに二人の間に割り込んだ。

「ここは？」

　ニコルはキョロキョロとあたりを見回してつぶやく。

　文ぶん鳥ちよう占うらないにアクセサリー店、怪あやしげなアンティーク屋に豆腐花の屋台。

　雑然を通り越して混こん沌とんとした露ろ天てんが立ち並び、日本人には罵ば声せいとしか聞こえない広東語が飛びかっている。

「廟街ミウガイの露店通りよ！　この人込みなら連中をまけるかも！」

　茜はガイドブックのページをめくって確認する。

「だといいがな」

　一心がつぶやく。

　だが、あまりの人の多さに、次第に一行の足は遅くなっていた。

「お客さん、これ良い品よ！」

「見ていくだけでいいよ！」

　しつこい客引きが、さらに足を引き止める。

「だから、買わないって！」

　人の波を搔かき分ける一心。

「っとっとと！」

「大丈夫？」

　茜が食材の田鶏かえるや蛇へびの入った籠かごにつまずき、転びそうになるのを星哉が支ささえる。

「連中は？」

　星哉がふと、周囲を見渡した。

「見えないわ。まいたとは思えないけど」

　ニコルは眉をひそめる。

「そんなことないよ！　無問題！　きっと連中、諦あきらめたね」

　一心にピッタリと密着したドミニクは言い切った。

「ねえ、大地くん。少し離はなれたら？」

　顔を強こわばらせた茜。

「俺に言うな。こいつがしがみついてんだぜ」

　一心は顔を背そむける。

「お前も、その馬ば鹿かから離れろよな」

「星哉くんは馬鹿じゃないもん」

　茜もプイと横を向く。

「……面おも白しろ過ぎるわ」

　ニコルが走りながら二人の顔を交こう互ごに撮とり続けた。

　しかし、数分後。

「しまった」

　一心は足を止めて舌した打うちした。

　追っ手のひとりが前方から現われたのだ。

「左右からもだよ」

　と、星哉。

「いつの間にかなあ？」

「この混雑を迂う回かいして、別の通りを先回りしたんだわ」

　ニコルが冷静に判断する。

「囲まれたな、完全に」

　一心は女の子たちを背中に回らせる。

「ごめん、あたしがこんなところにみんなを引っ張ったから！」

　茜が一心の手をギュッと握にぎった。

「お前のせいじゃねえよ。あいつらの方に、地の利があっただけのことだ」

「駄目だよ、大地くん！　いつもみたいに怒おこってよ！　これじゃ、もうあたしたちおしまいみたいじゃない！」

「……じゃあ、本当に怒っていいんだな？」

　一心はにらむ。

「すいません。やっぱ怒らないで」

　茜はすぐに取り消した。

「ああ、かわいそうに。またテンちゃんにいじめられているんだね」

　茜の頭を抱き締める星哉。

「そこでコントをやってる場合じゃないわよ」

　ニコルが一心の腕を引っ張った。

「わざわざ護ご衛えいをまいてくれるとは、ありがたいな」

　数メートルのところまで近づいてきたところで、リーダー格かくらしい男がニヤリと笑い、日本語で話しかけた。

　銃じゆう口こうは腕に引っ掛けた上着の陰かげ。さり気ない様子に、周囲の者たちは誰も彼らが銃を抜いていることに気がつかない。

「さあ、もう諦あきらめろ、周麗芳ドミニク」

　リーダー格はドミニクを見る。

「護衛をまいてだと？　どういうことだ？　説明しろよ、ドミニク」

　一心は少女を振り返った。

「その、つまり……」

　ドミニクはペロリと舌を出す。

「最初にイッシンとセイヤが蹴っ飛ばしたのは、アタシのボディガード」

「で、こいつらは？」

「本当にアタシを狙ねらっている連中、だと思う」

「……なんてこった。じゃあ、俺たちはお前を護衛から引き離して、誘ゆう拐かい犯はんに渡す手助けをしたわけか!?」

「對唔住ごめんね。イッシンのせいじゃないよ」

「さあ、こっちへ来い。ボスがお呼びだ」

「アタシがついていけば、イッシンたちを助けてくれるか？」

　ドミニクはかすかな希望を抱いだいて尋ねる。

「無む論ろん、駄目だ。知り過すぎた連中には死んでもらう」

　リーダー格の男が笑った。

「ここではまずい。お前たちにもついてきてもらうぞ。もっとも、明日の朝には九龍灣に浮かんでいるだろうがな」

「ひいいいいいいっ！　もう駄目えええ！」

　茜が頭を抱えて座り込む。

「テンちゃん、これ、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいってヤツ？」

　星哉は一心と背中合わせに立つ。

「まあ、俺はもう慣なれたけどな」

　一心はベルトからピックを抜いた。

「余計な動きはするな。動けば真っ先に死ぬのはそっちの娘だぞ」

　リーダー格は銃口を茜に向ける。

「ど、ど、ど、どうしてこういう時に狙ねらわれるのはあたしなわけ!?」

　茜は抗こう議ぎするが、もちろん通らない。

「テンちゃん……」

　星哉が小声でささやく。

「僕が盾たてになる。だから三人を連れて」

「バカ言うな。死ぬぞ」

「じゃあ、どうする？　ドミニクちゃんを奴やつらに渡すのか？」

「……できるわけないだろ、そんなこと！」

　一心は跳ちよう躍やくし、茜の身体からだの上に覆おおい被かぶさると同時に叫んだ。

「ニコル！　ドミニクを連れて逃げろ！」

「愚おろか者めが！」

　リーダー格の男は、茜を守ろうとする一心の背に銃の照しよう準じゆんを定めた。

　そして、まさにトリガーが引き絞しぼられようとしたその時。

「警察ギンチヤツだ！」

　大きな声が通りに響き渡った。

「何だと！」

　リーダー格の男は周囲を見渡す。

「……警察ギンチヤツ？」

「警察！」

「ポリス！」

「取り締まりだ！」

「逃走！」

「アイヤーッ！」

　通りに並ぶ小販は、ほとんどが許きよ可か証しようのない非ひ合ごう法ほうの屋台。

　警察と聞いて、屋台の主人たちは蜘く蛛もの子を散らすように四方に逃げ始めた。

　たちまち、周囲はラッシュアワーの駅のような大混雑になる。

「くっ！」

　一心を囲んでいた男たちは、人の波に押され、突き飛ばされて倒たおれる。

「今だ！」

　一心は起き上がり、ピックを放はなった。

　ピックは狙いを過あやまたずに男たちの手て首くびに命中し、銃を弾はじき飛ばす。

「星哉！」

「テンちゃん！」

　屋台に躍おどり上がった一心が中ちゆう華か鍋なべを蹴り上げると、それを天才ＭＦミツドフイルダーの星哉の放つ必ひつ殺さつのボレーがとらえた。

　中華鍋はフリスビーのようにクルクルと回転して飛び、男たちの頭に熱い煮込み料理を振りかけた。

　怯ひるむ男たちとの距離を、すかさず詰める一心と星哉。

「懐ふところまで飛び込めば撃うてないよね！」

　銃を拾い上げようとした男が、跳躍した星哉のヘディングを真っ正面から食らって昏こん倒とうする。

「もうひとり！」

　星哉は着地と同時に、時速１６０キロでゴールを決めるシュートを放った。

　脇わき腹ばらにこれを受けた男が苦く悶もんの表情を浮かべて沈み込む。

「お前が最後だぜ！」

　鳩尾みぞおちに一心の爪つま先さきがめり込み、リーダー格の男はそのまま仰あお向むけにドウッと倒れた。

「ポリス！　ザット・ガイズ・キープ・アームズこいつらガンもつてるの！」

　この騒さわぎを聞きつけ、警官が集まってくるのを見たニコルが叫ぶ。

「ホワット！」

　制服警官が駆け寄り、すぐに男たちを取り押さえる。

　四人の男はほとんど抵てい抗こうできないうちに銃を取り上げられ、背中に回された手首に手て錠じようをかけられた。

「……このままで済すむと思うなよ。すぐにボスが保ほ釈しやく金きんを払ってくれる」

　リーダー格の男は一心をにらんだが、大人おとなしくパトカーへと連行されていった。




「いいタイミングで警察が来てくれて助かったよ～」

　ほっと胸を撫なで下ろすドミニク。

「最初は警官の影も形もなかったわよ。警察が現われたのは、騒ぎが起こってからよ」

「じゃあ、さっき警察って叫んだのは？」

　一心は顔をしかめる。

　すると。

「僕だよ」

　いつの間にか、一心たちの前に見知った姿が立っていた。

　いつものように黒の外がい套とうをまとった銀ぎん髪ぱつの青年は、義妹たちに微笑ほほえみかける。

「待たせて済すまなかったね、ニコル」

「レイ！」

　ニコルは玲に飛びつこうと駆け寄った。

　だが。

　ドン！

　ニコルを突き飛ばし、一瞬早く玲に飛びついたのはドミニクだった。

「阿玲アーレン！　阿玲！」

　ドミニクの顔に喜びの色があふれる。

「……ええと」

　茜はガイドブックを開く。

「阿っていうのは、親したしい人の名前の前につける、～ちゃん、みたいなもの。……ということは、この子、玲さんの知り合い!?」

「麗芳ドミニク、探したよ」

　玲は咎とがめるような目でドミニクを見る。

「あまりお爺じいさんを心配させるんじゃない」

「だって、24時間ピッタリ警けい護ごの連中に囲まれているんだもの、息がつまりそうだったの」

　ドミニクこと麗芳ライフオンは玲と一心の腕を取る。

「でもね、でもね、聞いて、阿玲！　逃げたおかげで、イッシンと知り合えたの！　素す敵てきな人でしょ！　日本のアイドルだって！」

「……玲、説明してくれ。順を追って」

　一心の頰は、ピクピクと震えていた。




「この麗芳ドミニクは」

　飯店ホテルの一室に戻ると、玲は一同を見渡して告げた。

「香港の暗黒街の実力者のお孫さんなんだ」

「そっ、うちの阿爺ジジイ、老龍ロウロンと呼ばれてる。一声かければ、香港マフィア、千人単位で動くよ」

「ず、ずいぶんと明るくおっしゃること」

　茜はちょっとビビッている。

　一心はそんな茜の頭に手を置き、髪をクシャクシャにする。

「じゃあ、お前が会いに行ったっていう？」

「そう。すでに彼の協力は取りつけた。家出をした誰かさんを見つけ出して、連れ帰ることを条件にね」

「こいつを狙ねらった連中は？」

　一心はアゴでドミニクを示した。

「おそらく、老龍に出てこられると困る組織の一員。僕らが追っている麻薬密売組織と考えて、ほぼ間ま違ちがいないだろう」

　東の空が明るくなり始めていた。

　玲は窓のそばから離れる。

「上等じゃん。わざわざ向こうの方から出てきてくれるとはな」

　一心の顔に不ふ敵てきな笑みが浮かぶ。

「必ず、ぶっ潰つぶしてやる！」

「けどさ、その方法は？」

　もっともな疑問を星哉が口にする。

「さっきみたいに拳けん銃じゆうを持った連中に囲まれたら、お手上げだよ？」

「まず、彼らの資金源を断つ」

　玲は言った。

「手て筈はずは今、張大人が取ってくれている。だが、それには約48時間かかる」

「ということは？」

　一心は嫌いやな予感を覚える。

「その間、麗芳ドミニクを守ってほしい、と張大人の依頼だ。何しろ君は、麗芳ドミニクのお気に入りみたいだからね」

「こいつと……、あと48時間も？」

「じょ、冗談でしょ？」

　一心と茜はうんざりした顔を見合わせる。

「じゃあ、あと二日、アタシはイッシンと一緒にいられるのね！」

　喜びを全身で表わし、ピョンピョンと飛び跳はねるドミニク。

「でも、イッシンが阿玲アーレンの弟だったなんて、驚き！」

「最悪だわ……」

　ニコルは頭を抱え込んだ。

「おそらく組織は老龍の動きを止めるため、必死になって麗芳ドミニクを追うだろう。これはかなり難しい戦いになる」

　玲の瞳ひとみは真剣である。

「あの～、あたしたち、生きて日本に帰れるんでしょうか？」

　茜は手を上げて恐る恐る尋ねた。

「う～ん、な～んか望のぞみ薄うすだね～」

　星哉はふっと微笑ほほえみ、髪を搔き上げる。

「だから、爽さわやかに言うなっての！」

　グワッシャーン！

　一心の蹴りは、星哉の身体を飯店の窓から夜の歓かん楽らく街がいへとふっ飛ばしていた。







『イッシンの香港グルメ・健康ツアー　気分は最高！』改あらため、

『イッシンのデンジャラス香港ツアー　いい旅悪夢気分！　パート１』

　今回の平均視聴率　　７・８３％

　本日の没収私物
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　一心

　Ｊユース時代のユニフォームと、サイン入りボール




　茜

　中学時代に買い漁あさった、猫のキャラクターグッズ多数





しめて二万一千七百円也なり












「せっかくの香港ホンコンだったのに、あんまりドタバタしてたから何も覚えていないよ～」

　茜あかねは口を尖とがらせた。

「記き憶おく力に問題があるのね、かなり」

　ニコルが同情に耐たえないといった顔をする。

「……あの、ニコちゃん、冗じよう談だんに聞こえないんですけど」

「冗談じゃないもの」

「さ、さてと、続き、続き」

　怯おびえた宏こう太たは五本目のビデオを取り出した。
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「アタシ、イッシンの隣となり！」

　胸むな元もとを強調した革かわのビスチェとタイトスカートを身に着つけたドミニクが、茜あかねを押おし退のけて一いつ心しんの隣に座すわった。

「アカネちゃん、こっち」

　星せい哉やが茜の腕うでを取って、自分の隣に座らせる。

　ここは香港ホンコン。

　香港仔アバデイーンの水上レストランへと向かう、サンパンと呼ばれる小船の上である。

（麻ま薬やく密みつ売ばい組そ織しきの資金源を断たつには48時間必要で、その間、暗あん黒こく街がいの実力者である張チヤンさんのお孫さんのドミニクを守らなくちゃいけない、と言うところまでは分かるわよ。なんか大だい地ちくん、ドミニクに気に入られちゃったみたいだし）

　アバディーンの高層ビルをぼんやり眺ながめながら、茜は考える。

（護ご衛えいのはずが、いつの間にか遊びにつき合わされてる、というところまでは許そう。けど！）

　茜はこぶしをグッと握にぎり締しめた。

（どうして、どうして、どうして！　どうして、昨日の南Ｙラマ島観光から、ずうううう～っと大地くんとドミニク、あたしと星哉くんって組み合わせなのよ！　あ、あたしだって、大地くんと話したり、一いつ緒しよにジュース飲んだりしたいんだから！……そりゃあ、別に星哉くんが嫌きらいってわけじゃないんだけど）

　一いつ生しよう懸けん命めい自分に気を遣つかってくれている星哉に対し、茜はちょっぴり後ろめたい気持ちを覚える。

「……かわいそうに。めったにモテたことがないから、混乱してるのね」

「どわっ！　ニコちゃん、何撮とってるのよ！」

　いつの間にか、ハンディカムを手にしたニコルが星哉と茜のツーショットを撮さつ影えいしていた。

「ワタシが撮とらないと、あなたたちは忘れるでしょう？　表向きは『貧びん乏ぼうで間ま抜ぬけなイッシンの香港一周格かく安やすサバイバルツアー』のロケで来ているってこと」

「こ、今回はそ～いうタイトルなんですか？」

「……知らない」

　今日のニコルはかなりご機き嫌げん斜ななめである。

　なぜなら今け朝さ……。




「あなたたちの宿泊場所まで、どうしてレイが手配しなくてはいけないのかしら？」

　ペニンシュラ・ホテルのスウィート・ルームで、ニコルは一同を見み渡わたしていた。

「だって、番組の予よ算さんだと、一泊12Ｈ＄ホンコンドルの部屋ひとつしか取れないんだもん」
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　付き人になって以来、初めて人間らしい朝を迎えた茜はアクビをかみ殺しながら答えた。

「ニコちゃんは玲れいさんと一緒だからいいけど、そしたら、女の子はあたしひとりになっちゃうでしょ？　それって、危き険けんじゃない？」

「……それは確かに危険ね。イッシンが」

「そうくるかい！」

「とにかく、今日のスケジュールの費ひ用ようは、番組の方で持ってもらうから」

　と、ニコルが断だん言げんしたその時。

「女老花おみなえし君」

　軽いノックの音の後に、玲が入ってきた。

「僕ぼくは老龍ロウロンの補ほ佐さで周武林チヨウモウラムの裏帳ちよう簿ぼの解明のために残らなくちゃいけないし、一心といたいって言う本人のたっての望みもあるから、麗芳ドミニクのことを頼むよ。ここにじっとしているよりは人込みに紛まぎれているほうが安全だからね。費用はこれで」

　玲はトラベラーズ・チェックと地下鉄やバスが乗り降り自由になる八達通オクトパスを人数分、茜に渡した。

「わ～い！」

　茜をそれを受け取ると、べえっとニコルに舌を出してみせる。

「レイ、甘すぎる！」

　ニコルは腰に手を当てて義ぎ理りの兄をにらんだ。




「ねねねね、アカネ！　あっちは何？」

　ドミニクが振り返り、南の方を指さして尋たずねた。

「ええと、あれは海洋公園ホイヨンゴンウン。恐竜徑とか、集古村とかいろんなアトラクションがあるから明日行ってみよっか？」

　茜はガイドブックを見ながら説明し、ふと気がつく。

「う～、なんで地元の人間をあたしが案内しなきゃいけないんでしょうか～？」

「チャイナドレスを着て言う言葉じゃないわね」

「ニコちゃんだってチャイナドレスでしょ！」

「何を着ても似に合あうというのは、罪つみね」

　ニコルは腰に手を当てて、ふっと笑った。




「ちょうどいい時間だよ！　これからヴィクトリア・ピークに登ろう！」

　七時を回っていた。

　張大人チヤンタイジンが約束した時間まであと四時間。

　翡ひ翠すい市いちで買ったアクセをジャラジャラいわせながら、ドミニクは振り返って笑顔を見せた。

「玲、急いでくれ……」

　ドミニクの後を歩きながら、一心はつぶやく。

（元気に走り回るドミニクに、あのワガママな大地くんが振り回されてる？）

　茜にとってはある意味痛つう快かいで、何となく羨うらやましい光景である。

　一行はアバディーンでの夕食後、香港の中心である中環ジヨンワンに戻り、ランドマーク周辺のショッピング・エリアを空中通路で回っているところだ。

「うっぷ、百万ドルの夜景は今夜は見なくてもいいかな？」

　胸焼けを覚える茜は、星哉に手を引かれながらつぶやく。

「そうよね。せいぜい、贅ぜい肉にくを貯ため込むといいわ。レイのお金で」

　と、冷ひややかなニコル。

「レイは今頃、ホテルの一室でひとりさびしく、食事もろくに取らずに、密売組織への資金提供者へ圧力をかけるための証しよう拠こを裏帳簿から探してるというのに」

「ううっ！　生まれて初めて食べた北京ペキンダックにツバメの巣のココナッツミルク煮、おいしゅうございました～！　歩きます！　歩けばいいんでしょ～！」




　トラムでヴィクトリア・ピーク駅に着いた頃には完全に日が落ちてしまっていた。

「こっちこっち！」

　ドミニクは一心の腕を引っ張る。

（また、ドミニクと!?　こ、断ことわらない大地くんも大地くんよ！）

　茜は先ほどから、二人の様よう子すを見るたびにいらだちを覚えていた。

　一心の表情は楽しんでいる様子からはほど遠いものなのだが、茜の目には、何な故ぜだかデレデレしているように映うつっているのだ。

「僕ぼくたちも行こうね～」

　と、腕を取るのは星哉だ。

「そ、そうだよね」

　茜は腹いせのように、ギュッと星哉の手を握った。




「ねえ、あまり楽しそうじゃないけど、イッシンはアタシのこと、嫌い？　アタシは、イッシンが大好きだよ」

　ヴィクトリア・ピークを巡めぐる盧吉道ルガード・ロードをピョンピョンと跳はねるように歩きながら、ドミニクは一心を振り返った。

「別に」

　道は暗いが、人通りは絶たえない。

　一心は遅れてついてきているはずの茜と星哉の方をチラチラと見る。

「じゃあ、アカネのことが好きなんだ？」

　ドミニクは唇くちびるを尖とがらせた。

「あのな！　あの馬ば鹿かのことは関係ないだろうが！」

「……否定しないね？」

　ドミニクの顔をふと、寂さびしげな色がよぎる。

「なあ」

　一心は話題を変えた。

「お前のジイさん、玲の話じゃ暗あん黒こく街がいの重じゆう鎮ちんらしいけど、たかが資金源を押さえるのに、どうしてこんなに時間がかかんだよ？」

「阿爺アーイエは……」

　ドミニクは七色に輝かがやく街を見下ろした。

「今夜、警察に出しゆつ頭とうするから、その準備、かな？」

「……何だって？」

「周武林チヨウモウラムを止めるためには、資金を断つだけでは不十分だもの。警察を動かす必要があるよ。でも、そのためには周を告こく発はつしないと」

「そっか……。当然、それは自分の過去の犯はん歴れきに関かかわってくるよな」

　一心はこの時、初めて張チヤン老人の覚かく悟ごを悟さとった。

「周は……昔、阿爺アーイエの片腕だったから」

「張のジイさんが捕つかまったら……お前はどうなるんだ？」

「……一人ぼっちだよ、この街で。ママは死んだし、パパはアタシを捨てた」

「おま……それを知ってて？」

　ドミニクは無む言ごんで一心の胸にすがりつき、泣きだした。




「いろいろあったけど、これでテンちゃんともいい思い出を作れたよ」

　一心たちとは少し離はなれた場所で足を止め、茜と星哉は同じ百万ドルの夜景を見下ろしていた。

「えっ？　あの、思い出って？」

　夜景に目を奪うばわれていた茜は、振り返って尋ねる。

「帰国したら僕、すぐにイギリスに渡るんだよ。向こうのクラブ・チームから誘いがあってね。テンちゃんの付き人をやめるのは、残念だけど」

　星哉はウインクした。

「……そのこと、大地くんには？」

「うん。まだ言ってない」

「どうして、あたしに先に？」

「僕が向こうに行く時……」

　星哉は茜の腰に手を回すと、顔を近づけてささやいた。

「できれば、君に一緒にきて欲しい」

「……あ、あの～、それはいったいどういうことでしょう？」

　思ってもみない告白に、茜は無む理り矢や理りに笑顔を作った。

　全身が緊きん張ちようし、冷ひや汗あせが流れる。

「君をテンちゃんから奪うばいたい……」

　星哉の指が、茜のアゴをクイッと上げた。

（わっ、わっ、わっ、わ～っ！　こ、心の準備が～！）

　頭をよぎる一心の顔。

　だが、その顔はすぐにドミニクの顔と重なる。

（そうよ！　どうせ大地くんなんて、あたしのことなんか見てくれないもの。あたしだって、この年だもん。キスぐらい……）

　自分を納なつ得とくさせようとする茜。

　だが……。

「アカネちゃん？」

（あ、あれ？）

　知らぬ間に、震ふるえる腕が勝手に星哉の身体からだを押おし退のけていた。

「僕じゃ、やっぱり駄だ目めなのかい？」

　星哉は困こん惑わくの表情を浮かべる。

「ごめんなさい。嫌いじゃないの。でもまだ……そう、知り合ったばっかだし」

（あたし、どうしてこんなこと言ってるんだろ？）

　自分でも、どうして拒こばむのか分からなかった。

「もう少し待って。……お願い」

　茜は泣きそうになりながら頭を下げる。

　その時……。

「お二人さん、いいところのようだけど、そろそろ、ホテルに戻る時間よ」

　カメラを回しながらニコルが現われた。

「ど、どうして撮とってるのよ！」

　茜は顔を真まっ赤かにして、パッと星哉から離れる。

「あなたの慌あわてぶりが面おも白しろいから」

　ニコルはそう告つげてから声をひそめた。

「……そろそろ、戻ってくるわよ」

　と、ほぼ同時に。

「お前ら、何ベタベタしてんだ？」

　不機嫌そうな一心がドミニクとともに現われた。

「そっちこそ！」

　一心に寄り添そうドミニクの姿を目にして、茜もカッとなる。

「げ、芸能人って立場を考えなさいよね！　こんなとこ、写真誌に撮とられたらどうするのよ！」

「……お二人さん」

　ハンディカムを回すニコルが声をかける。

「この痴ち話わ喧げん嘩かの絵、全国放送で流していいかしら？」

「……な～んちって」

「か、軽いジョークだよなあ」

　茜と一心はぎこちない笑顔を作った。




「テンちゃん、ホテルには地下鉄で戻る？　それとも二階建てバス？」

　山頂駅からの下りのトラムの中の雰囲気は最悪だった。

　星哉はいつも通りに陽よう気きだが、顔を背そむけ合う一心と茜に挟はさまれたドミニクも、何となく居い心ごこ地ちが悪そうである。

　そして、そんな五人がトラムの駅を出た途と端たん。

「おニイさん！　これ買わないか!?」

「安いよ～」

「ホウ・ペン・ア～！」

「お嬢さん、アナタ、これ似合うな～」

　数十人の物売りが、一いつ斉せいに一心たちを取り囲んだ。

「ちょっと、押さないで！」

「ゲラウェイどいてよ！」

「僕は買いませんったら！」

　五人はたちまち揉もみくちゃにされ、別々の方向に引き離される。

「おい、どうなってるんだ！」

　怒ど鳴なる一心。

「知らないよ！　こんなこと、普通はナイもの！」

　ドミニクの手が一心から離れる。

「おい！」

　慌あわててその手をもう一度つかもうとする一心。

「イッシン!?　ドント・タッチ・ミーさわんないでつたら！」

　ニコルが悲ひ鳴めいを上げる。

「げっ！　このチビっちゃいの、お前の手かよ！」

「チビっちゃいはよけいよ！……あら？」

　まるで潮しおが引くように、物売りたちの姿がサアーッと目の前から消えた。

「あら？」

　ニコルがあたりを見渡す。

「みんながいない。馬ば鹿かイッシンだけ」

「……あの物売りども」

　一心は唇くちびるを嚙かむ。

「周チヨウに雇やとわれたな」

「そのようね。あとほんの数時間だと思って油ゆ断だんしたわ」

「ちっ、こんな街のど真ん中でかよ」

「もうなりふり構かまわない感じね」

「捜さがすか？」

「不ふ本ほん意いだけど、一緒に行動した方が良さそうね」

　と、二人が顔を見合わせた時。

「テンちゃ～ん！」

　何やらしこたま物売りに買わされた星哉が戻ってきた。

「おい、アカネとドミニクは!?」

　と、一心。

「分からないよ！　はぐれちゃった！」

　息を切らした星哉は頭を振る。

「お前はここを動くな！　俺おれとニコルが二人を捜す！」

　一心はそう告げると、ニコルを連れて中環の中心部に向かって走った。




「どうしよ？　あいつら、しつこいよ」

「さっきの所に戻れば、きっと大地くんたちと合流できるだろうけど……」

　茜とドミニクはピークトラムの駅から東に逃げて、香港公園へ迷い込んでいた。

（あの連中が見張ってるだろうしなあ）

　茜たちは物売りに押されて一心から引き離されると、人通りの少ない裏通りに出ていた。

　そして、二人きりになった途と端たんに、黒スーツの一団が現われたのだ。

「こっち！」

　茜はドミニクの手をつかむと、狭せまい路ろ地じをジグザグに走って逃げた。

　そして、ようやく追っ手の目から逃のがれたと思ったら、都会の喧けん騒そうの谷間である静かな公園の中にいたのである。

「ええと、ここは香港公園だから、金鐘道クイーンズ・ウエイを東に行って中環駅に出れば……」

　茜は木こ陰かげのベンチに座すわると、ガイドブックを手にホテルに帰る道を調べる。

「……どうして、アカネはアタシを置いていかなかった？」

　不意に隣に座ったドミニクが、膝ひざを抱かかえ込みながら尋ねた。

「……そういえば、どうしてだろ？」

　茜は腕を組んで顔をしかめる。

「アカネは、アタシのこと、嫌いでしょ？」

「ど、どうかな？」

　正直言って、好きではない。一心に寄り添うドミニクの姿を見ると、胃袋のあたりからいわれのない怒いかりが込み上げてくるのだ。

「……アタシも、アカネが嫌い」

　膝に頰ほおをくっつけてドミニクは続けた。

「だって、アカネはずっとイッシンのそばにいられるんだもの」

「へっ？」

　思ってもみない指し摘てきに、茜はドミニクの顔をのぞき込む。

「アカネは日本に帰れば、いつでも、イッシンと一緒。……けど、アタシは、今夜だけ」

「あのね、あたしは付き人の仕事で……」

「でも、うらやましい」

「…………」

（この子も……気持ちは同じだったんだ）

　茜は黙だまってドミニクの頭を抱だき締しめた。

「……あと二時間で約束の時間」

　ドミニクはふと、時計を見る。

「阿爺アーイエはきっと、約束守るよ」

（そっか。あと二時間。二時間だけ逃げられれば、密売組織にとってドミニクの人ひと質じちとしての価値はなくなるんだ……）

「……ドミニク！　こっち！」

　茜は必死に頭を回転させると、ドミニクの腕をつかんでトイレに飛び込んだ。




「いたぞ！」

「こっちだ！」

　公園から飛び出した革のビスチェの少女の姿を、黒スーツたちは見つけた。

　少女はうろうろと逃げ回ったが、すぐに男たちに取り押さえられる。

「ボスに連絡しろ！　麗芳ドミニクを捕らえたと！」

　だが……。

「おい、待て！」

　少女の顔を確認した男が、携けい帯たいを取り出した男を止めた。

「こいつは違う！」

「……へへへ」

　トイレで服を取り替えた茜は、男たちを見上げて笑った。

　……つもりだったが、頰が硬直している。

「この服、胸のところがブッカブカ」

　ガッ！

　黒スーツの怒りの鉄てつ拳けんが飛び、茜は意識を失うしなった。




「僕のせいだ」

　茜たちを見つけられずに駅前に戻った一心たちを見て、星哉はうなだれた。

「別にお前のせいじゃないって」

「違うんだ」

　星哉は頭を振った。

「僕がキスなんかしようとしたから、アカネちゃん、きっと混乱して……」

「おいっ！」

　一心は星哉の胸ぐらをつかみ、壁に押しつけた。

「あいつは……そんな女じゃない！　遊びのつもりならよしとけ！」

「遊びじゃないよ。僕は本気で君からアカネちゃんを奪うばいたいと思ってる」

「……お前？」

「確かに」

　星哉は目をそらした。

「最初は復ふく讐しゆうのつもりだった。君の番組に出たのも、全部復讐のためだった」

「新しん哉やさんの……ことか？」

　一心の手が星哉のシャツから離れる。

「そうさ！」

　星哉はキッと一心を見返す。

「四年前、練習試合で、君は新哉兄さんの足を砕くだいた」

「言い訳するつもりはない」

「あの怪け我がで、ＪリーグのＭＶＰ候補で次じ期き日本代表のキャプテンと期待された新哉兄さんは、引いん退たいに追い込まれた。許ゆるせないのは、君がその後すぐにジュニア・ユースをやめ、芸能界に入ったことだよ。新哉兄さんは、自分の後を継つぐのは、君だと期待してたのに」

「俺には無む理りだったんだ」

　一心はうつむく。

「俺は新哉さんの代かわりにはなれない」

「君は兄さんを、僕を、チームを、そしてサッカーを裏切った。そう思った僕は君への復讐のつもりで、アカネちゃんに近づいた。君のいちばん大切なものを奪ってやるつもりでね」

「……サッカーを裏切った、か」

　一心は反はん論ろんできなかった。

「けど」

　星哉は頭を振った。

「今の君をよく知ってから、その気持ちは消えたよ。君がアイドルという仕事に誇りを持って、身体からだを張って頑張っていることを知ったから。悔くやしいけど、サッカーをしてる時と同じにね。それに本当に好きになったんだ、アカネちゃんのことが。僕は、あの子を君の手から奪いたい。問題は君だ」

「……俺だと？」

「ああ、君はアカネちゃんをどう思ってるんだ？」

「今はそんなことを言ってる場合じゃない」

「逃げるのかい？」

「黙だまれ！」

　一心と星哉はにらみ合った。

「……ねえ。もしかすると、あのアカネのことだから、勝手にホテルに帰っているかも知れないわ。……望のぞみ薄うすだけど」

　ニコルが二人に声をかけて携帯を取り出した時、その携帯から『奇き跡せきのレジェンド』の着メロが流れ始めた。

「レイ？　……うん」

　ニコルは携帯を一心に渡す。

「今、こっちから連絡しようと思ったとこだ。すまない、ドミニクとアカネが行方ゆくえ不ふ明めいになった」

『知っている。麗芳ドミニクはホテルに戻ってきた』

「……じゃあ、アカネは？」

『女郎花君は麗芳を逃がすために、服を取り替えてオトリになった。おそらくは奴やつらの手の内に落ちた』

「くそっ！　もし、あいつに何かあったら！」

『落ち着け、一心。おそらく周チヨウ一味は女郎花君と麗芳の交こう換かんを持ちかけてくるはずだ。あちらからの連絡を待とう』

　と、その時。

「……テンちゃん？」

　星哉がこちらに近づいてくる子供の姿に気がついた。

「ンゴイねえ、ネイ・ギュウなまえ・マッ・イエー・メンなんていうの？」

「オー・ギュウオレは・ダイチ・イッシン」

　一心が答えると、子供は紙を手渡して走り去る。

「なんて書いてあるの？」

　ニコルが爪つま先さき立だちになって紙をのぞき込もうとする。

「周武林チヨウモウラムから。アカネとドミニクを交換したいとさ」

　一心は紙を元通りに畳たたみ、ニコルに渡す。

「お前はホテルに戻って、玲にこれを渡せ。俺と星哉はあっちが指示した場所に向かう」

「……ドミニクを連れてゆくの？」

　ニコルも声をひそめる。

「できるわけないだろ、そんなこと……」

『アタシは！』

　ドミニクが電話の向こうで叫んだ。

『一緒に行くよ！　止めても駄だ目め。アカネはアタシの身代わりになったんだもの！』

「バカ言わないで。あなたはこちらの切り札なのよ」

　ニコルが顔をしかめる。

「……まあ、止めても無駄だろうね」

　星哉が肩をすくめた。

「仕し方かたないな」

　うなずく一心。

「あなたたちって、さっきまで喧けん嘩かしてたくせに」

　ため息をつくニコル。

「……無事にあの凡ぼん人じんを連れ戻しなさいよ」

「わあってるって」

　一心はニコルの金きん髪ぱつをクシャクシャにした。




「まるで昔の九龍カオルーン城じよう塞さいだな」

　一心は周に指示された九龍の一角にたどり着くと、そこに立つ廃はい墟きよのようなビルを見上げた。

「九龍城塞は取り壊こわされたけど、住んでいた人間が消えたわけじゃないからね。住む場所を潰つぶされれば、またどこかに同じようなものを作るよ」

　ドミニクがそっと一心の腕をつかんだ。

「張チヤンさんからは、まだ？」

　焦あせりを隠かくせない星哉。

「まだだ。玲が連絡する手て筈はずになってる」

「じゃあ、ともかく行こう！」

　星哉はそう言うと、真っ先に階段を駆かけ上がっていった。




　転てん落らく防止の柵さくもない屋おく上じようには、黒いスーツ姿の男たちが一列に並んで待っていた。

「アカネは？」

「……待て」

　一心が尋ねても、唇を固かたく結んだスーツ姿の男たちはそれ以上何も答えない。

　スーツの不自然な膨ふくらみから、全員が銃じゆうを持っているのが分かる。

　やがて、ローターの音とともに黒いヘリが空に現われ、ビルを一周した。

　ヘリはいったん上昇すると、風を巻き起こしながら一心たちの目の前に着陸する。

「……！」

　ヘリのドアが開き、アルマーニに身を包つつんだ男が降りてきた。

「ようやく会えたな、大地一心」

「あんたが周武林か？」

　その長ちよう身しんの男は、感情の一いつ切さい表われない、蛇へびのような目で一心を見た。

「東京では、私の密売ルートにかなりの打だ撃げきを与えてくれたそうじゃないか？」

　部下たちが銃を抜いた。

　六ろく挺ちようの銃じゆう口こうが、一心たちに向けられる。

「どうかな？」

　一心は手を上げながら、肩をすくめてみせる。

「麗芳ドミニクと自分の付き人をすり替わらせるとは、なかなか切れるな」

　武林はニヤリと笑い、部下に目で合あい図ずをした。

「アカネ！」

　腕を背中にねじ上げられた姿し勢せいで、茜がヘリから引き出されてきた。

「……大地くん」

　一心の姿を認めた茜は、無理に微笑ほほえんでみせる。

　殴なぐられた右目がズキンと痛む。

「てめえ！　アカネに何をしたっ！」

「駄目だっ！　テンちゃん！」

　激げつ昂こうして周武林チヨウモウラムに飛び掛かかろうとする一心を、星哉が辛かろうじて制せいする。

「無む茶ちやをすれば、殺されるのはアカネちゃんだよ！」

「ほう、そっちのボウズの方が冷れい静せいなようだな？」

　周はポケットの中に隠かくし持っていた銃のトリガーをもてあそぶ。

「冷静？　冗じよう談だんじゃない。あんたに一発蹴けりをかましてやりたい気持ちは、テンちゃんと一緒だよ」

　星哉は部林をにらむ。

「まあいい」

　周は茜の髪をつかんだ。

「この女は、俺の娘と交こう換かんだ」

「む、娘～？」

　星哉はドミニクを振り返る。

　ドミニクは青ざめた顔でかすかにうなずく。

「知らなかったのか？　俺のかつての妻は張チヤンの娘、周麗芳チヨウドミニクは我が娘というわけだ」

「知ってるよ。ヴィクトリア・ピークで聞いた」

　と、一心。

「大地くん、交換なんかに応じちゃ駄目だよ！」

　茜が叫さけぶ。

「ほう、いい度ど胸きようだな」

　銃口がゴリッと脇わき腹ばらのあたりに突きつけられる。

「しゅ、しゅみましぇ～ん！　ちょっとしたお茶目な建たて前でした！　大地くん、やっぱり助けて！」

「交換は……しない」

　一心は言った。

「へっ！」

　茜の目の前が真っ暗になる。

（大地くんが……あたしよりドミニクを取った？）

「ごめんな、アカネ。けど、こんなクズ野や郎ろうには、ドミニクは渡せない」

「クズだと？」

　周の顔が強こわばる。

「ああ。いろいろとドミニクから聞いたよ。暴力を振ふるう夫の元から逃げようとしたあの子の母さんが、どんな目にあったかをね。あんた、まだ小さかったあの子さえ、麻薬漬づけにしようとしたそうじゃないか？」

「俺に逆さからう者は、たとえ家族でも許さん」

「張チヤンのジイさんがあんたを自分の組織から追放して、ドミニクを自分の所に引き取ったのは正解だ。お前みたいなヤツには何ひとつ渡す気はないよ」

「……よかろう。お前を殺して、娘を取り戻すだけのことだ」

　周は肩をすくめ、ポケットから小型のノーリンコ64式を抜く。

　その時。

　周の胸ポケットで携帯が鳴った。

　気を削そがれた周は眉まゆを上げ、携帯を取り出す。

『周武林だな？　巽たつみ玲だ』

　電話の主は玲だった。

「貴き様さまが玲か。よく番号が分かったな？」

『張大人チヤンタイジンの情じよう報ほう網もうを甘く見ないことだね』

「なるほど、あのくたばり損ぞこないか」

『あなたの資産は表のものも裏のものもすべて、老龍ロウロンの尽じん力りよくにより凍とう結けつされた。あなたの麻薬密売ルートが完全に瓦が解かいするのも時間の問題だ』

「すぐに凍結を解かい除じよさせろ。さもないと、ここにいる全員を殺す」

『不可能だよ。老龍は香港警察に出頭した。あなたの罪のすべてを暴あばくために』

「馬鹿な！　自分の首を絞しめるようなものだぞ」

　感情をあらわにしなかった周の顔が、初めて怒いかりで紅こう潮ちようする。

『覚悟の上だ。今、そちらにも警察が向かっている。あなたの身み柄がらを確保するためにね』

　玲の声は告げた。

『これで竜りゆう脈みやくは断たれた。香港におけるあなたの組織は瓦解する』

「くっ！」

　周は耳を澄すました。

　次第に近づいてくるサイレンの音が聞こえる。

「やるならやれよ」

　一心は前に進み出る。

「俺を舐なめるな」

　周はトリガーに掛けた指に力を込める。

「イッシンは撃うたせないから！」

　ドミニクが、周と一心の間に飛び出した。

「どけ、麗芳ドミニク！」

「いや！」

「……散れ」

　周は舌打ちして銃口を下げると、部下に命じ、ヘリのパイロットに目で合図をした。

「まだ俺には日本で築きずき上げた組織とコネクションが残っている！　この決着は東京でつけよう！　それまでこの女は預かっておく！」

「大地くん！　大地くーんっ！」

　周は茜の手を強ごう引いんに引っ張り、ヘリに乗り込む。

「アカネちゃんを返せ！」

　星哉がダッシュして、離陸しようとするヘリに飛びついた。

「馬鹿が！」

　周の銃が火を噴ふいた。

「きゃあああ！」

　パッと血が飛び散り、茜が悲鳴を上げる。

　肩を撃うち抜かれた星哉の身体を、周の部下のひとりがヘリに引き上げた。

　同時に、他の部下たちも銃を抜く。

「星哉！　アカネっ！」

　一心はピックを放はなった。

　銃が弾はじかれた隙すきに、距きよ離りを詰つめた一心は部下たちに体当たりを浴あびせる。

「チャイヤンおまわりさん!!　ガウメンアーッたすけて！」

　屋上から身を乗り出すようにして、ドミニクが警察を呼よぶ。

　ヘリは星哉を乗せたまま、屋上を飛び立ち、上じよう昇しようする。

「今回は貴様の負けだ！」

　周の哄こう笑しようが百万ドルの夜景に響ひびき渡った。

（……どうしよ、星哉くん、死んじゃう！）

　茜は必ひつ死しになって気を失った星哉を抱き寄せる。

　だが、肩からの出しゆつ血けつは止まる気け配はいがない。

「アカネーッ！」

　周の部下と揉もみ合う一心の絶ぜつ叫きようは、星哉の血でチャイナドレスを染そめた茜の耳にはとどくことはなかった。

　警察が屋上に到着し、周の部下を一いち網もう打だ尽じんにしたのは、それから間もなくのことだった。




「残念ながら、香港警察は周一味の確保に失敗した。奴らは船で香港を脱出したようだ」

　翌日の早朝。

　電話で警察関係者と連絡を取った玲が、疲つかれを隠せない様子の一心に報告した。

「一いつ睡すいもしてないんでしょ？　少しは寝なさい」

　普段は犬けん猿えんの仲であるニコルさえも、一心を労いたわる態たい度どを見せる。

「そんなヒマはない」

　一心は立ち上がった。

「玲、先に日本に帰るぜ。周チヨウのヤツ、決着は日本って言ってたからな」

「そうか。僕も夜になったら後を追うよ」

　玲はうなずく。

「……アカネ、大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　不安げな瞳ひとみで見上げるドミニク。

「ああ。きっと助け出す」

　一心は少女の頭に手を置いた。

　そして、二十時間後……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　一台のコンテナ車が、新宿歌か舞ぶ伎き町のある雑ざつ居きよビルの前に停車した。

　内部にステージが組まれたコンテナ車の運転席に座すわっている女は、アイドルグループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーのマネージャー。

「準じゆん備びはいい？」

　マネージャーはコンテナの中にいる四人にマイクで声をかける。

「ああ」

　一心が答え、他のメンバーを振り返る。

「すまないな。こんなことに巻き込んで」
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「そんな殊しゆ勝しような態度、らしくないですよ、先せん輩ぱい」

　水みず谷たに宏こう太たが、ドラムスのスティックを手の中でクルクルと回した。

「別にお前のためじゃないぜ。俺たちのお姫ひめさまの命が関かかわってるからな」

　ベース担当の火ひ之の杜もり亨とおるは、いつものようにクールな表情を見せる。

「茜ちゃんはＳ＆Ｓの、俺たちみんなのかけがえのない付き人だ」

　リーダーの風かざ峰みね士し郎ろうが微笑み、キーボードの電でん源げんを入れた。

「取り戻そう、絶ぜつ対たいに」

「ああ」

　一心はギターのネックを握る。

「いくぜ、みんな！」

　四人のアイドルを乗せたステージ・コンテナがゆっくりと開き、Ｓ＆Ｓは白い光に包つつまれていった。










「……アカネ、ドミニクにヤキモチ、焼いていたわね？」

　ニコルは目を細めて茜あかねを振り返った。

「な、何のことかな～？」

　茜はとぼける。

「けど、観光案内としては、よくできてるよ」

「メジャーなスポットには行ってますしね」

　士し郎ろうと宏こう太たがうなずき合う。

「最後のビデオ、俺おれたちも出てるんだよな？」

「あたし、これまだ見てないんだよ～」

　茜は鼻歌を唄うたいながらビデオを入れ替えた。
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伝えたい気持ち

いとしい思い

育はぐくみたい夢

たくさんあって

それでも

言こと葉ば　見つからなくて

口をついて出るのは

心と裏うら腹はら

キツイ　ヒトコト




当とう然ぜん　君きみは

許ゆるしてくれず

いつだって

同じ喧けん嘩かの　繰くり返し




いつかは　お互い

愚ぐ痴ちをぶつける　こともなくなり

オトナな二人になるのかな

けど今は

ふくれてる　君の横顔

ハッとするほど可愛かわいくって

こんな時間が

これはこれで

いいような　気がするんだ




いつかは　お互い

素す直なおな気持ち　伝えたりする

自し然ぜんな二人になるのかな

だけど今は

淋さびしそうな　君の泣き顔

苦しくなるほど　大切で

こんな時間が

これはこれで

かけがえのない　気がするんだよ






　新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちよう、雑ざつ居きよビル前、午ご後ご七時──

　熱ねつ狂きようする少女たちが、一台のトレーラーを取り囲んでいた。

　さらにそのまわりに集まる、仕事帰りのサラリーマンやＯＬたち。

　トレーラー上のステージに置かれた六台のスピーカーから流れるサウンドが、夜の空気を震ふるわせている。

　女の子の絶ぜつ叫きようを浴あびる四人の少年。

　新曲『ディスタンス』を演えん奏そうするアイドル・グループＳ＆Ｓソーズアンドソーサリーの四人だ。

　Ｓ＆Ｓがライブを決けつ行こうするという情報は、ネットや口コミ、ファンクラブを通じて流され、数千のファンの他ほかに、ＴＶ局のレポーターやカメラがここに集まり、近辺の通行を一時的にマヒさせていた。

「……ねえ、今回の話、ずいぶん急だったよね？」

　集まったファンのひとりが曲の間に隣となりの子と話す。

「うん。あたし、親に泣きついて電車賃ちん借りたよ～」

「でもさ、私たちの助けがいるなんてＳ＆Ｓに言われたら、来ないわけにいかないじゃん」

「だよね。でもさ、一体なんで……」

　と、質問しようとしたところで、次の曲の前ぜん奏そうが始まる。

　二人の意い識しきは再びステージの上へと移った。

　その頃ころ。




「星せい哉や……くん？　痛い？」

　雑居ビル、最上階。

　両腕うで両足を縛しばられた状態で薄うす暗ぐらい部屋に閉とじ込められた茜あかねは、リノリウムの床ゆかに投げ出されている星哉に声をかけた。

　香港ホンコンで捕とらわれてから、船と飛行機と車を乗り継いで、十数時間。

　窓から差し込むネオンの明かりと喧けん騒そうから、ここが日本のどこかの繁はん華か街がいであることは分かる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。血は止まっているし」

　星哉はそう言いつつも顔を歪ゆがめる。

「……やっぱり駄だ目めだな、僕ぼくは。テンちゃんみたいに君を守れなかった」

「そんなことないよ、そんなことないって！」

　星哉の肩の傷は軽くはない。茜たちをさらった連れん中ちゆうは、簡かん単たんな止し血けつをしただけでロクな手当てをしていなかったのだ。

「そう言えば、なんで僕が一いつ心しんをテンちゃんって呼ぶか、教えてなかったよね？」

　星哉はふと思い出したように口を開いた。

「しゃべらない方がいいよ」

　茜は何とか身体からだを動かして星哉の隣に行くと、そっとその手を握にぎった。

「聞いて……欲しいんだ」

　星哉は続ける。

「あいつさ、小学校五年で初めてうちのジュニア・ユースに来た時、宣せん言げんしたんだよ。俺おれは日本代表の10番になるって」

「その頃から変わってないんだ、あの根こん拠きよのない自信」

　茜は微笑ほほえむ。

「それから、あいつのあだ名はテンちゃんになったんだ。本人は怒おこったけど、すぐに定てい着ちやくしちゃった」

「……今度、テンちゃんって呼んでみようかな？」

「素す晴ばらしかったよ、テンちゃんのプレイは。うちのジュニア・ユースの中でもメキメキと頭とう角かくを現わして、一年もしないうちにレギュラーの地ち位いを獲かく得とくした。あの頃、最年少の日本代表だった僕の兄さんも、本気でテンちゃんが自分に続いて日本代表に入ると思ったんだ。けど、そんな時だった。練習試合でテンちゃんと新しん哉や兄さんが交こう錯さくし、再起不能な怪け我がを兄さんが負おったのは」

「うん。前に聞いたね」

「兄さんは夢を断たたれ、テンちゃんは責せき任にんを感じてサッカーを止やめた。でも、僕は……」

「許せなかった？」

「……本当は、兄さんに怪我をさせたことを許せなかったんじゃないんだ。僕よりも兄さんに認みとめられ、優すぐれた才さい能のうを持っていたことが……許せなかった」

　星哉は唇くちびるを嚙かんだ。

「憎にくかったんだよ、テンちゃんが」

「星哉くん……」

「本当の僕は、そんな醜みにくい本ほん性しようの持ち主ぬしなのさ。ここで死ぬのも、当然だね」

「そんなこと言わないで！」

　茜は力を込めて星哉の手を握った。

「きっと、大だい地ちくんが助けにきてくれるから！」

「そうか……な？」

　星哉の反応が鈍にぶくなってくる。

「そうだよ！　大地くんはね、あたしたちを一度も裏切ったことないよ！　助けてって祈ると、いつだって絶ぜつ対たいに来てくれたもん！　今度だって、絶対に来てくれるよ！」

「信じて……る……んだ？」

「うん。あたし、信じてる。大地くんのこと」

「羨うらやま……しいな」

　星哉は微び笑しようを浮かべた。

　その時。

「……ねえ、何か聞こえない？」

　茜は窓の外からかすかに流れてくる音楽に気がついた。

「……ごめん。よく……分からないよ」

　頭を振る星哉。

「あたしには……聞こえる」

　茜は目を閉じた。





いつかは　お互い

素す直なおな気持ち　伝えたりする

自然な二人になるのかな

だけど今は

淋さびしそうな　君の泣き顔

苦しくなるほど　大切で

こんな時間が

これはこれで

かけがえのない　気がするんだよ






「聞こえてくる……あの歌……Ｓ＆Ｓの……大地くんたちの歌だよ！」

「……その通り」

「！」

　茜は闇やみの中から聞こえてくる声に振り返った。

「あの小こ僧ぞう、性しよう懲こりもなくお前たちを助けにきたようだな」

　扉とびらが開ひらかれて、廊ろう下かから漏もれ込む光に浮き上がったシルエットが、照明のスイッチを入れた。

「周チヨウ……武林モウウム」

　星哉が唸うなった。

「しばらく歌舞伎町に潜せん伏ぷくした後、組そ織しきの立て直しをするつもりだったが、奴やつめが騒さわぎを引き起こしてくれたお陰かげで、そんな時間の余よ裕ゆうもなくなったようだな」

　周の手にはガラス製の小さな注ちゆう射しや器きが握られていた。

「あの単純な大地一心の目もく論ろ見みは分かっている。おおかた、表で騒ぎを起こしている隙すきにここを探さぐるつもりなんだろう」

「そうよ！　あんたなんか、大地くんがボコボコにしてくれるんだから！」

　茜は縄なわを解ほどこうと身を捩よじる。

「ここで犯はん罪ざいが行なわれているという、確かくたる証しよう拠こはない。勝手にこのビルに入れば不ふ法ほう侵しん入にゆう。俺おれはまだ国際手配はされていないし、捕つかまるのは小僧の方だ。もっとも、俺は奴を日本の警察に渡す気はないがね」

　周は蛍けい光こう灯とうの光に注射器をかざした。

「奴は殺す。お前がクスリ漬づけになり、よだれを垂たらしながらのたうち回る醜い姿を見せつけてからな」

「！」

　茜は身をすくませる。

「ヤク中は惨みじめだぞ。何もする気がなくなり、クスリが切れると悪お寒かんと吐はき気、妄もう想そうが絶たえ間まなく襲おそってくる」

　周は茜の頰ほおを撫なでた。

「このきれいな肌はだも荒あれ、目と頰は落ちくぼみ、わずかな間に二十年は歳としを取ったようになる」

　注射器が茜の目の前に突つきつけられる。

「もう少し時間があったらクスリ漬けにしたお前を、女に飢うえている俺の部ぶ下かに投げ与えてやるところだったんだが、まあいい。大切な女のヤク中姿を見たら、大地一心はどんな顔をするかな？」

「……やめろ」

　星哉が呻うめく。

「黙だまれ！」

　周は星哉の肩を踏ふみつけると、茜の膝ひざをつかみ、注射器の針を太ももの内側に近づけた。

「暴あばれるなよ、針が折れるぞ」

「お願い……やめて……」

　恐きよう怖ふのあまり、大声を出すことさえできない。

「ようこそ、ヤク中の世界へ」

　周の顔が歓かん喜きに歪ゆがんだその時。

　ピシッ！

　一枚のピックが空気を切り裂さき、周の手の中の注射器を砕くだいた。

「一心から借りたピックが役に立ったな」

　姿を現わしたのは、黒い外がい套とうに身を包んだ銀ぎん髪ぱつの青年である。

「玲れいさん！」

　叫さけぶ茜。

「巽たつみ玲か……」

　周は砕けた注射器を捨てた。

「ワタシもいるわ」

　ハンディカムを構かまえたニコルが玲の後ろからひょいと顔を出す。

「下には十分な数の部下を配したつもりだったが、どこから入ってきた？」

　周は肩をすくめて尋ねた。

「隣のビルの屋上から跳とんだよ」

「なるほど、一心たちに下で騒ぎを起こさせ、その隙を狙ねらったか。だが、どうしてここが分かった？」

「新宿には、香港マフィアの台たい頭とうを好このましく思わぬ旧勢力の暴力団も多い。情報は自然と入ってくるよ」

「お見み事ごと。さすがは俺の組織を壊かい滅めつに追い込んだだけのことはある」

　周の顔には余よ裕ゆうの笑えみがある。

「だが、最後に焦あせったな。貴き様さまひとりが乗り込んで何ができる？　このビルには俺の兵隊が二十人はいるんだぞ」

「ヒトリじゃないわ、失礼ね」

　ニコルが口を尖とがらせて存在を主張する。

「それに、誰だれかさんもそろそろ、こっちに来るもの」

「馬ば鹿かな。ここからも聞こえるぞ、大地一心の唄うたっている声はな。奴はまだステージの上だ」

　周は嘲あざ笑わらい、内線のスイッチを入れて部下に連絡する。

「郭クオ！　手て勢ぜいを連れてこっちに来い。……郭!?」

　階下の部下からの返事がない。

「線が……切られている？」

「この部屋は孤こ立りつ状態よ。知らなかったの、あのイッシンが凶きよう悪あく犯罪者並みに騙だましの達たつ人じんだということを？」

　ニコルは肩をすくめた。

「何だと？　まさかあの歌は!?」

　ハッとした周は、窓を開けて通りを見下ろした。




「みんな！　今、イッシンとトオルくん、それにリーダーは大たい切せつな仲なか間まを助けるために戦おうとしてるんだ！　だから、みんなの力を僕たちに分けて！　心をひとつにして、イッシンくんたちを応おう援えんして！」

　ステージの中央に残って立っていたのは、宏こう太たひとりだった。

　ついさっきまでいたはずの他のメンバーの姿が、いつの間にか消えている。

　流れている一心や亨とおるの声は、前もって録音しておいたものだったのだ。

　そして、ステージ上の液えき晶しようスクリーンには、ニコルがリアルタイムで撮さつ影えいしている周の後ろ姿が映うつっていた。

「さあ、みんな！　一いつ緒しよに唄おうよ！」

　宏太は大きく手を振った。





伝えたい気持ち

いとしい思い

育はぐくみたい夢

たくさんあって

それでも

言葉　見つからなくて

口をついて出るのは

心と裏腹

キツイ　ヒトコト






　宏太の声と、集まったファンの声がひとつになる。

「……くそっ！　残りの連中は!?」

　怒りに紅こう潮ちようした顔で振り返る周。

　玲は黙って床ゆか下したを指さした。




「あの歌か詞し、何か引っ掛かかるよな？」

　一心は目の前の男の脇わき腹ばらにボレーシュートを決めると、作詞者である士し郎ろうの顔を見た。

　ビルに侵入した士郎、亨、一心の三人は、表の騒ぎに目の向いた警けい備び陣じんの不ふ意いを突つき、玲たちがいる階のすぐ下にまで迫せまっている。

　ここまでに出会った香港マフィアは、ほんの七、八人。

　それも一いつ瞬しゆんのうちに倒している。

　ライブの陽よう動どう作戦が功こうを奏そうした形だ。

「さあ、俺は別に誰かさんの気持ちを代だい弁べんしたつもりはないけど？……結けつ構こう安物だね、これは」

　気き絶ぜつさせた男のジャケットをチラリと見た士郎は、肩をすくめた。

　階段を駆かけ上のぼってくる複数の足音。

　ようやく異い常じように気がついた周の部下たちだろう。

「さあ、ここは俺とトオルに任まかせて上にいくんだ。囚とらわれのお姫ひめさまが待っている」

「あいつがお姫さまかよ！」

　一心は目の前の男を蹴けり倒すと、階段を駆け上ってゆく。

「口の割には、ずいぶんと急ぐじゃないか？」

　ニヤリとする亨。

「不ぶ器き用ような奴なんだよ」

　士郎は、下からやってきた男たちの前に立ちはだかる。

　ガッ！

　大型ナイフを振りかざして襲おそいかかろうとした先頭の男が、鋼こう鉄てつで補強されたベースの一いち撃げきを食らって崩くずれ落ちた。

「舐なめてかからない方がいいぜ。これでも有段者でね」

　周の部下を前にした亨は、ベースのネックを握り直して正せい眼がんに構かまえた。

「俺とトオルは、昔はストリートでかなり荒っぽいこともやってきたんだ」

　士郎がレイバンのチタンフレームを外はずし、右手に革かわの手袋をはめる。

「さてと、残りは十五人ぐらいかな？」

「昔、三み鷹たかの駅前でチーマーどもを潰つぶしたろ？　あん時よりは少ないぜ」

「混戦になれば、どうせ銃は使えない。手て加か減げん抜きでいくぞ」

「おう！」

　士郎と亨は男たちの中に飛び込んでいった。




「あなたの覚かく醒せい剤ざいに関する独どく白はくに、誘ゆう拐かいされたアカネにクスリを打とうとするシーン、しっかり撮とって、トレーラーに設置された液晶スクリーンにも映させてもらったわ。警察がここに踏み込むのに、十分な証拠ね」

　ハンディカムを回し続けながら、ニコルが言った。

「証拠だと？　無む意い味みだな。俺はこの場でお前たち全員を殺し、また闇やみに潜もぐる。潜せん伏ぷくして再さい起きを図はかることができる場所は、この街には掃はいて捨てるほどあるからな」

　周は脇わきのホルスターからグロッグを抜く。

「俺を裁さばくことは神にもできぬよ」

「君を裁くのは君自身の罪つみだ」

　トリガーにかけた周の指に力がかかったその瞬しゆん間かん、玲はニコルを抱かかえて膝ひざをついた。

　ビュンッ！

　玲の頭上をかすめてクリスタルの灰はい皿ざらが飛び、周のグロッグを叩たたき落とす。

「……遅れたか？」

　扉とびらのところに立った一心は、玲に声をかける。
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「いや。番組としては、いい演えん出しゆつだね」

　玲は床に落ちたグロッグを拾い上げた。

「大地くん！」

　茜の目から涙があふれる。

「無事か？」

　一心は周の肩ごしに尋たずねた。

「うん。信じてたから！　きっと、来てくれるって！」

「……恥はずかしい台詞せりふ」

　ニコルはそう言いながらもカメラを向ける。

「これで終わりだな、周武林」

　と、グロッグを握った玲。

「……いや、まだだ」

　そう言ったのは、一心だった。

「俺とこいつの決着がついていない」

「バカ？」

　呆あきれるニコル。

「やるのか？」

　玲は静かに弟を見る。

「ああ」

「面おも白しろい」

　周はジャケットを脱ぬいだ。

「こっちにもまだチャンスはありそうだな」

「俺を倒したら逃がしてやるよ」

　一心はうなずく。

「ドミニクに頼まれたんだよ。父親てめえの目を覚さまさせてやってくれってな」

「では、あの娘むすめも殺すとしよう。ここから……逃げたらな！」

　周は突然、豹ひようのように飛び掛かった。

　鋭するどい蹴りが一心の脇腹をえぐり、身体を壁かべ際ぎわまで吹き飛ばす。

「あいつ、武ぶ道どうの心こころ得えがあるみたい」

　普段は一心といがみ合ってばかりいるニコルの顔が強こわばった。

「大地くん！」

　悲ひ鳴めいを上げる茜。

「自惚うぬぼれるな！」

　周の繰くり出すこぶしが一心を打ちのめす。

　一心は反撃の隙すきもなく連打を浴び、崩くずれ落ちかけたところを辛かろうじて踏ふみ止とどまった。

「力の差を思い知れ！」

　直線的な前蹴りが、鳩尾みぞおちに突つき刺ささる。

　燃えるような痛みに、床を転ころがる一心。

「確か、売人の女子高生に腕を刺されたらしいじゃないか？」

　周は一心の右腕を踵かかとで踏みつけた。

「……実に愚おろかだな、お前は」

　治なおりかけていた傷から再び血が噴ふき出し、袖そでに赤い染しみができる。

「もうやめて！」

　叫ぶ茜。

「そうはいかん。貴き様さまらには死をもって償つぐなってもらう」

　周は玲の顔を見ながら、一心の胸ぐらをつかんで引き起こした。

　一心はすかさず周の脇腹にひざ蹴りを入れようとしたが、周は軽くこれをかわして背はい後ごに回った。

　振り返りざまのヒジ打ち。

　だが、周は完全にこれを見切ると、一心の手首をつかむ。

「どれほどＴＶでもてはやされようと、所しよ詮せん貴様はただのガキに過ぎん。限げん界かいを弁わきまえろ」

　投げが見事に決まり、一心の身体は壁まで吹き飛んだ。

「こいつを殺した後に、お前だ、巽玲」

　周は余裕の表情を見せる。

「そうかな？」

　玲の瞳ひとみは冷静そのものだ。

「お願い！　助けてあげて！」

　ニコルはカメラを下ろして玲の腕をつかんだ。

（お願い、もう起きないで！　あたしは……あたしなんか、どうなってもいいから！）

　茜はギュッと目を閉じる。

　だが。

「……限界か？　ああ、確かにもう限界だろうな」

　一心は口元に笑みを浮かべ、ゆっくりと起き上がった。

「けどな、周。自分の限界ってヤツが、何のためにあるか知ってるか？」

　周は眉まゆをひそめる。

「乗り越えるために……あるんだよ！」

　一心は身体ごと周にぶつかっていくと、抱きかかえるように両腕を相手の背中に回した。

　背後は窓。

「貴様、一緒に飛び下りる気か！」

　周の顔に初めて、恐おそれの色が浮かぶ。

「俺は自分を越えて！　世界さえ変えてみせるっ！」

「！」

　数歩よろけたものの、踏み止まる周。

　だが、そのわずかな隙で十分だった。

「……勝負あったな」

　玲は告げる。

「おら！」

　一心は周の顔面に頭ず突つきを食らわせた。

　ガッ！

「うっ！」

　ガッ、ガッ！

　一発、また一発。

　周の鼻が折れ、血が噴き出す。

　脇腹に周のこぶしがめり込むが、一心は意に介かいさず額ひたいを打ち込み続ける。

「ドミニクを苦しめ！」

　ガッ！

「星哉を傷つけ！」

　ガッ！

「茜を泣かせた！」

　ガッ！

「お前を絶対に許ゆるさない！」

　ガッ、ガッ、ガッ！

　顔を鮮せん血けつで真っ赤に染めた周は、とうとう仰あお向むけに倒れた。

「……なぜだ？」

　窓際の床ゆかに沈んだ周武林は呻うめき、頭を振る。

「なぜ、ただのガキに……」

「俺は誰も……見捨てない。それだけのことだ」

　一心は周が気を失うのを確かく認にんすると、その場に膝ひざをついた。

「立てるか？」

　玲が手を差し出した。

「ああ。士郎が調達したケプラー繊せん維いの抗こう弾だんベストが、かなり衝しよう撃げきを吸収してくれたからな。まともにやりあってたら、アバラが砕くだけてたぜ」

　一心は起き上がると、よろけながら茜と星哉のもとにゆく。

「……ニコル、すべて終わった。警察に連絡を」

　兄に告げられた少女はうなずき、携けい帯たいをかけた。

「さて、もう僕らの出番はないな」

　警察への連絡が終わると、玲は一心たちに目を遣やって微笑ほほえむ。

「ワタシ、もう眠い」

　ニコルは口に手を当てて小さなアクビをする。

「家に帰ったら、ミルクたっぷりのケンブリック・ティーを淹いれてあげるよ」

「約束よ」

「ウィ、マドモワゼル」

　玲はニコルの手を引いて、そっとその場を去った。




「……待ったか？」

　一心は茜を縛しばっていた縄を解ほどいた。

「大地くん、大地くん、大地くん……！」

　茜は涙でびしょ濡ぬれになった顔を一心の肩に押しつける。

「こいつは？」

　一心は茜の背中を撫なでてやりながら、隣の星哉をそっと揺ゆり動かした。

「だ、だいじょぶ。気を失ってるだけ」

　茜はしゃくり上げながら告げる。

「……気、失ってないよ」

　星哉は薄うす目めを開けた。

「せっかくテンちゃんが心配してくれてるんだもの。寝ちゃいられないよ」

「馬ばぁ鹿か、てめえなんぞ心配するかよ」

「でも、来てくれた」

「ヒマだったからな」

　一心は星哉の手を握った。

「ボロボロだね、テンちゃん」

「お互い、な」

　かすかに聞こえる宏太とファンたちの歌声が、茜を優やさしく包み込む。





いつかは　お互い

素直な気持ち　伝えたりする

自然な二人になるのかな

だけど今は

淋しそうな　君の泣き顔

苦しくなるほど　大切で

こんな時間が

これはこれで

かけがえのない　気がするんだよ






　星哉と一心は肩を並べて座ると、救急車とパトカーのサイレンが近づいてくるのを待つ。

　茜は嗚お咽えつしながら、二人を抱きしめた。










「え～っ！　番組打ち切りぃ～っ！」

　放課後、事務所にやってきた茜は、ソファーに座る一心から衝しよう撃げきの事実を伝えられた。

「そんなあ、まだ四回分までしか放送してないのに！　どうして？　視し聴ちよう率りつ良かったんでしょ!?」

「歌舞伎町でゲリラ・ライブやったろ？　実はあのビルの隣が、番組のスポンサーのドレミファ・コーポレーションの本社でさ。辺あたり一帯が交通マヒになった時に、ちょうど愛あい人じんを連つれた社長の車が巻き込まれて、フォーカスされたんだと」
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　単細胞動物のような回復力と医者を呆あきれさせた一心は、もうＴＶの収録に入れるまでになっていた。

　腕の包ほう帯たいも、明日には取れる予定だ。

「激げき怒どした社長の一言で、番組打ち切り決定～」

　と、笑う宏太。

「そもそも、自己中なイッシンがひとりで番組をやるってのが無理だったんだね」

　士郎がため息をつく。

「はあ～」

　茜は一心の隣に座り込んだ。

「それって、やっぱ、あたしのせいだよね？」

「……んなことないって。お前が気にすることじゃない」

　一心の手が茜の肩にかかった。

「だ、大地くん……」

　茜は潤うるんだ目で一心を見上げる。

　と、次の瞬しゆん間かん。

「な～んて、言うとでも思ったか！　お前のせいだ！　み～んな、お前とアホ星哉のせいだ～っ！」

　一心は茜の頭にヘッドロックをかけた。

「痛い、痛い、痛い！　痛いったら！　やめてよね、テンちゃん！」

「お前までテンちゃんって言うな～っ！」

「……まあた、やってるぜ、あの二人」

　すっかり慣なれっこになった亨は、読んでいた雑ざつ誌しから目を上げようともしない。

「素直じゃないねえ」

「まあ、平和でいいんじゃないですか」

　士郎と宏太は顔を見合わせる。

「ところで……」

　ふと、亨が尋たずねた。

「星哉はどうした？」

「あいつはもうイギリスのプレミア・リーグに渡わたったよ。マスコミもうるさいだろうし、リハビリは向こうのチーム・ドクターのところでやるってね」

「お前、結構淋しいんじゃないの？　ろくに別れの挨あい拶さつもしなかったんだろ？」

「別に。まあ、これでもう二度と会えないってわけじゃないしな」

　と、一心が肩をすくめたその時。

　コンコン。

　事務所の扉がノックされた。

「は～い！」

　応対に出る茜。

「あいにくと社長は……」

　そう言いながら扉とびらを開けた瞬間。

「やあ！」

「来ちゃったヨ～ン！」

　事務所に飛び込んできたのは、肩に包帯をした星哉と、チャイナドレス姿のドミニクだった。

「いやあ、やっぱ、テンちゃんと日本が恋しくてね～」

「どうしてもイッシンに会いたくなって、こっち来たヨ～」

　二人は同時に一心に飛びつこうとした。

「お、お前ら！　帰るな！　来るな！　目の前から消えろ！」

　一心は壁際まで後あと退ずさる。

「……でも、大地くん、けっこ～嬉うれしそう？」

　と、茜。

「そ～ゆ～こと言うのは、この口か～!?」

　一心は茜の背中に回って後ろから鼻をつまむ。

「痛たたたああ！　大地くん、今引っ張ってるの、鼻！　鼻だってば！」

「そ～か、全然区別つかなかった」

「にゃ、にゃにおう！」

「ダメだよ、僕のアカネちゃんをいじめちゃ！」

「イッシン、その女から離はなれるネ！」

　茜と一心を引き離そうとする星哉とドミニク。

「……あ～うるせ」

　雑誌を伏ふせ、耳をふさぐ亨。

「いつものことだろ？」

　士郎は眼鏡めがねを押し上げた。

「いいじゃないですか。だいたい、しんみりするのなんて……」

　宏太がウインクする。

「似合わないよね、大地くんには！」

　茜は笑い、一心の腕にギュッとしがみついた。




　ちなみに。

　第四回放送分までに没ぼつ収しゆうされた一心と茜の私し物ぶつは換かん金きんされ、打ち上げの費用に流用された。

　その大部分がアルコールと化し、澤プロデューサーの胃い袋ぶくろ、いや、肝かん臓ぞうに消えたことは言うまでもない。










「これを見て、よっく分かったわ」

　最後のビデオが終わると、澤さわが立ち上がった。

「やっぱり問題は大だい地ち一いつ心しんという存在そのものにあるのよ！　でも、私は負けない！　あいつを使って、次こそは高視聴率番組を作ってやるんだから！」

「さすがは澤さん」

　士し郎ろうが拍手する。

「……でも、無む理りだと思うけど」

「ですよねえ」

　と、弓ゆみ塚づかアナがささやいたその時。

「よっ、まだ反省会やってんの？」

　居い間まの扉とびらがバタンと開いて、大地一心が入ってきた。

　大幅な遅刻にもかかわらず、迷惑をかけたと思っているような様子は微み塵じんも見られない。

「そういや、久しぶり」

　一心は澤の顔を見て声をかける。

「あんたが番組潰つぶして以来だっけ？　また編成局長に口きいてもらえないのか？」

「きいいいいいいっ！」

　澤は一心に飛び掛かかり、首を締め上げた。

「わっ！　よせっ！　何だよ！」

「あんたが！　あんたのせいで～っ！」

「……自じ業ごう自じ得とくだな」

「触さわらぬ神に崇たたりなし、てことで」

　傍ぼう観かんを決め込む亨とおると宏こう太た。

「アカネ、割られないうちに、カップをしまって」

　ニコルは冷静に告げた。




　そして。

　澤たちが帰った深夜。

　居い間まの片付けをしていた茜は、一本のビデオがデッキの横に残っているのを見つけた。

「あれ？」

　ラベルの張っていない黒いビデオである。

「何だろ、番組はもう全部見たはずだけど？」

　茜はそのビデオをデッキに入れた。
















出されなかったビデオレター










「こんにちは、レイ」

　画面の中のニコルは、屍し桜ざくら屋や敷しきの庭に籐とうの椅い子すを引っ張り出し、黒のワンピースを着てちょこんと座すわっていた。

「今日は何の日か分かる？　……そう、ワタシとレイが初めて会った日よ」

　手には花はな束たば。

　赤とピンクのバラが、純白のレースに包んである。

　カメラの前のせいか、ほんのちょっと少女の頰ほおは紅こう潮ちようしていた。

「あれから……四年が経たちました。これからも……今まで通り、あの、ずっと一いつ緒しよにいてくれると嬉うれしい……です」

　口調がいつもと微び妙みように違っている。

　相当緊きん張ちようしているようだ。

「ワタシ、あの時のことは今でもハッキリ覚えてるわ。……そう、あの時のワタシは恥はずかしいくらいに……子供だったわ」

　ニコルは夕日の方に視線を向けると、あの日のパリでの出会いに思いを馳はせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その日の夕方。

　ニコル・エマーソンは、パリ市内のプチ・ホテルの一室の前に立っていた。

　両手には、ルイ・ヴィトンのスーツケース。

「ここで……間ま違ちがいないわね？」

　つぶやいた少女は母親のメモを取り出してもう一度アドレスを確認すると、小さく三回ノックする。

　そもそも、ニコルがここを訪れたのは、昨日の母からの電話が原因だった。




「ケ、ケッコンするぅ!?　それも、アキラ・タツミと!?」

　寄き宿しゆく学校の寮りようのロビーで、ニコルは思わず声を上げていた。

　ニコルの母は、国際政治学専攻の大学院生。

　巽たつみ旭あきらはその指導教授であり、自じ称しよう、ジャーナリストである。

　ここ数年、二人は仕事のパートナーとして、一緒に世界の紛ふん争そう地帯を飛び回っていたのだ。

『そうよ。そろそろ、アキラとの関係をはっきりさせないとね』

　電話越ごしの母の声は、どことなく弾はずんでいる。

「そんな急に！」

『あなただって、アキラのことは気に入っているんでしょう？』

「そりゃアナタとアキラのことは認めてはいるけど、結婚となると話は別よ！　結婚すると、アキラはワタシのパパになるのよ！」

『いけない？』

「当たり前でしょ！　ワタシのパパは、パパだけなんだから！」

　ニコルは受話器に向かって怒ど鳴なった。

　まわりの寄宿生が、何事かと振り返る。

『アキラはいいパパになるわよ』

「イヤよ、そんなの！」

『……まあ、そういう訳で、これから私たちは一か月ほど新婚旅行に行くから』

「人の話を聞きなさい！」

『今までは仕事の都つ合ごうであなたを寄宿舎に預あずけていたけど、これからは一家四人で暮くらせるわ』

「……ちょっと、待って」

　ニコルはこめかみを押さえた。

「一家四人って？」

『ああ、そうそう。あなた、明日付けで新居に近い学校に転校になるから』

「そ、そんな勝かつ手てな！　ワタシにだって、この学校での生活があるのよ！」

『駄だ々だをこねないの。ったく、子供なんだから』

「子供なのはそっちでしょ！　それに、家族四人って、どういうこと!?　ワタシとアナタ、それにアキラで三人でしょ!?」

『……ああ、そう言えば、あなたは知らなかったわよね？　アキラにも男の子がいるのよ。今年、十三歳の、結けつ構こう可愛かわいい美少年』

「……この中年女」

『だから、あなたにはわたしたちが新婚旅行から戻って愛の新居を完成させるまで、彼と一緒に住んでもらうことになるから』

「はあ？」

　急展開する母親の話に、ニコルはついてゆくことができない。

『住所を言うから、メモしなさい』

　母はパリ中心部にあるプチ・ホテルのルームナンバーを告げた。

　こうして、寄宿舎を出ることになったニコル・エマーソンは、見知らぬ兄のもとを訪れることになったのだ。




　カチャリ。

　ロックが解かい除じよされた。

　年代物のアール・デコ調の扉とびらが開き、部屋の滞たい在ざい者しやが姿を見せる。

　無む駄だな贅ぜい肉にくの一いつ切さいない長身に、銀色の髪かみ。

　想像していた日本人像と重なるところのないその姿に、一いつ瞬しゆんニコルは戸と惑まどいを覚える。

（……そうよね、アキラもあまり日本人らしくはないわ。……というか、人間離れしてるのね、いろいろな意味で）

　そう自分を納なつ得とくさせたニコルが口を開く前に、少年はニッコリと微笑ほほえみ、フランス語で尋たずねた。

「ボン・ジュール。あなたが、マドモワゼル・ニコル・エマーソン？」

「そ、そうよ」

　後あと退ずさりしそうになるのを堪こらえて、ニコルは手を差し出す。

「アナタが、アキラの息子？」

「レイ。レイ・タツミ」

　玲は少女の手を取ると、部屋の中へと通した。

「あなたのことは、お母さんから聞いているよ」

「寄宿舎を放り出されて、行くところがないの。仕方ないから、しばらくやっかいになるわよ」

　年下に向かって〝君〟ではなく、〝あなた〟と話し掛かける玲に、ニコルは好感を持ったが、それを表には出さない。

　その代わりに、視線で横おう柄へいに廊ろう下かのスーツケースの方を示す。

　すぐに気がついた玲は、二つのスーツケースを部屋に運び込む。

「ここはスウィートなのね？」

　部屋を見渡したニコルはつぶやく。

　広々とした室内は調ちよう度ど品ひんも趣しゆ味みがよく、市内の古いプチ・ホテルとしては空調もゆきとどいている。

　ただ、厚手のカーテンがしっかりと閉められているせいか、全体的に薄うす暗ぐらい。

　その重々しい感じが、ニコルには気に入らなかった。

「暗過ぎ。どうしてカーテンを閉めておくの？」

　少女は窓際に行って、カーテンを開こうとする。

　と、その時。

「待って」

　玲が、ニコルの手首をつかんだ。

「僕は明るいのが……その、苦にが手てなんだ」

「……いいわ。どうせワタシは居い候そうろうだもの」
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　ニコルは乱暴に玲の手を振り払う。

「それで、居候はどこに寝ればいいの？　床、それともバスルーム」

「奥おくの寝室が使えるようにしてあるよ」

　と、笑いを嚙かみ殺す玲。

「鍵かぎはかかる？」

「キーを渡すよ」

　ニコルはベッドのある部屋がきれいに清せい掃そうされているのを確認してから振り返り、腕うで組ぐみをして玲をにらんだ。

「……それで、アナタは？」

　ニコルの質問の真意が読み取れないのか、玲はほんの少し、首を傾かしげる。

「アナタはどこに寝るのか、と聞いているの」

「ソファー、ということになるね」

　玲は優しい表情で答えた。

「気にしなくていいよ。いつも寝る時は大たい抵てい、椅い子すに座すわったままなんだ」

「別に気にしてないけど」

　ニコルは部屋の中を歩き回る。

「食事はどうしてるの？」

「ここに滞在している限りは、外食かルームサービスだね」

「……そう」

　ニコルは壁かべ際ぎわのデスクに目を留とめた。

　モバイルの隣となりに積み重ねられたハードカバーの書籍。

　ニコルはその中の何冊かを手に取る。

「地理プロファイル……ファゼット理論と最小空間分ぶん析せき……被ひ疑ぎ者しや順位付けシステム……ＫＡＤＳモデルにおける領りよう域いき層そう……」

　目に付くのは、犯罪統計分野の専門用語。

　ニコルにはさっぱり意味が分からない。

「……学校の勉強、とは関係なさそうね」

「そう言えば、最近学校には行っていないな」

　玲は頭を搔かいた。

「父の付き合いで、あちこち飛び回っていたからね。本当は論文の指導を受けるために、研究室に顔を出さないといけないんだけど」

「研究室？　……うちの母の話だと、あなた、十三歳って？」

　ニコルは本を机つくえの上に戻し、玲の瞳ひとみを見つめる。

「確かに十三歳だよ。……まあ、飛び級ってやつで、ケンブリッジ大学の研究室に籍せきを置いてるけど」

　玲は語ご尾びを濁にごした。

「飛び級？　……生なま意い気き」

　ニコルは自分の部屋となった寝しん室しつに入ると、ピシャリと扉を閉めた。

「荷物の整理があるから……食事の時間になるまで声をかけないで」

　扉はしっかりとロックされた。




　翌朝。

「……そうよね。ここは寄宿舎じゃないんだわ」

　お世せ辞じにも楽しかったとは言えない寄宿舎生活ではあったが、離れてみると嫌きらいだったアメリカ人のルームメイトの顔までなつかしい。

　ニコルは目を擦こすりながらベッドから這はい出ると、パジャマを着き替がえて扉を開けた。

　隣の部屋では既すでに玲が起きていて、薄暗い室内でパソコンのキーボードを叩たたいている。

　液えき晶しよう画が面めんをのぞき込むと、殺人事件情報集中管理分析システムの文字。

「何をしてるの？　もしかすると、ハッキングっていうヤツかしら？　他人のシステムに侵しん入にゆうして情報を盗ぬすむ？」

　ニコルは嫌けん悪おの念ねんを顔に出す。

「まあ、客きやつ観かん的てきに見ると、あんまり合ごう法ほう的てきな活動じゃないかもね。だけど、どうしても欲しい情報があるんだ」

　玲は素す早ばやくキーを打ち続ける。

「朝っぱらから不健康なことを」

　ニコルは肩をすくめ、窓際に行ってカーテンに手をかけた。

「少しは日光を部屋に入れなさい」

　さっと引かれたカーテンの隙すき間まからパリの白い朝日が差し込み、玲の横顔を照らした。

「ほら、気持ちいいでしょ？」

　その途と端たん。

「うっ！」

　突然、玲は机に突つっ伏ぷすと、そのまま全身を硬こう直ちよくさせて椅子から崩くずれ落ちた。

　玲の腕が当たった専門書と無数のプリントアウトが絨じゆう毯たんの上に散らばる。

「ホワット!?」

　思わず母国語の英語が出るニコル。

　もともと白い玲の顔から血の気けが完全に失うせていた。

「どうしたの!?　何が起きたのよ！」

　苦しそうに胸を押さえ込む玲の姿すがたに、ニコルは狼ろう狽ばいする。

「カーテンを……」

　玲は声を絞しぼり出しながら、震ふるえる指で窓を指さした。

「……閉めて」

「！」

　ニコルは窓際に駆け寄ると、完全に日光を遮さえぎってから振り返る。

「これでいい!?」

「……ああ……大だい丈じよう夫ぶだ」

　玲がそう答えたのは、しばらくして呼吸が落ち着いてからのことだった。




「どういうこと？　説明して」

　散らかった本やプリントアウトを片付け終わったニコルは玲をにらみつけた。

「……怯おびえるのも無理ないよ」

　玲はソファーに腰を下ろし、震ふるえの収おさまらない手で内線の受話器を取る。

「だ、誰だれが怯えてなんて！」

　口を尖とがらせたニコルは正面の椅子に座った。

「僕はね」

　玲はルームサービスで朝食を頼んでから、ニコルの方に向き直って説明する。

「極きよく度どの紫し外がい線せん過か敏びん症しようなんだ。日光に当たると、主に呼吸器系統に強い発ほつ作さが起こる。ひどい時には、心しん臓ぞう停てい止しまでいったことがあったよ」

「……それ、笑いながら言うこと？」

「あまり気にしてもしょうがないからね。時間に気をつけてさえいれば外出もできるし」

「アナタ、あまり友とも達だちいないでしょ？」

「痛いところを突くね」

　ルームサービスの朝食が届いた。

　二人は移動し、テーブルを挟はさんで座る。

「……確かに……警察関係を除のぞくと三人ぐらいかな？」

　カフェ・オ・レをカップに注そそぎながら、玲は言った。

「って、何が？」

　クロワッサンを頰ほお張ばるニコル。

「友達」

　と、玲。

「ま、まあ、友達なんて、数が多ければいいってものじゃないわ」

　ニコルは自分も友達が多くないことを思い出して言い添そえる。

「それで、友達のいないアナタは、いったい普ふ段だんここで何をしているの？」

「研究かな……ちょっとした」

　その件にはあまり触ふれたくないような口調。

　となるとニコルはなおさら突っ込んでみたくなる。

「研究は、あそこに転がっている本と関係があるもの？」

「まあね」

　玲はちょっと困ったような顔になった。

　ニコルは肩をすくめ、カフェ・オ・レを口に含ふくむと眉まゆをひそめる。

「……いいわ。どうせワタシには関係のないことだし」

「あなたには興味のないことだと思うよ、本当に」

　玲はうなずいた。




　その後はほとんど無む言ごんのまま二人は朝食を終え、ニコルの宿しゆく泊はく手続きを済すませるために玲はフロントまで下りていった。

　ニコルはその間に、母親に電話を掛かける。

「新婚旅行って言っていたのに……まだ、パリにいるの？」

　電話番号が市内のものであることに一いつ瞬しゆん、疑問を覚えるニコル。

　だが。

『どう、レイとうまくやってる？』

　ニコルが文句をぶつける前に、母は切り出した。

「ああ、あいつ？　得え体たいが知れないわね。猟りよう奇き殺人とか、犯罪とかの本ばっかり読んでいるのよ」

　思いっきり不ふ愉ゆ快かいそうな声をニコルは作る。

『アキラの息子ですもの。そうした犯罪を憎にくんでいても、無理はないわ』

「それだけじゃないわ。どうして……」

　ニコルはいったん、言葉を切った。

「どうして話しておいてくれなかったの、あいつが……日に当たることが出来ない体質だってこと？」

『話さなかったっけ？』

「話していません！」

『いいじゃない、細かいこと』

「目の前で死なれるところだったのよ！」

『……もしかして、勝手にカーテン開けるとかした？』

　意外と鋭するどい母。

「ど、どうしてそれを!?」

『へへへ。私もやっちゃったことがあるから』

「まったく、病院にでも入れればいいのよ。あんなのと一緒に暮らさなきゃいけないなんて、これからの苦労が目に見えるようだわ」

『でも、結けつ構こう気に入ってるんじゃない、彼のこと？』

「ふん！　気に入る訳わけないでしょ、太陽の下を歩けない、吸きゆう血けつ鬼きみたいな化ばけ物ものを」

『……ニコル・エマーソン。そういう言い方は母さん好きじゃないわ。訂正しなさい』

　電話の声から、からかうような口調が消えた。

「イヤよ」

『ニコル！』

「イヤだったら、イヤ！　ママは勝手よ！　突然、結婚したと思ったら、ワタシを転校させて、オンボロホテルであいつと二人っきりにして！」

　ニコルは声を荒あららげる。

『……そんなに結婚したの、気に入らない？』

「当然でしょっ！　ママはどうしてパパのことを忘れさせようとするの!?　ワタシにとって、パパはパパだけなんだから！　誰だれも代かわりにはなれないんだから！」

　ちょうどその時、玲が部屋に戻ってきた。

　ニコルは玲が聞いていることを承しよう知ちで続ける。

「とにかく、ここにいると息がつまりそうなの！　寄宿舎に戻れないのなら、自分でアパルトマンを借りて暮くらすから！」

『待ちなさい、ニコ……』

　母親が話している途と中ちゆうで、ニコルは受じゆ話わ器きを叩たたき下ろした。

「お母さんも、あなたのことをいろいろ心配しているんだよ」

　玲はニコルの前までやってくると、長身を屈かがませて少女の顔を見つめる。

「何も知らないくせに、偉えらそうに言わないでよ！　それに、ワタシの母親のことをお母さんなんて呼ばないで！　それに……」

　ニコルは両腕で玲を突き飛ばすと、怒ど鳴なりちらしながらバッグを手に取った。

「ドント・カム・ザ・ブラザー・ウィズ・ミー兄さんぶらないで！」

「出で掛かけるの？」

「ナン・オヴ・ユア・ビジネスほつといて！」

　英語で罵ば声せいをぶつけたニコルは扉とびらを開けると、振り返ってドンと床ゆかを踏ふみ鳴らした。

「出掛けるんじゃなくて、出てゆくのよ！」

「待って！」

「ふん！　どうせアナタは外まで追ってこられないでしょう？」

　玲の目の前で、扉が音を立てて閉められた。




　部屋を出たニコルの足は、モンマルトルの墓ぼ地ちへと向かっていた。

　墓地には、父が眠っている。

　寄宿舎にいた頃も、時おりこっそり抜け出しては墓を訪れていたのだ。

（みんな……大だい嫌きらい。ママも、アキラも……あのレイとかいう男の子も）

　高ぶる気持ちのまま、通りの電気屋のショーウインドウに目を遣やるニコル。

　すると。

「……噓うそ。どうして？」

　ウインドウの中のＴＶに映っていたのは自分の母の姿だった。

　新婚旅行に行ったはずの母。

　それが今、ＴＶで喋しやべっている。

「この件に関し、我々は大きな手がかりをつかんだと言っていいと思います」

　母はインタビューに答えていた。

「まだ幼おさない少女たちを餌え食じきにするこの冷れい酷こくな変へん質しつ者しやたちは……」

「待ってください」

　司会の男性が母の言葉を遮さえぎる。

「では、あなたはこの一連の事件の犯人が複数だと？」

「ええ。そして、この犯罪の背はい景けいには……」

　ニコルが食い入るようにＴＶ画面を見つめていたその時。

　グイッ！

「！」

　何者かが強い力でニコルの手を引いた。

　次の瞬しゆん間かん、ニコルはクリームホワイトのプジョーのバックシートに転がり込んでいた。

「何をするの！」

　怯おびえよりも怒いかりが先に立ったニコルは、自分の手首を握にぎるダークブラウンの髪かみの若者をにらみつけた。

「おい、黙だまらせろよ」

　運転席の、カールした金きん髪ぱつの若者が声をかける。

「いいだろ？　このままじゃ、自分がなんでさらわれたんだか分からないだろうし」

　と、ダークブラウンの髪の若者。

「お前と違って、泣きわめくガキをいたぶるのは好みじゃないんだ」

「そうだよなあ、お前は騙だまして言うこと聞かせるタイプ」

「まあな」

　二人は顔を見合わせて笑った。

「アナタたち、誰だれ？」

　ニコルは二人のふざけ切った様子に寒さむ気けを覚える。

「ワタシをどうするつもり？」

「決まってるだろう？」

　と、運転席の若者。

「僕たちが大人の愛し合い方を教えて上げるんだよ」

「……正気？」

　ダークブラウンの髪の若者の指が自分の身体からだを這はうのを感じて、ニコルの顔が強こわばる。

「さあ？　僕たちって正気なのかな？」

「正気じゃないんだろ、だから、罪つみにはならない。たとえ、君を殺しても」

　若者たちはゲラゲラと笑う。

「まあ、恨うらむんなら、母親を恨うらむんだな」

「ママを？」

「見ていたろ、さっきの報道番組」

「お前の母親はしつこく僕らを追ってたんだ」

「知らないかい？　ずっと新聞やＴＶで騒さわいでるだろ、連続幼女殺しって？」

「そうそう。十代前半までの少女に乱らん暴ぼうして切り刻きざむ悪あく魔まって、ル・モンド紙には書いてあったっけ？」

「悪魔ねえ」

「格かつ好こういいだろ？」

　ダークブラウンの髪の若者がウインクした。

「それじゃあの人は……」

　ニコルはおおよそのことを理解した。

　母は巽旭とともにこの事件を追っていた。

　結婚は本当だとしても、新婚旅行というのは、自分を遠ざけて事件に巻き込まれないようにするための噓うそ。

　この危険な連中が逆さか恨うらみをして自分を狙ねらわないように、配はい慮りよしてのことだったのだ。

（それをワタシは……）

　自分から安全な場所を抜け出し、こうして捕とらわれてしまった訳である。

「そろそろ、僕たちの仲間がＴＶ局に連絡してるよ」

　運転席の金髪が告げた。

「自分の娘がこっちの手にあることを知れば、あの女も不用意なことは喋しやべらないだろ？」

「君はそのための人ひと質じちって訳」

　ダークブラウンの髪が、無む理り矢や理りニコルを膝ひざに乗せようとする。

「とは言っても、何もしないのは淋さびしいよな？」

　若者はニコルの太ももを跡あとがつくほど強くつかんだ。

「………」

　ニコルは唇くちびるを嚙かんで堪たえる。

　涙が出てくるのは、痛みではなく、悔くやしさのためだった。




「この子が今日のゲストかい？」

　午前四時十三分。

　郊外の城館でニコルと若者たちを出で迎むかえたのは、度の強い眼鏡めがねをかけた若者だった。

「あの口うるさいジャーナリストの娘だけあって、相当口が悪いよ」

　広間にニコルを連れ込んだダークブラウンの髪の若者が笑う。

「番組の方はどうなった？」

「途と中ちゆうで中断したよ」

　と、眼鏡めがねの若者。

「今はニコル・エマーソン誘拐事件の報道で大慌あわてってとこだね？」

「あの女、警察を動かすかな？」

　運転をしていた金髪の若者が、車のキーをチャラチャラと指で回しながら、ソファーに座った。

　ニコルはその隣となりに座らされ、ダークブラウンの髪の若者と金髪の若者に挟はさまれる格かつ好こうになる。

「まあ、確率は半々だろ」

　眼鏡の若者は肩かたをすくめる。

「どっちにしろ、この子を助けるには間に合わないよ。たとえ、僕らの正体が知れたとしても、ここを捜さがし出すのは難むずかしい」

「記念すべき十三人目の犠ぎ牲せい者しやを楽しむ時間はたっぷりあるってこと？」

　ダークブラウンの髪の若者が、ニコルの首くび筋すじを舐なめた。

（誰か！　誰か助けて！）

　ニコルはギュッと目を閉じる。

　と、その時。

「……君たちに残された時間はわずかだよ」

　背後で声。

　若者たちは、はっとして扉とびらの方を振り返った。

　淡い月光に浮き上がっていたのは、黒い外がい套とうをまとった銀ぎん髪ぱつの少年の姿。

　巽玲である。

「レイ！」

　その姿を見たニコルは声を上げた。

「君たちは、国務大臣の子し息そくに学生実業家、それに有名女優の息子だね？」

　外套が吹ふき込こんでくる風になびき、蝙蝠こうもりの翼つばさのように広がる。

「こんな残ざん酷こくな犯罪を繰くり返した理由は、何でもお金で手に入れられることに飽あき飽きして、お金では手に入らない刺し激げきを求めようとしたというところなのかな？」

「お前は？」

　金髪の若者が目を細める。

「そう、知ってるぞ。確か、シャロン・エマーソンのパートナー、アキラ・タツミの息子だったな？　この娘の義理の兄弟になったらしいじゃないか？」

　若者は乱暴にニコルの髪をつかんだ。

「僕のデータにあるぞ。エマーソンのことは徹てつ底てい的てきに調べ上げたんだ」

「その手を離はなすんだ」

　レイは冷たい声で命じる。

「離さなければどうする？」

　嘲あざ笑わらう金髪の若者。

　ビュッ！

「うおっ！」

　若者の手首に、一本のペンが深く突き刺ささった。

　玄げん関かん脇わきのサイドボードの上にあったものだ。

「教えるのを忘れていたよ。僕は父から、手にしたほとんどの物を武器にする術じゆつを学んでるんだ」

　レイは肩をすくめる。

「はったりを」

　と、笑いかけた眼鏡の若者のこめかみを、固いトランプのカードがかすめた。

　一ひと筋すじの赤い血が、すっと流れる。

「くそ！」

　眼鏡の若者は、血を拭ぬぐいながら壁かべぎわまで下がる。

「どうしてここが分かった？」

　ダークブラウンの髪の若者が慎しん重ちように尋たずねた。

「追つい跡せきされないようにかなり回り道をしたんだぜ？」

「僕のプロファイリングによると、証しよう拠こ隠いん滅めつの金のかかるやり方から見て、犯人は裕ゆう福ふくな家庭で育った、おそらくは政治的な有力者の子息。犯行の残ざん忍にんで大だい胆たんな手口からすると、幼少時に動物を殺したことがあり、自分自身では優すぐれた知ち性せいの持ち主だと思っている。……と、ここまでは基本」

　玲はゆっくりと三人の方に歩み寄る。

「犯行がフランス国内に限らないことを見れば、犯行用に目立たぬ中古車を代理人を使って現金で購こう入にゆうしていることが簡かん単たんに想像できるんだ。犯行の場所としては、人目につき難にくい郊外の屋や敷しきを短期で借りてるはず。これだけ分かれば、ここを捜さがし出すのには警察のシステムを借りて数時間しかかからないよ」

「そうか……。エマーソンのブレーンだったのは貴き様さまだな？」

「助言はしたよ。この事件は、前々から追っていたんだ」

「追っていた？　まさか貴様が……ネットの亡ぼう霊れい？」

　ダークブラウンの髪の若者は思い出した。

　ここ数年、ネットで依い頼らいを受けて、警察では裁さばくことの出来ない犯罪者を追い詰め、破は滅めつさせる謎なぞの人物のことを。

「そう呼ぶ人間もいるね」

　玲はうなずいた。

「こんなガキだったとはな」

　眼鏡の若者が、長い髪を搔かき上げた。

「だが、ひとりで何が出来る？　こっちの手には、この娘がいるんだぞ」

　まだニコルが自分たちの手にあることを思い出して、若者たちは嘲ちよう笑しようする。

「こいつがいる限り、貴様は常に一手、僕たちの後を行くことになる」

「……残念だが、今日はひとりじゃないんだ」

　玲は右手を軽く振った。

　次の瞬間。

　制服の警官がドッと広間に雪な崩だれ込んできた。

「逮たい捕ほする！」

　警官たちは銃じゆう口こうを向けると、茫ぼう然ぜんとする若者たちを壁に押しつけて手て錠じようをかける。

「ありがとう。ひとつ、借りを作ったかな？」

　玲は警官を指揮するパリ警察の刑事に言った。

「これで去年の一件はチャラだぞ」

　刑事はウインクする。

「警察と手を組むなんて、亡ぼう霊れいらしくないやり方だな！」

　ダークブラウンの髪の若者が腕をねじ上げられながら笑った。

「警察の車なら、ここまで最短の時間で来ることが出来るからね。それに、僕はアムステルダムでの協力捜査以降、欧州の警察を敵として見てはいないよ。僕が敵意を向けるとすれば」

　玲は静かに告げた。

「それは、悲しみを生み出す犯罪への敵意だ」

「こんなことをしても無む駄だだぞ！　どうせパパたちが動いて、すぐに保ほ釈しやくになるさ！　誰だれも、そう、誰も俺たちを裁さばくことはできないんだ！」

　眼鏡の若者が喚わめく。

「裁くのは僕ではない。あなたたち自身の罪だよ」

　玲の瞳ひとみが冷ややかな光を帯おびる。

「君たちは気がつかなかっただろうけれど、被ひ害がい者しやのひとりの母親はイタリアでも有数の名家の出身なんだ」

「それがどうした？」

　後ろ手に手錠をかけられた若者のひとりは、鼻を鳴らす。

「彼女はコーザ・ノストラ、いわゆるマフィアとの強いコネを持っていたらしいね。自分の娘を殺した人間に対するヒットを、組織のドンに依頼した」

「まさか！」

　若者たちの顔が強こわばる。

「う、噓だろう!?」

「刑期が長引くことを祈るよ。刑務所を出れば、まず数日で君たちの遺い体たいはセーヌに浮かぶことになるからね」

「そ、そんな……」

「嫌いやだ！　死ぬのは嫌だ！」

　若者たちは崩くずれ落ちた。

　玲は彼らに背を向けると、ニコルの肩に自分の上着をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

「来るのが遅い！」

　声をかけられたニコルはギュッとしがみついて、玲の胸に顔を埋うずめる。

「恐こわかったかい？」

　玲はそっと少女の頭を撫なでた。

「……全ぜん然ぜん」

　涙を袖そでで拭ぬぐったニコルは、東の空が明るくなり始めたのを見てハッとなる。

「もうすぐ夜明けなのに、どうして助けにきたの？　日に当たると、アナタ死んじゃうかも知れないんでしょ!?」

「まだ間に合うさ……ちょっとギリギリだけど」

　玲は笑ってみせた。

「ワタシ、ずいぶんアナタに辛つらく当たったよ？　アナタに命をかけて助けてもらうほど、いい子じゃないんだよ？　なのに……なのにどうして？」

　ニコルの目から再び大おお粒つぶの涙がこぼれ始める。

「あなたはお母さん思いの、とってもいい子だよ」

「そんなことない！　そんなことないよ！」

　ニコルは大きく頭を振る。

「それにあなたは妹、大事な家族なんだ。いつでも必ず僕はあなたを守ってみせるさ」

　玲はニコルを抱き上げた。

「帰ろう。母さんたちが待っているよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「もう四年になるのね」

　ニコルはため息をつく。

「あれからいろいろあったわね？　日本に来ることになって、こっちでも事件に関わるようになって……。あんまり好きじゃないけど、イッシン・ダイチという、知ち性せいに欠かける、性格最っっっっ悪の兄弟がいることも分かって……」

　一心の名を口にした瞬しゆん間かん、少女の瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおが宿やどる。

　つい先日、「スパコンで解かい析せきしない限り、胸むねと胴どうの区別がつかない全身フラットのプチ毛け唐とう」と、一心に罵ののしられたことを思い出したのだ。

「トオルやシロー、コータやナツキ、ミサたちとも知り合って。……まあ、中にはアカネみたいにどうでもいいのもいるけど。そうそうワタシ、あの頃に比くらべると、身長も伸のびたし、少しは女の子らしくなったと思うの。だから……」

　ニコルは小さく微笑ほほえみ、花はな束たばを持ち直してじっとカメラを見つめる。

「レイ、あのね、その……だから、ワタシが本当になりたいのは、レイの妹じゃなくて、その、日本語だと何て言うのか……ああ、もう！」

　ニコルは髪を搔かきむしって椅い子すからパッと立ち上がると、カメラに向かって手を伸ばした。

「駄だ目め！　ヤッパリ、これ、没ぼつっ！　撮とり直し！」

　ブツン！

　画面は暗転した。










「ふふふふふふふ」

　ビデオを見終わった茜あかねは声を潜ひそめて笑った。

「これさえあれば、もうニコちゃんにこき使われることはないわ。これをネタにして脅おどせば立場は逆転！　ついに、ついにあたしの時代が来るのね！」

　茜は思わずこぶしを突き上げた。

　しかし。

「……そんなもの、永えい久きゆうに来ないわ」

　背はい後ごで冷静な声。

「あっれ～、ニコちゃん」

　茜はニンマリとした表情で振り返る。

「そんなこと言って、いいのかな～。あたしの手の中に、何があると思う？」

「撮とり損そこないのビデオね」

　パジャマ姿のニコルは肩をすくめた。

「そんなもの見て楽しかった？」

「こ、これを玲れいさんに見せちゃっても、いいのかな～？」

　ニコルの反応が冷ややかたったので、茜は戸と惑まどう。

　予想ではここでニコルは焦あせりまくり、ビデオを返してくれと懇こん願がんするはずだったのだ。

　だが。

「いいわよ。でもその代わり」

　ニコルはＭＯのケースを取り出し、指の上でクルクルと回した。

「これをネット上で公開するから」

「…………………………それ、何？」

「見たい？」

　ニコルはＭＯをパソコンに入れ、ファイルを開く。

「……うげっ！」

　液えき晶しよう画面の上で展開される映像に、茜の顔色は青から赤、赤から青へとめまぐるしく変化した。

　映うつっていたのは、屍し桜ざくら屋や敷しきに引っ越してからの、茜の不ぶ様ざまな失しつ態たいの数々。

　廊ろう下かを研みがいている時に頭からワックスをかぶったところや、バスルームの鍵かぎを壊こわして出られなくなり、バスタオル一枚で窓から這はい出ようとしている時の様子。

　付き人の仕事で帰宅が午前四時になり、玄関にたどり着いたところで爆ばく睡すいモードに入ってしまった姿。

　夜中のキッチンで、こっそりと夜食を頰ほお張ばっている映像まである。

「これはまあ、あなたの観察日記、というところかしら？」

　ニコルはＭＯを抜き、ポシェットにしまう。

「マニアにはたまらないものがあるでしょうね。公開した時の反はん応のうが楽しみ」

「ニ、ニコちゃん！」

　茜はニコルのスカートにしがみついた。

「そ、それだけは、それだけはやめて～！」

「……さっき見たものを忘れるわね？」

「も～、すっかり完かん璧ぺきに、パーフェクトに忘れました～！」

　茜はさっさとビデオをニコルに返す。

「これに懲こりて、身の程ほどを知るようにね」

　ニコルはビデオを手にすると、何事もなかったように自分の部屋に戻っていった。

　茜ひとりをポツンと居間に残して。

　やがて、茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態から抜け出した茜が、

「こ、こんな生活……！」

　もう嫌いや～、というベタな台詞せりふを吐はこうとしたその時。

「今日はご苦労さま」

　トレーにカップをのせた玲が居間に入ってきた。

「一心から聞いたよ。澤さんが逆ぎやく上じようして、大変だったみたいだね？」

「……へっ？　ええ、まあ」

　茜の前に温あたたかいミルク・ティーが差し出される。

「澤さん、いつもあんな感じですから」

「そう？」

　玲は微笑ほほえみ、茜と向かい合うようにして座すわった。

「でも、いつも一生懸命な君の姿を見ていると、楽しくなるよ」

「そ、そうですか？」

　頰っぺたが熱くなるのを感じる茜。

「……ところでさっき、何を言いかけていたのかな？」

「ええっと？」

　茜はカップを口に運ぶ。

　芳かぐわしい香りに満たされ、気持ちが豊かになってゆくような気分がする。

　生なま意い気きだけど、可愛かわいいニコちゃん。

　いつも優しい玲さん。

　そして、何かと気になるのか、毎日のように様子を見にくる大だい地ちくん。

（……やっぱ、こんな生活もいいかも、ね）

「へへへ、何でもありません」

　茜はカップを手に包つつんで顔いっぱいの笑みを返した。

「あたし、みんなが大好きです！」










　らいなあのおと




　え～、ども。

　二か月連続刊かん行こうなので、あとがきのネタがありません。

　それでは、さよなら。




　……てなワケにはいかないので、ホラー映画（何な故ぜにミステリーじゃなくてホラーか、という突っ込みはナシということで。たまたま、その日に勢いで買ったＤＶＤだからってだけだから）を連続で見て、その感想なんぞを。




　で、唐とう突とつに見ることになったのが、




　凶きよう人じんドラキュラ

　吸きゆう血けつゾンビ

　吸血鬼きハンター

　怪人フー・マンチュー

　怪人フー・マンチュー　女奴ど隷れいの復ふく讐しゆう

　吸血鬼ノスフェラトゥ

　ジキル博士とハイド氏

　魔ま人じんドラキュラ

　オペラ座の怪人

　フランケンシュタイン

　ヴァンパイア

　カリガリ博士

　地ち底てい人じんアンダーテイカー




　の、十三本。

　……最後の一本だけ新しいけど、あとは大体が古こ典てんかなあ。

　半分以上がモノクロの一時間ちょっとの作品だから、全部で一日も潰つぶせば見られるだろう。

　なあんて安あん直ちよくに考えたのが運の尽つき。




　六時間後。




　よく考えたら、このあたりの作品って、すでに四、五回は見てるよ～。

　クリストファー・リーの顔も見み飽あきてきた。

　初めて見るのは『吸血鬼ハンター』だけか。

　これは結けつ構こう楽しかった（モンティ・パイソンみたいで……ってギャグ映画か、これは）けど、二度は見たくないや。

　うう、退たい屈くつで死にそうだ～。




　十二時間後。




　……あと四本も残ってる。

　最後の一本だけは初めて見るヤツだから、それだけが救い。

　けど、原作がＨ・Ｐ・ラヴクラフトの作品って大たい概がいが駄だ作さくなんだよなあ。




　十五時間後。




　……すみません。

　わたしが悪うございました。

　二度と、こんなバカなことは考えません。

　だから、この『地底人アンダーテイカー』だけは勘かん弁べんしてくれぇぇぇ～！

　恐こわくないんだよ～！

　格かつ好こうよくもないんだよ～！

　セクシーでもないんだよ～！

　笑えもしないんだよ～！

　時計の秒針がひと目盛り動くのに、十年ぐらいかかるように感じられるんだよ～！

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさあぁぁぁい～！




　……んで。

　全十三本、観賞後。




　かんそうぶん。

　ほらあえいがは、こわいです。

　とっても、とっても、こわいです。

　とくに、『あんだあていかあ』はいろんないみでこわかったです。

　あんまりこわかったので、ぼくはこのえいがをにどとみないことをちかいます。




（気を取り直すのに数日）




　え～、改あらためまして。

『ハード・デイズ・ナイツ』第二短篇集です。

　読者の方の一部はご存ぞんじでしょうが、ドラゴンマガジンに連載したものをまとめた、いわば、「ホンコン・コネクション」編です。

　夜のアミューズメント・パークに、付き人の地ち位いを賭かけての大バトルに、時じ代だい劇げきの撮さつ影えい現げん場ばに、香港ホンコン全域と、目め紛まぐるしく変わる舞台。（ふふふ、この時勉強した広東カントン語、もうすっかり完かん璧ぺきに忘れたぞ）

　星せい哉やという一いつ心しんの友人（？）の登場のせいで、シリーズ本編よりもちょっとばかりギャグ度は増してます。

　もちろん、恒こう例れいのオマケつき。

　連載を読んだ人も、後こう悔かいさせませんよ～。







　付ふ記き




　ビクトリア・ベッカム誘ゆう拐かい未み遂すい事件、驚いたのは犯人の言い草ぐさ。

「身みの代しろ金の十億円ぐらい、ベッカムにとっちゃコーヒー代みたいなもん」

　だって。

　……一度ベッカムにコーヒーおごってもらいたい。







　初　出




月刊ドラゴンマガジン２００２年６月号～11月号

出されなかったビデオレター　　　　書き下ろし
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